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　各国の中央部に位置する《神国アリエス》、そこから出立したクロノス達が向かうのは、南東にある〝本ほん拠きよ地ち〟だ。

　ノノが手た綱づなを握にぎる馬車の中、横になって寛くつろぐクロノスに、アテナが語りかけてくる。

「うふ、えへへ……クロノス様、わたし達の、おうち……久しぶり、ですね……♪」

「おお、《神国》には結構、長いコト潜せん伏ぷくしていたしなあ。アテナ、楽しみか？」

「はいっ……♪　わたしや、ノノちゃんにとって……故郷みたいなもの、ですから♪」

「うむうむ、アテナが楽しそうだと、俺も嬉うれしいな。だが、手が止まっているぞう？」

「あっ……そ、でしたっ。えへへ……きれい、きれい、しましょうねぇ……♪」

　ちなみに横になっているクロノスの頭は、絶賛、アテナの太ふと股ももの上に載のっている。

　揺ゆれる馬車の中でも、絶対に耳を傷つけない、見事な手しゆ腕わん。そして極上の滑なめらかさと柔やわらかさを兼かね備えた、至高の膝ひざ枕まくら。クロノスは、もはや夢心地だ。

　だが、同じく馬車の中で座っているリアラは、どうも落ち着かない様子。

《神国》でクロノスが贈おくった露ろ出しゆつ度ど高めのメイド服を、身に纏まとっているからだろうか。いや、何だかんだでリアラはこの服を気に入っているし、そうではないだろう。

　そう、リアラの緊きん張ちようは、明らかに──恐きよう怖ふが原因なのだ。

〝俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃん〟が怯おびえているとあっては、放ってはおけない。

　キリッ、と表情を引き締しめたクロノスは、（膝枕されたまま）リアラに語りかけた。

「リアラ、どうした？　いつものカワイイお顔に不安が滲にじんで、それはそれでエロスを感じるぞ？　よもや、誘さそっているのか？」

「いえ、全く誘っていませんけれど。……そうでなく、ふ、不安になるのは当然ですっ。クロノスは今、私達がどこへ向かっているのか、本当に分かっているのですかっ？」

「！　ふむ、なるほどな。そういうコトか」

　リアラの言葉の意味を理解したクロノスは、彼女の不安も尤もつともだ、と頷うなずく。




　クロノスの〝本拠地〟は──聞けば誰だれもが恐おそれるほど、特とく殊しゆな地に存在する。

　そこは《お姫ひめ様さま》の統治する〝七つの国〟の、何処どこにも属さない地域。

　流れ着くのは国を追われた弱者や流民、あるいは大罪人や賊ぞく徒とと、曰いわくつきの者のみ。

　治外法権にして無法地帯である不ふ浄じようの地には、死と病が蔓延はびこっている。

　女神の加護から見放された大地に、当然、作物など実るはずもなく。

　立ち入れば確実に命は無く、神の慈じ悲ひも存在しない、〝地上にある地じ獄ごく〟。

　常人ならば、もはや誰一人ひとりとして、寄り付きもしない。

　畏い怖ふと蔑べつ視し、嫌けん悪おの念を籠こめて、人々はその地を、こう呼んでいる。




　──《女神にさえ見放された地》──




　最も清せい廉れんな《神国アリエス》の、それも《お姫様》だったリアラだ。《神国》とは対極とさえ言える不浄の地に抱いだく恐れは、よほど大きく深いはず。

　ここへ至るまでの道のりも、荒あれ果はてた悪路そのもの。見えるのは朽くち果てた土つち壁かべや、誰も住んでいない申し訳程度の廃はい屋おくと、眺ながめて心躍おどるような景色ではないだろう。

「は、はうぅ……何だか雰ふん囲い気きも怖こわいですし、陽は出ているはずなのに、やけに薄うす暗ぐらいですし……どんどん奥に行って、とんでもない所へ進んでいる気がします……ううっ」

　震ふるえるリアラが言う通り、この場所を良く知るクロノス達でもなければ、迷ってもおかしくない入り組んだ地形だ。まあそもそも、足を踏ふみ入れようとも思わないだろうが。

　と、そうしている内に、何の迷いもなく馬車を操っていたノノの声が響ひびいてきて。

「ン。クロ……やっと、ついた。〝本拠地〟──クロとノノの、愛の巣」

「お、ご苦労さん、ノノ。快適だったぞ、さすが俺のカワイイ奴隷ちゃんだ、ふははー」

「むふん。もっと褒ほめて、褒めて♪　むふふんー」

　さりげなく〝本拠地＝愛の巣〟にしていた事は、まあお茶目としてスルーし、ノノの頭を撫なでてあげると、嬉しそうに目を細めていた。

　そしてクロノスは〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟達と共に、地に降り立つ。

　ついに到とう着ちやくした目的地──《神国》の城じよう壁へきも比ひ較かくにならないほど高くそびえる壁かべは、全ての罪悪を閉じ込めるかのように、遥はるか彼方かなたの昔から存在し続けていた。

　その入り口の堅けん牢ろうたる門には、冠かんむりを被かぶった悪あく魔まの王を象かたどったレリーフが〝いかにも〟といった雰囲気で、禍まが々まがしく飾かざり付けられている。

　この物々しさに恐怖心を煽あおられたのか、クロノスの背にピタリとついて離はなれなかったリアラが、つい、と涙なみだ目めで裾すそを摑つかんでくる。カワイイ（カワイイ）。

　クロノスは怯える《姫奴隷》ちゃんを案じ、ふっ、と力強く笑いかけた。

「安心しろ、リアラ。この先、たとえ何があろうと、どんな恐ろしいコトが起ころうと、俺がおまえを守ってやる。俺を信じろ──リアラ」

「！　く、クロノス……っ、はいっ」

　見つめ合って数秒、陽だまりのような微笑ほほえみを返してきたリアラが、力強く頷く。

　覚かく悟ごは決まったようだ──ならば後は、進むだけ。

　ノノが何やら合図を送ると、見た目通り重々しい門が、地を削けずりつつ開かれてゆく。

　ついに開け放たれた、《女神にさえ見放された地》と揶や揄ゆされる、忌いむべき不浄の地。

　そこに広がっていたのは、そう、まさに──まさに、神をも恐れぬ光景──！




「──うっふん♪　奴隷商クロノス様の〝奴隷ハーレム♡〟に、ようこそおーっ♡」

「きゃーっ！　クロノス親分、おかえりなさいませえーっ♡」




　──出で迎むかえてくれたのは、露出度の高い踊おどり子のような衣装を纏まとった、美女の群れ。

　艶つやを帯びた大だい歓かん迎げいに出迎えられ、クロノスの後ろで震えていたリアラは。

「………えっ？」

　ぽかん、と口を開き、呆ほうけて無防備な状態に陥おちいっていた。

　彼女を守ると、そう約束したクロノスは、果か敢かんにも前方へと躍り出て──！

「おうおう、おまえ達のご主人様の御お帰りだぞォ！　イイ子にしてたかぁ？　悪さしてたら、お仕置き調教だぞお!?」

「きゃーっお仕置きされたぁーい♡」

「しちゃおっかなぁ～、ワ・ル・イ・コ・ト♪　あっ、そこに何か、呆けてる初心うぶそーな子いるぅ～。どおしよっ、かっ、なぁ～？」

　何だか逆効果だった気はするが、彼女達もクロノスの奴隷、冗じよう談だんくらい判別できる。

　さて、門の先に広がっていたのは、〝七つの国〟のどこよりも絢けん爛らん豪ごう華かな街並みと、不浄と無法とはかけ離れた穏おだやかな風情。道行く女達は、誰もが幸せそうに笑っていた。

　ここは、心ある者ならば誰一人として寄りつかぬ、《女神にさえ見放された地》──そう認知されているのは間ま違ちがいないし、かつては確かに、その通りだった。

　しかし今は、クロノスの手によって、完全に生まれ変わっている。

「むふふ、驚おどろいたか？　ここが《女神にさえ見放された地》にして、俺様とカワイイ奴隷ちゃん達の本拠地よ。その名も──！」

「えっ。……えっ？」

　呆け続けるリアラへ、クロノスは改めて、この地の〝真の名〟を高らかに叫さけぶ──！




「《奴隷王国クロノス》に──ようこそ、《姫奴隷》リアラよ──！」




　アテナとノノを伴ともなって、華はなやかな街並みを背に、どどーんっ、と手を広げるクロノス。

　一方、リアラはというと、あんぐりと口を開けたままで。

「………………」

　目を丸くしたまま沈ちん黙もくし、じっ、とクロノスを見つめてきていた。

　暫しばらくして、放心していた彼女が、ようやく発してきた一声は。




「えっ」




　どうも、まだまだ困こん惑わくが抜ぬけきっていないようだ。








《第一章》クロノスの奴隷ハーレム王国、って……な、何なのですかあっ!?









《奴隷王国クロノス》──クロノスの本拠地たるこの場に足を踏み入れた直後、アテナとノノは色々と用事や仕事があったため、今は一時的に別れている。

　ちなみに最初から別行動だったルーアは、事前に本拠地に戻もどり、帰き還かんの手て筈はずを整えていてくれていた。《神国》でもそうだったが、ルーアは本当に気が回る娘むすめである。

　つまり今現在、リアラと二人きりで、昼間の賑にぎやかな街を歩いているのだが──なぜか彼女は、怒おこっているようで。

「もうっ、もうもうもうっ……！　クロノスは、意地悪ですっ！　危険なんて無いと、教えてくれてもいいのにっ。守ってやるなんてウソをついてまで、私を怖がらせて楽しんでいたのですねっ！　もおーっ！」

　どうやら不満いっぱいのご様子、だがクロノスにも、少しばかり反論があった。

「むっ。おいおいリアラ、それは違ちがうぞ。怖がっているおまえが可愛らしくて、ついつい何も教えず門を開いたコトに関しては、弁解の余地もないが」

「何も違わないですね!?　こ、この鬼き畜ちくっ、奴隷商ーっ！」

「奴隷商だけども。でもな、リアラ──ようく聞け」

「うう～……っう？　……きゃっ!?　く、クロノスっ……？」

　呼び止めたリアラの顎あご先を、クイッと指先で軽く持ち上げ、真っ直ぐに見つめ合う。

　戸と惑まどい、顔を真っ赤にする彼女に、クロノスは真しん剣けんな声色で言い切った。

「おまえを守ってやると、そう言ったコトに、ウソなど微み塵じんもない。《神国》にいた頃ころも、何度も言ったろう──俺を信じろ、リアラ」

「！　あ、ぁ……クロノス、ぅ………っ♡」

　ほんの一いつ瞬しゆんリアラの目が、とろん、と蕩とろけたのを、クロノスは見み逃のがさなかった。

　このまま更さらに迫せまるのにやぶさかではなかったのだが、残念ながらリアラは気き恥はずかしそうに、目と話を逸そらそうとしてくる。

「と、ところで！　その、びっくりしました。《女神にさえ見放された地》と知られる、この場所が……こんなにも栄えているなんて。伝聞が、間違いだったのでしょうか？」

　逸れた先の話ではあるが、気になるのも本当らしく、街並みを興きよう味み津しん々しんに眺めている。

　いや、《神国のお姫様》たるリアラが興味を惹ひかれるのも、当然かもしれない。《神国アリエス》は確かに優美だが、清廉を尊ぶだけあり、どこか地味なのは否めなかった。

　それに比べれば、元は不浄の地だったとは思えないほど栄え、絢けん爛らんに華やいだ街並み。けれど、《女神にさえ見放された地》が、なぜこんなにも発展しているのか。

　そんなリアラの疑問に答えるべく、クロノスは真しん摯しに事実を話す事にした。

「いや、別に間違いではないぞ。実際、数年前までは目も当てられんほど、荒れ果てていたからなぁ。それが今のようになったのは、五年前に俺が《奴ど隷れい商》になってからだ」

「そ、そうなのですか？　《奴隷王国クロノス》……なんてとんでもない名前ですが、つまりクロノスの手しゆ腕わんによるもの、なのですね。〝奴隷ハーレム王国〟なんて言うだけあって、見かけるのは女性ばかりですし」

　それも当然の疑問だが、隠かくす話でもないし、クロノスは男の奴隷がいない理由について、簡潔に説明してあげる事にした。

「うむ。というか俺は、男の奴隷なんざ手元に置かんと、原則的に決めているからな。『女の子は幸せな奴隷ちゃんにするため、俺様の手元に』『クソ男奴隷は、さっさと売り切り』と。売り切りってのは、つまり所有権を買い手に完全譲じよう渡とする、ってコトな」

「なる、ほど。……その理由は、反乱の可能性も考こう慮りよに入れて、ですか？」

「おっ、さすが《お姫ひめ様さま》、少し前に修しゆ羅ら場ばを抜けただけあって、鋭するどいな。まあ何せ《女神にさえ見放された地》だけあってなあ。流れてくる男は、大体ゴミな悪人ばっかだし、ケツ蹴けり上げて叩たたき売るのが一番なんだよ。まあそうでなくても、俺は俺以外の男なんざ、ムダ毛の先っちょほども信用しないワケだが」

　それに、と補足のために、クロノスは言葉を続けた。

「女の子の反乱にしても、フィオナのようなケースは稀まれだし、彼女なりに考えあってのコトだった。何より、やましいコトを考えても──それこそフィオナのように〝調教〟してやるしなあ！　その効果はリアラも、よ～く分かっているだろう？　ふははー！」

「こんな往来で、人聞きの悪い事を言わないでくれますー!?　……で、でも実際、女性だけで力仕事は、大変そうですけれど……一体どうやって、こんなにも発展を？」

「んん？　おいおいリアラ、俺を誰だれだと思っている。俺にしか出来ない方法が、あるだろう？　そう──コイツを使ったのさ」

「こ、コイツ？　って……きゃ、きゃあっ!?」

　喋しやべりながら、クロノスがおもむろに取り出したのは──ディルド。

　奴隷ちゃんの基本装備だ、もう見慣れているだろうに（偏へん見けん）。

　しかしいまだに初心な反応を見せるリアラが、顔を真っ赤にしながら窘たしなめてきた。

「だ、ダメですよクロノス！　こんな街中で、なんてものを出しているのです、もうっ！　そ、それに、ぅ、ぉ……おディルドは、街の発展とは関係ないでしょうー!?」

「いやいや、関係あるぞ。まあディルドというより《奴隷聖具》だがな。それに恥はずかしがっているのは、リアラだけだぞ。ほれ、見てみろ──そうだな、あそこの畑がイイ」

「は、畑ですか？　ええと、〝実りなき地〟とは思えないほど、立派ですね。けれど、それがどうしたので……ぶっ!?」

　クロノスが指差した先には、畑仕事に興じる健康的な女性達の姿が。けれどリアラも気付いたのだろう、彼女達が鍬くわの先に付け、振ふっているのは──そう、おディルドです。

　思わず噴ふき出していたリアラが、ぷるぷると震ふるえつつ、クロノスに詰つめ寄って来た。

「なっなな、何をやって……いえ、何をやらせているのですかあっ!?　普ふ通つうに鍬で耕せば良いではないですかっ!?　女性達が大地へおディルドを盛んに突つき立てる、とんでもない絵面になっちゃっていますよ!?」

「言語化すると、更にヒデェ聞こえ方になるな。だが、意味なくやっているワケではないぞ。《奴隷聖具》たるディルドの振しん動どう力なら、固い地じ盤ばんを均ならし、岩がん盤ばんを砕くだくのも容易たやすい。すると、あの通りだ。女性の細ほそ腕うででも、荒あれた大地を容易に耕せているだろう？」

「あっ。な、なるほど……いえ、でもですねっ、その、気持ちの問題、というかっ」

「使っているのは、ディルドだけではないぞ。以前も使ったローション、覚えているか？　細かいコトは俺にも良く分からんが、アレを薄うすめて肥料代わりにして撒まくと、実りなき大地が性質を変え、作物が実をつけるようになるのだ。ホワイトスライムから抽ちゆう出しゆつした美容成分、ってのがミソらしくてな。確か、弱酸性、ってのが丁度イイんだっけか」

「美容成分すごいっ。……で、ではなくっ。あの、少しは私の話をですねっ」

　清せい廉れんな《お姫様》といえど、美容の話でちょっぴりテンションが上がってしまう辺り、カワイイ女の子である。

　さて、そんなリアラの驚き顔を見るのも男の本ほん懐かい、とクロノスは説明を強行した。

「丁てい寧ねいに手ほどきするほど、相応に応えてくれる。大地もまた、カワイイ女の子と同じよ。大地を巨きよ大だいな女体に見立て、存分に〝調教〟する。そう、これこそが──！」

「ちょっ、待ってくださいクロノス、待って。同じなのですよ、《奴隷王国クロノス》とか聞かされた時と同じ、不安な流れ！　せ、せめて心の準備をですね!?」

　リアラは制止してくるが、クロノスは上がったテンションそのままに、自じ慢まんの仕組みをドヤ顔で言い放つ──！




「《奴隷王国クロノス》の食農を支える──〝性具農業〟！　俺様のカワイイ奴隷ちゃん達が毎日お腹いっぱい食べられる、ある意味、幸せ家族計画よ──！」

「やっぱりロクなお話じゃなかったですー!?　せめて名前を……もうちょっとー!?」




　どうやらリアラは、ド直球な名めい称しようが気に入らないらしい。分かりやすいと思うんだけどなあ、とクロノスが一つの店先に並べられている、野菜に添そえられた看板を指差す。

「そうは言うがなあ、事実、この方法が一番イイんだよ。大地を女体に見立てる、と言ったが、そこはさすがの女性陣じん。そこの看板にもある通り、見事なプロフェッショナル精神で、最高の作物を育んでくれているぞ」

『奴隷ちゃんたちが、やらしい気持ちで育てました♡』

「そんな気持ちで育てられたお野菜、食べづらいのですけれどーっ!?」

　まあそこは、リアラの言い分も、ちょっぴり理解できる。

　それに、とクロノスは一つ、説明を付け加える事にした。

「とはいえ、問題点が無いワケでもない。リアラやルーア、アテナやノノ達とは違って、〝紋もん〟の無い奴隷ちゃんは《奴隷聖具》の力を、十分の一ほども引き出せないからな。まあそれでも、〝性具農業〟に使うくらいなら、充じゆう分ぶんなんだが」

「えっ……この〝紋〟、ですか？　これって、そんなにも特別なものなのですか？」

　自分の胸元の〝紋〟に手を添え、首を傾かしげる姿は、ちょっぴり色っぽい。

　クロノスが『その乳、今すぐ揉もみしだきてぇなぁ』と、ほんのちょっぴりやましい事を考えていると、不意に街中の工こう房ぼうから大声で呼びかけられる。

「おーいっ！　クロノス親分、帰ってたのかい！　ま～たカワイイ子ぉ連れ帰ってきて、精が出るねぇ、色んな意味で！」

「おー？　おうおう、帰ったぞー。棟とう梁りようちゃんこそ、いつも元気だなぁ」

　クロノスが棟梁と呼んだ人物は、女性ながらやや筋肉質で、日に焼けた肌はだが活発な印象を強める豪ごう快かいな女性だった。

　その豪快さにリアラは面食らっているようだが、彼女らしく丁寧に挨あい拶さつしている。

「は、はじめまして。私、リアラと申します。棟梁さん、という事は……何かを作っている、職人さんなのですね。その、よろしくお願いしま──」

「あっはは、アタイみたいなのに、そんなかしこまんなって！　礼れい儀ぎ正しい子だねぇ、アテナ様と同じタイプだなっ。おーし、お近づきの印に、出来立てのヤツあげるよ！」

「えっ、えっ？　い、いえそんな、悪いです！　頂くなんて、出来ません──えっ」

　棟梁の勢いに、しどろもどろになりつつ、遠えん慮りよしようとするリアラだが──沈ちん黙もくしてしまう。差し出された〝出来立て〟の物、それは。

「はい、ディルド」

「いえそんな、悪いです。頂くなんて出来ません。頂けません、頂きません」

　遠慮の言葉自体はほぼ同じなのに、鋼はがねの意思を感じるのは、気のせいだろうか。

　それはそうと、受け取り拒きよ否ひの意を示したリアラが、今度は怒いかり顔を見せてきた。

「もう、もうっ……クロノス!?　よりにもよって女性に、何て物を作らせているのです!?　いくら何でも、非道が過ぎますよっ!?」

　そんな事を言われてもなあ、とクロノスは困り顔をしつつ、リアラの𠮟しつ責せきを甘んじて受ける。正直、あまり威い圧あつ感かんもないし、逆にご褒ほう美びでしかない。

　むしろ、ここで反論したのは、庇かばわれているはずの棟梁だった。

「あっはっは、クロノス親分以外に女扱あつかいされんのは、新しん鮮せんだねェ。でもさ、心配いらないよ。なんたってアタイは──好きでやってんだからねェ！　そう！　親分のアレを模した、このディルドを、ぶふっ、好きで作ってんのさァ！　ぶわっはっは！」

「何笑っているのですかぁ！　いい加減、私も怒おこりますよ!?」

「夢中で徹てつ夜やすることもあるからねェ。疑似チ○コ職人の夜は遅おそい、ってか。ガハハ」

「うううるせーですよっ!?　だから、女性が！　チ、ンンッ……そっ、そういう事を大声で、言わないのっ！　めっ！　ですっ！」

　珍めずらしく語気が荒あらくなるほど、興奮しているリアラが、窘めるために詰め寄って行く。

　しかしその事で、棟梁は何かに気付いたらしく、はっ、と顔色を変えた。

「え……あっ!?　アンタ、その胸……〝紋〟付き!?　じゃあリアラちゃんは……いやっ、リアラ様は、まさかっ!?　す、すみません、アタイなんかがエラそーな口利いてっ！」

「へ？　様、って……あっ、そういえばさっき、アテナさんの事も……」

　急にかしこまられて、これはこれで、リアラは困っているらしい。

《お姫様》として畏おそれ敬われるのは慣れているだろうに、こういう所が、リアラは尊いのだ。うんうん、とクロノスが勝手に和んでいる間に、棟梁がリアラに説明してくれる。

「ウス！　アタイが知る限りでも、ノノ様、アテナ様、ルーア様……〝紋〟付きの方ってのは、クロノス親分の奴隷の中でも特別ってのは、ここの常識ッスよ！　アタイらから見れば、〝上位〟の奴隷ちゃん、って感じッス！」

〝上位〟──それこそ《神国》でも最上位の存在だったリアラだが、慎つつしみ深い彼女の事、棟梁の言葉を即そく座ざに否定しようとする。……が、しかし。

「そんな……私はそんなつもりなんて、ありませんっ。私は──」

「まあ何せ〝紋〟付きの子って……特別な〝調教〟受けてるんでしょ～？　このディルドにせよ、色んな《奴隷聖具》とかガンガン試されてるっていうし……いやもう、尊敬するッスわ。いよっ、〝上位〟のドスケベっ！　清純そうに見えて、ド淫いん乱らんッスねっ！」

「そんなっ！　私はそんなつもりなんてっ！　あ・り・ま・せ・んっっっ!!」

　同じ言葉なのに、やはり後のほうは、随ずい分ぶんと強めの意思を感じるのだった。

　リアラは憤ふん懣まんやるかたないようだが、棟梁は雰ふん囲い気きそのままの豪快さでスルーし、今度はクロノスに声をかけてきた。

「おおっと、ゴメンよ親分！　工房に寄ったってことは、〝いつもの〟だよねェ？　今回のもイイ出来だからさ、ヘヘッ、アテナ様達にもよろしくね！」

「おっ、そりゃイイ。いつも助かっているぞ、ありがとな、棟梁ちゃん。ふははー」

　クロノスが礼を述べると、棟梁は快活な笑みを返してきて、〝いつもの〟が詰め込まれた持ち手のある麻あさ袋ぶくろを手て渡わたしてくれた。

　そのまま軽く手を振った棟梁は、工房の中へ帰って行く──が、扉とびらを開いた時、生産されている性具がチラりと見えたようで、リアラが声を漏もらした。

「ぇ……きゃっ!?　あれ、《神国》では使いませんでしたが、確かローター、とかいう……ぅ。い、色とか、色々……あ、あるん、ですね。は、はゎ……」

　赤らんだ頰ほおに両手を添え、呆ほうけてしまったリアラに、クロノスは語りかけてみる。

「どうしたリアラ、何かを随分と気にしているようだなあ。もし何か興味があるのなら、教えてやってもイイぞう？」

「へ。……は、はいっ!?　い、いいえ、いいえっ！　なーんにも、気にしていませんっ！　クロノスの気のせいですからっ。おおお、お構いなくっ！」

「ふむ、そっか。気のせいなら、まあいいか」

「ふう……」

　一安心、と溜ため息を吐つくリアラに、クロノスは更さらに言葉を投げかける。

「それじゃ追々、ローターを始め、色んな《奴ど隷れい聖具》でリアラを優し～く〝調教〟してやろー。これは俺が率先してやりたいだけですから、お構いなく。ふははは」

「あーもーっ！　もおおおっ！　全て分かった上で、からかっているでしょうー!?　クロノスの意地悪奴隷商ーっ！」

「意地悪じゃない奴隷商、えらく限られてくると思うけどな。だが、からかっているだけでもないぞ。〝調教〟はマジだし。絶対にやるし。やりまくるし」

「……そこはむしろ、冗じよう談だんであって欲しかったのですけれど～……うう、もういいです。それよりも、ですね」

　頭を抱かかえる勢いのリアラだったが、こういう起き伏ふくにも少しは慣れてきたのか、早々に気を取り直したようだ。

　もはやただの世間知らずな《お姫ひめ様さま》ではない、そんなリアラが率直に尋たずねてくる。

「棟梁さんは〝いつもの〟と言っていましたが……一体、何の事なのです？　お話の流れからすると、アテナさん達に関係がありそうですけれど……？」

「おっ、さすが鋭するどいな。うむ、実はアテナやノノは、この〝本ほん拠きよ地ち〟の中で趣しゆ味みのお店を開いていてなあ。そこで使う物を届けてやるのさ」

「……えっ!?　趣味のお店、って……アテナさんやノノさんが、自分で、ですかっ!?」

　よほど意外だったのか、驚おどろきを隠かくせないリアラだが、その目は爛らん々らんと輝かがやいていた。

「きゃあっ、きゃあっ……それって、何だかすごいですっ！　どんなお店なんですかっ？　わあっ……見に行きたいですっ！」

「おお？　何やら随分とテンション高いなあ。そんなに気になるのか？」

「当然ですっ。私、皆みなさんの事をもっと良く知り、仲良くなりたいのですっ……趣味のお店なんて、興きよう味み津しん々しんですよっ！　ほらほらっ、早く行きましょう、クロノスっ♪」

「おー。まあリアラが楽しそうなら、何よりだ。カワイイしな。わっはっは」

　興奮気味のリアラに急かされ、クロノスは軽快に笑いながら、まずはアテナがいるお店へと向かうのだった。




　　　　■■■




《女神にさえ見放された地》とは到とう底てい思えない華はなやかな街並みに、相も変わらず新鮮な驚きを見せるリアラを伴ともない、歩き続けて十数分。

　活気ある街を抜ぬけ、閑かん散さんとした立地。そこに、小ぢんまりとした一いつ軒けん家やが建っていた。

　ここが、アテナが趣味で開いているお店だ。何のお店なのかは──外に立っている時点で既すでに漂ただよってきている、食しよく欲よくをかき立てる香かおりから、容易に想像できる。

　リアラも答えは出ているのだろう、声色を弾はずませたままで推測してきた。

「あっ、もしかして……アテナさんのお店は、食堂ですか？　そうなのですねっ？」

「おっ、ご名答だぞ、リアラ。その通りだ」

「やっぱりっ。お料理、お好きなのですねっ……早く入りましょう、クロノスっ♪」

　ウキウキとしながら促うながしてくるリアラに、クロノスは扉を押して応える。

　からん、からん、と来客を告げる鈴すずの音が開くと、同時に。

「あ……クロノス様、お待ちしてました……♪　リアラちゃんも、いらっしゃい……♪」

　喜色を交えた美声は麗うるわしいが、その艶つやを更に引き立たせるのは、アテナの服装。

　一言で言えば、今のアテナは、メイドさん──メイドさんである。リアラ顔負けのフリル付ミニスカートを翻ひるがえし、長身ならではの麗しい長足を、惜おしげもなく披ひ露ろうしていた。

　そんなアテナの姿を見て、同じくメイド服姿のリアラが、駆かけ寄って行く。

「わあっ、アテナさん、お似合いですっ、すっごくお可愛いらしいですっ！」

「きゃっ……リアラちゃん、ふふ、ありがとう……♪　リアラちゃんの分も、お料理、作ってるから……たくさん、食べていって、ね……？」

「本当ですかっ？　楽しみですっ。ありがとうございます、アテナさんっ♪」

〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん・メイドさんＶｅｒ〟が、二人並んでキャッキャッとじゃれあっている。この光景に、主クロノス、ご満まん悦えつ。ご満悦である。

　だが、満足するのは目だけではない。メイド服のアテナが、あらかじめ準備していた料理を、手際よく運び始めてくれている。

　その豪ごう華かさ、芳かぐわしい香りは、《お姫様》たるリアラでさえ思わず感かん嘆たんするほどだ。

「きゃっ……す、すごいっ。すごくおいしそうですよ、クロノスっ！」

「おー、だろ？　アテナは料理好きだし、世話好きな性質もあってか、どんどん腕うでを上げているからなあ。今じゃ立派な、料理の達人だよ、ふはは」

　主として誇ほこらしく、ついついクロノスが胸を張っていると、アテナも声をかけてきた。

「《神国》では、忙いそがしくて……お料理する暇ひま、ありませんでしたから……今日はその分、たくさん……作っちゃいます……♪」

　こうしてお店まで構えるほどだ、料理自体が好きなのだろう、本当に嬉うれしそうだ。

　実際、テーブルに並べられた料理は、どれも一目で絶品とわかる。山羊やぎ肉の香こう草そう焼きは香り高く、スープ一つをとっても繊せん細さいな味付けを施ほどこしているはずだ。ソーセージなどは、アテナが自ら材料を調整したお手製である事を、クロノスは知っている。

　リアラにも気を遣つかっているのだろう、綺き麗れいに切ったフルーツを、皿に盛り合わせていた……が、ほんの少し、ほんの少しだけ、リアラは。

「あっ、おいしそ……うっ。………」

「ん？　リアラ、どうかしたか？　何か気になるコトでも？」

「……あっ、い、いえ、何でもないですっ。く、果物も本当においしそうですねっ」

　誤ご魔ま化かしているが、リアラは明らかに、何かを気にしている。

　とはいえ、彼女にも色々とあるのだろう。それをあえて突つくほど無ぶ粋すいではないクロノスは、ふっ、と微笑ほほえんでから、一言だけ呟つぶやく事にした。

「『奴隷ちゃんたちが、やらしい気持ちで育てました♡』」

「それを気にしないようにしていたのに、何で言っちゃいますかねえ!?　もおおお！」

「ふはは、やっぱりか。で、どうする？　せっかくアテナが出してくれたものだが、食べるのは止めておくか？」

「っ、た、食べますよ、喜んでっ！　も、もぐぅ……っ。う、ううっ……おいしいじゃないですかっ、んもぉーっ！」

　何だか変な感極まり方だが、リアラも思春期だしなぁ、とクロノスは軽くスルー。

　さて、そんな妙みような食事法に勤いそしんでいたリアラが、また何かを気にし始める。

「うう、本当においしいですけれど……あら？　そういえば、他のお客さんがいませんね？　こんなにおいしいのに、どうして……？」

　アテナの料理は、真に絶品だ。リアラの言う通り、大繁はん盛じようして然しかるべきである。

　リアラの疑問に、アテナはこの店が抱える悩なやましき問題点を、暗い表情で語った。

「そんな……他人にお料理なんて、とても……恥はずかしくて、出せないです……」

「なぜお店を開いているのです？」

　リアラが重ねる疑問は、とっても正論である。

　だが、律りち儀ぎに口にするアテナの答えは、クロノス的には可愛くて仕方ないものだった。

「えと、おままごとみたいで恥ずかしい、けど……他の人には、無理でも……クロノス様には、お料理、つくって……お店みたいに、ご奉ほう仕し、してみたくて……え、えへへ♡」

「チックショーカワイイ！　ヤッタゼ俺ェー!!」

「きゃあビックリしたあ！　何なんですかクロノス、急に大声だして！」

　怒おこってくるリアラだが、こほん、と咳せき払ばらいして、アテナと話を続けていた。

「と、というか、おままごとなんかじゃありませんよ。こんなにおいしく作れるなんて、本当にすごいですし……どうやって作っているのか、是ぜ非ひともご教授願いたいですっ」

「う、うんっ。わたしでよければ、もちろん……あ、作ると言えば、クロノス様……？」

　思い出したように問いかけてくるアテナに、わかっているさ、とクロノスは頷うなずき返す。

　工こう房ぼうで受け取った麻袋の中から、アテナへの配達物を取り出した。

〝なんでしょう？〟と横から覗のぞきこんできたリアラが、「んなっ」とフリーズしたが、それは軽くスルーし、クロノスはアテナのお手々へと丁てい寧ねいにブツを手渡す。




「はいよ、コンドーム★」

「わあ……ありがとうございます、助かります……♡」




　アテナの快い反応から、これが誤配でない事は明確だ。

　だが、どうも納得できないらしいリアラは、なぜだか精……制止してくる。

「待ってください、色々と。色々と待ってください。そもそも一体それで、どうやって？　……えっ、待ってくださ、えっ……まさか、このお料理とかも!?」

「ふえ……？　う、うん……野菜とか、液に浸ひたして漬つけるの。便利だから……あと、これ……ソーセージの形、整えたり……こう、こねこねっ、ってして……」

「いやー!?　野菜はともかく、ソーセージって……ソーセージってぇー！　何だかもう、別のモノに見えてきちゃうじゃないですかぁ、いーやぁーっ!?」

　煩はん悶もんしまくりのリアラだが、クロノスはといえば、微び妙みように変な所で感心していた。

「はっはっは、出会ったばかりの時なら〝別のモノ〟なんて思いもしなかっただろうに、随ずい分ぶんと成長したなあ、リアラ。その成長性（と乳）には目を見張るモノがあるな」

「ええ誰だれかさんのおかげでっ！　クロノスが私を染めているのでしょうーっ!?」

「何かその言い方、そそるな。この天然スケベ美少女め」

「べ、別に美少女じゃ……いえ褒ほめられてませんねえコレ！　ああもう、というかクロノス、全然食べてないではないですか！　さてはクロノスこそ、抵てい抗こうあるんでしょう!?」

「ん？　いや、そういうワケじゃないぞ。俺は今からが本番だから。なあ、アテナ？」

　声をかけつつアテナの方へ視線を向けると、ぽっ、と彼女は頰ほおを赤らめた。

　その反応にリアラは首を傾かしげているが、アテナはゆったりとした動作で、クロノスのすぐ真横の椅い子すに腰こしかけて──




「クロノス様ぁ……は、はいっ……あーん、です……♡」

「むふふ、苦しゅうないぞー。あーん」

「──っ!?　なな、なっ……なに、何をしているのですっ!?」




　リアラは何をと問うてくるが、美少女奴ど隷れいアテナちゃんからの『はい、あーん♡』としか、言いようがない。

　クロノス的には「これはとても良いものです」というのが素直な感想だが、アテナに関しては──恍こう惚こつ、恍惚である。瞳ひとみの中に、ハートマークが浮うかんでいる気さえした。

　そう、これはクロノスが奴隷ちゃんたるアテナに強要している事ではない。むしろアテナが、やらせて欲しいと、そのためにお店を開いたのだと、そう言ってきたのだ。

　現にアテナは、世話好きや母性的を通り越こし、快感を貪むさぼる女の表情になっている。

「うふ、ふっ……わたし、やっぱり、こういうの好きです……♡　クロノス様、わたし、なんでもしちゃいますから……いっぱい、させてください、ねぇ……♡」

　食べさせられる行こう為いは続けたまま、蕩とろけるような甘い声を耳に沁しみ込まされる。

〝甘やかしモード〟に入ったアテナは、もはや最強。クロノスの力量を以もつてしても、敵かなわない。まあそもそも、抵抗の必要があるかは疑問だが。

　しかしここで、意外な反応を見せたのは。

「む、む。……むぅ～～～……」

　なぜか、ぷくっ、と頰を膨ふくらませるリアラ。じとっ、とした目で見つめてきているし、どうしたのだろう──とクロノスが思っていた、その直後。




「く、クロノスっ！　は、は………はい、あ～ん、ですっ♡」




　なんと、なんとリアラが、自主的に、この甘々ご奉仕に乗り出してきた──！

　いや、成長著しいリアラの事だ。このくらいの奇き襲しゆうは仕し掛かけてきて、然るべきかもしれない。だが、割って入られる形になってしまった、アテナはどう思うだろうか。

　少しの危き惧ぐがよぎったクロノスだが、それは杞き憂ゆうだったと、アテナの対応でわかる。

「きゃ……ふふ、リアラちゃんも、したいの……？　ん、いいよ……二人で、クロノス様に……シよ……♡」

「！　はいっ……アテナさんと一いつ緒しよなら、心強いですっ。シましょう、シましょう♪」

　何だか妙な意味に聞こえてくるが、あくまでも「はい、あーん♡」の話である。

　まあ元々、仲も相性も良かった二人だ。喧けん嘩かになど、ならないらしい。〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟の美しい友情に、クロノスも思わず心が温まる、が。

「ふっ、素晴らしいぞ二人と──もがっ。ん、ウマい。まあアレだ、仲良きコトは美しきかなとでも言うもがっ。もぐもぐ、うん、おまえ達のようなコトをんぐっぐ。んんっ、いやウマいんだけどね？　ちょっとペースもっもがっがんもっご」

「はい、あーん♪」「はい……あーん……♡」「はーいあーん♪」「はーん……♡（？）」

　まさかの窮きゆう地ち。攻せめ手が二人になった事で、ひっきりなしに口に詰つめ込まれていく。もはや喋しやべるどころか、息つぐ暇もなくなっていた。

　先に述べておく、これは冗じよう談だんではない、冗談ではなく──命の危機かもしれない。

（フッ、美少女達のラブコメアタックで死ねるなら本望だが、それではこの二人を悲しませてしまうだろう。そんなコトは、俺の本意ではない。ここは一つ、俺の機転で切り抜ぬけるとするか！　いやビビってねーし、別にビビってるワケじゃねーし。マジだし）

　リアラとアテナの攻こう勢せいは、確かな脅きよう威い。しかも無我夢中のトランス状態で、ほとんど聞く耳も持たず、美少女ご奉仕マシーンと化している。

　普ふ通つうなら、抗あらがう術すべはないが──しかしクロノスは、ただの奴隷商ではない。

　今まさにクロノスは、最強奴隷商の貫かん禄ろくを見せつけるため、反はん撃げきに転じる──！

「もっ、もぐっ──んごっくんっ！　よしちょっと待った二人ともォ！　二人のご奉仕、極上の心地だったぞ、うん！　だが俺からも二人にお返しせねば気が済まん、待って！　だから待って！　そう、とっておきの──キモチイイのをやるから、な？」

「「！　……キモチ、イイ……？」」

　実は止まる気配がなかった二人だが、クロノスの放った餌えさに何とか釣つられてくれた。

　トランス状態は理性がぶっとびかけてはいるが、欲よく望ぼうに忠実な面も強くなるため、こうなる事はクロノスの計算通りだ。あー、危なかった。

　さてそれはともかく、クロノスの策とは──何もこの場凌しのぎではない。先ほどまでの危機を〝調教〟へと転じるべく、ニヤリと笑みを浮かべながら言葉を続けた。

「尽つくしてくれる二人の気持ちは嬉しい、が、俺はおまえ達にも、喜んでほしいのだ。だからこそ、二人で仲良く──さあ、コレを食べてくれ！」

　クロノスが手に取ったのは、テーブルの上の料理の一つ、その中でも特に立派な。




　威い風ふう堂どう々どうと鎮ちん座ざする、極太のソーセージ──繰くり返す、ソーセージだ──！




　すっ、とクロノスが椅子を引いた事で、リアラとアテナは目の前に跪ひざまずいてくるような体勢になった。偶ぐう然ぜんである。そんな二人へと差し出すために、ソーセージは玉玉……いや、偶たま々たま、クロノスの股また辺りに位置する事になった。偶然である。

[image: ]

　リアラと、そして特にアテナは、クロノスの心配りに感激しているのか、目には艶つやっぽい輝かがやきが滲にじんでいた。お腹でも減っていたのかな。

　クロノスの膝ひざ元もとで跪いていたリアラとアテナが、両側から足にしなだれかかって来つつ、しっとりと濡ぬれた唇くちびるを、同時にソーセージへと近づけてきた。

「きゃん……クロノス様の（持っている）ソーセージ……おっきい、です……♡」

「お、お礼なら、受け取らないとぉ……失礼、ですよねぇ……？　もぉ、おいしそうで、我が慢まんできません……ぺろっ♡」

「あんっ……リアラちゃん、ずるいよぅ……わたしもぉ……はむ、はむっ……♡」

「あ～っ……アテナさんってば、そんなに（ソーセージを）咥くわえてぇ……もう～、私だって、欲しいんですからねぇ（ソーセージが）……んっ、んっ♡」

　美少女達の小さなお口では、到とう底てい収まりきらないような立派なモノを、時に舐ねぶり、必死で咥え、啄ついばむように軽くはむ。




　大事なことなので、念のため繰り返す──これはソーセージ、ソーセージである──！




〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟の猛もう攻こうを逸そらし、〝調教〟に転じた奴隷商クロノスは、美少女達の艶あで姿すがたを堪たん能のうしつつ、心の中で「ふはは」と高笑いするのだった。




　　　　■■■




　秘め事（ソーセージを食べただけだぞ、ホントだぞ）を終えたクロノスは、顔を真っ赤にして床ゆかに転がるアテナに丁寧に礼を告げ、同じく赤面するリアラを連れて店を出た。

　ちなみに、アテナへと告げた礼の言葉とは。

『アテナ、いつも本当に、ありがとうな。飯はウマかったし──すっげエロかったぞ！　ホント、ソーセージであそこまでエロくなれるとか才能だな！　素晴らしかったぞ！』

　人はこれを、追い討うちと呼ぶのかもしれないけれど。

　ちなみにアテナだけでなく、今は少し後ろを歩いているリアラにも効いていたようで。

「わ、私、私なんで、あんな……《神国》の時といい、おかしいです……私が私じゃなくなっちゃう時があります～っ！　主にクロノスのせいでっ、クロノスのせいで～っ！」

　何だかとても人聞きの悪い事を叫さけばれている。誠に遺い憾かんだ。

　と、そうこうしている内に、次の目的地に着いた事をクロノスは告げてあげた。

「おーい、ドエロい顔で極太ソーセージを夢中で咥えこんでいたリアラちゃーん。ノノの店に着いたぞー？」

「うおお大声で何を言っているのですかぁー！　いい加減、引っ叩ぱたきますよお!?」

「お互たがい様さまだと思うがなぁ。まあそれより、ほれ、入った入った」

「ううう……わ、分かりましたよう……って、きゃっ」

　クロノスが促うながすまま、店内へ足を踏ふみ入れたリアラが、小さく悲鳴を上げた。

　それも、仕方ないかもしれない。アテナの店と同じく小ぢんまりとはしているが、内装は華はなやかというよりも官能的。中央のピンクのベッドが、何やら意味深だ。

　香こうも焚たいているようで、嗅きゆう覚かくまで刺し激げきしてくる。意図的にだろうが、薄うす暗ぐらくしている店の奥から、ノノが音もなく歩み寄ってきた。

「クロ、待ってたっ、いらっしゃい♪　──あとエロ乳ムッツリソーセージ女も、よく来れたもの。ひく。さすがのノノも、ひく」

「聞こえちゃっているじゃないですかあっ!?　クロノスの、ばかあっ！　……って、ノノさん、そ……その恰かつ好こうは？」

　リアラの責め言葉も、ノノの見慣れぬ衣装を前に、止まってしまう。

　ノノが身に纏まとっているのは、医師が着るような女性用の白衣。だがワンピースのスカートは丈たけが極きよく端たんに短いし、何処どこの国でも見た事はない……いや。




　もうハッキリ、《女神》だけが覗のぞける別世界の呼こ称しようを使おう──ナース服である。




「んふー……クロ、どう？　街の服屋さんに、オーダーメイド。帰ったら、できてたみたい。似合う？　似合う？」

　くるくると踊おどるようにして、無む邪じや気きに見せびらかしてくるノノに、クロノスは頷うなずきながら正直な感想を述べる。

「うむ！　純白のナース服がノノの魅み力りよく的な褐かつ色しよく肌はだを、より鮮せん烈れつに引き立てているぞ！　この着こなしが出来るのは、ノノをおいて二人といないな。さすが、俺のノノだ！」

「！　んふ、んふふ……褒ほめられて、嬉うれしい、けど……〝俺のノノ〟、コレが、一番嬉しい……クロ、ありがとっ♡」

　普ふ段だんはクールな装いを崩くずさないノノが、ふにゃふにゃの笑顔である。

　横で見ていたリアラも驚おどろくほどだが、はっ、とノノは表情を引き締しめた。

「さて、っと。お仕事、する。ノノ、プロだから。さあ、任せて、クロ」

　きりっ、と先ほどまでとは別人のように凜り々りしいノノに、リアラが疑問を口にした。

「あ、あのう……ノノさんは、何のお店をやっているのでしょうか？　アテナさんは、食堂（のような何か）でしたけれど……ちょっとここは、分からなくて」

「は？　はあ……リアラ、鈍どん感かん。ノノの恰好、見て、分からない？」

「へ？　えっと、かなり珍めずらしい雰ふん囲い気きですが……は、白衣、でしょうか？」

「そ。ここは──病院。特に検査や、マッサージとか……専門の、ね」

「えっ。……ええっ!?　ノノさん、医い療りよう知識まであるのですか!?　す、すごいです！」

　リアラの素直な称しよう賛さんに、これまた珍しく気を良くしたのか、むんっ、と胸を張ったノノがドヤ顔で説明する。

「ふ、トーゼン。ノノ、人体の急所、延ひいてはツボ、知り尽くしてる。そんなノノの、マッサージ──極上。これ、自画自賛、違ちがう。ただの事実。えっへん」

　更さらに胸を張るノノは、クロノスに言わせれば──カワイイ。とてもカワイイ。

　だが、その自信のほどは紛まぎれもなく事実なのだと、クロノスは知っている。

　リアラにも何となく伝わっているのか、目を輝かせながら声を発していた。

「極上だなんて、本当にすごいですっ……！　あっ、そうですっ。せっかくお店を開いているのですし、クロノスの後にでも、私もマッサージして頂いたり──！」

「は？　クロ以外、するはずない、でしょ。客とか来たって、しないケド？」

「なぜお店を開いているのです？」

　何だかこのやり取り、アテナのお店でも見たような気がする。

　まあノノはミステリアスな女の子なので、仕方ない。さて、そんなノノが改めてクロノスの方を向いてきて、真しん剣けんな表情を作った。

「そもそも今日、帰ってきたばかりの、クロの……大事な検査。どこか調子、おかしくないか。体に異変、ないか。調べるの。これ、大事なコト」

　じっ、と見み据すえてくるノノは、プロと呼ぶに相応ふさわしい眼光を放っていた。

　リアラも察したのか、その細い喉のど頸くびから、ごくり、緊きん張ちようを飲み下す音が聞こえてくる。

　そしてついに、ナース服のノノが動き、クロノスへと言い放ってきたのは。




「さ、クロ──ズボンとパンツ、脱ぬぎ捨てて。さあ、早く。さ、はよ。はよ」

「ちょっと待ちましょうかノノさん。待って。ちょ、ま……全然待たないですね本当！　クロノスのズボンから手を放しなさぁい！」




　リアラの制止など聞かず、ノノは既すでに、クロノスの下半身に手を掛かけていた。早い。

　必死でズボンを引き上げようとするリアラに、引き下げようとしているノノは、何やら説得を試みようとしていた。

「違う。これホント、必要なコト。ディルドとか、あるでしょ。正確なデータ、必要。ウソじゃない、ホント。決してノノ、見たいだけで、なく……見たい……違う。違うし」

「何だか信用ならないのですよ！　いつまでも、ただ流されるだけの世間知らずな《お姫ひめ様さま》だと思われては、困りますからねっ！　んんんーっ！」

　リアラの成長力、本当、侮あなどれないものがある。

　さて、クロノスとしてはノノの検査を甘んじて受けるのに、やぶさかではない。だが、とりあえずの用事として、麻あさ袋ぶくろからノノへの配達物を取り出した。

「おーい、ノノ。仲が良いのは微笑ほほえましいが、ほれ、棟とう梁りようからのお届け物だぞ。今度は、何を作ってもらったんだ？」

「ぬぬぬ……う？　あっ、それ、新しいディルド……はっ」

　ノノが、しまった、と口を押さえ──ない。ズボンからは、頑かたくなに手を放さない。

　意志の強固さは驚きよう愕がくものだが、失言は失言。リアラは聞き逃のがさず、問い詰つめる。

「ノノさん？　ディルド、新しいものが出来ている、というのに……本当に今、必要ですか？　正確なデータとやらが」

「……ひ、必要っ。だって、クロだし……旅の間、また成長してても、おかしくないしっ。リアラだって、気になるでしょっ。ムッツリ、なんだからっ」

「きき気になりませんけどもっ!?　とにかく、ダメですっ！　絶対に必要でもないのに、女の子がそんな、検査だとしてもっ……簡単に見るものじゃ、ありませーんっ！」

「ッ。だ、だって……だってっ……」

　ふるふると、震ふるえるノノが──ちなみにそれでも手は放していないが、とにかく、思い切って叫んだのは。




「ノノ、クロの──見たいのにッ!!」

「やっぱり見たいだけじゃないですかっ!!」




　本当に珍しく、リアラがノノに、勝った瞬しゆん間かんだった。




　　　　■■■




　結局あの後、リアラの監かん視しの下、ノノは普ふ通つうにクロノスの身体検査をした。リアラに対するノノの〝チッ〟という舌打ちは、数十回以上に及およんだという。

　ノノは不満だったようだが──検査の際、クロノスが上半身だけでも脱いで見せると、途と端たんに飛びついてきて、ご満まん悦えつの笑顔を見せてくれた。めでたし、めでたし。




　そうしてノノの店を後にした頃ころには、陽はとっぷりと沈しずんでいた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのリアラを連れてきた最後の場所は、アテナとノノの店からごく近い場所。

「ここが……クロノスのお家、ですか？」

　リアラが呟つぶやく通り、ここがクロノスの住居だ。《神国アリエス》で滞たい在ざいしていたお屋や敷しきと、大体同じくらいの大きさである。

　そんな我が家を眺ながめながら、リアラは少しだけ、緊きん張ちよう感かんの抜ぬけた声を発した。

「何だか、少し……意外です。《奴ど隷れい王国クロノス》なんて聞いたから、てっきりクロノスは、お城みたいな所に住んでいるのかとばかり」

「んー？　リアラはそういうトコの方が、良かったか？」

「あっ、いいえっ。私は……ふふっ、これくらいが、落ち着きますっ♪」

　リアラの笑顔には、何の屈くつ託たくもない。本心からの言葉だろう。

　彼女の率直な感情に触しよく発はつされたのか、クロノスもまた、自然と会話が続いた。

「まあこの〝本ほん拠きよ地ち〟は九く分ぶ九く厘りん、女所帯だしな。男はケツ蹴けり上げて徹てつ底てい的に追い出している分、城なんて作ってしまっては、普通に人手が足りんようになるぞ」

「あ、そうなのですね。……お城の維い持じって、その……そんなに、大変なのですか？」

「おうよ。何せ城なんてのは、住むのに向いているとは言い難いからな。専門家やらメイドちゃんだとかを常時運用して、大勢の人間で管理できるのが前提の場所だよ。リアラも《神国》じゃ、ずっと住んでいたワケだし、分かるかもしれないが」

「は、はい。特にクロノスに助けられて、お屋敷で生活してから、違いを実感しました。私、それまでずっと、お城が住み辛づらい所だと、気付けなかったのですよね……」

　しゅん、とうなだれてしまったリアラに、クロノスはすかさずフォローを入れる。

「まあ気付けないほど、リアラは大切に扱あつかわれていた、ってコトだと思うけどな。理由は《お姫様》ってだけじゃないぞ。リアラの人ひと柄がら、人徳によるモンだろうなあ」

　クロノスの推測はお世辞抜き、だからこそだろうか、リアラは照れ顔を見せてくる。

　と、クロノスは自分の屋敷を眺めながら、しみじみと付け加えた。

「それにまあ、コレも充じゆう分ぶんにデカい屋敷だし──俺の手が充分に行き届く、これくらいが一番落ち着くのさ。ま、住むトコくらいは、思いっきり羽を休めたいからな」

「！　ふふっ……そうですね。クロノスがどんなにすごい鳥さんだとしても……私を助けてくれた時のように、いつも飛びっぱなしでは、疲つかれてしまいますよねっ♪」

「！　フハッ、まあそういうコトだ！　いずれまた、カワイイ女の子を助けるため──力を蓄たくわえる必要があるからな！　わっはっは！」

　どうもリアラはクロノスの事を、思った以上に理解してくれているのかもしれない。

　それが何となく気き恥はずかしく、けれど嬉しくもあり、クロノスは鼻の頭を指先で擦こすりながら、屋敷の扉とびらを開けようとした。

「さて、門口で長々と喋しやべりすぎたな。もったいぶってしまったようだが──羽を休めるべき我が家へと、招待しよう。さあどうぞ、《お姫様》」

「あっ……は、はいっ、招待されちゃいますっ♪　失礼しま──」

　クロノスが扉を開いてやり、リアラが足を踏ふみ入れた──その瞬間。

「ぜえ、ぜえ……あっ、リアラちゃ、ん……？　いらっしゃいませぇ……いえ、おかえりなさい、ですかね……？　げほっげほっ」

「羽を休めるべきお家に足を踏み入れたその瞬間、今にも疲ひ労ろうで倒たおれそうなルーアさんと遭そう遇ぐうしてしまうなんてーっ!?」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいな状じよう況きよう説明を交えての、とても器用な困こん惑わくをするリアラだった。

　しかしなぜ、ルーアはこれほど疲れているのか、それは彼女自らが説明してくる。

「ま、まあ財務管理とか、他にも細かい仕事は、あたしの仕事ですから……帰り立ての今くらいの時が、一番大変なんですよね……ふう、ふう……」

　とは言っても、ほとんど休んでいないのではないだろうか。帰き還かんの手続きをルーアに頼たのんだのもクロノスだが、さすがにそこまで無理をするようには、言っていない。

「おいおいルーア、全部一人でやろうとせず、ちゃんと人を使うよう、いつも言っているだろ？　その分の費用がかかっても、別に構わんって」

「うっ！　そ、それは、そうなんですけどぉ……もったいないのと、それと……人を使うなんて、緊張して、ちょっと……」

「ったく、また気弱な悪あく癖へきが顔を出しているな？　お仕置きに──ケツ揉もみッ」

「え、ちょ……ぴええええ!?　やや、やめぇ……ふえええん!?　わかりましたっ！　次からはちゃんと、勇気出して人を使いますからぁ!?」

「む、よーしイイ子だ！　ならばご褒ほう美びに、ケツをば揉んでくれようぞ。ソイヤッ」

「どっちにしろ揉むんじゃないですかぁ!?　ぁ♡　……や、やめてくださいってばぁ!?」

　やめろやめろと言うものの、ちょっぴり元気になっている気がする、色々な意味で。

　が、そこでルーアの親友たるリアラが、果か敢かんにも救いの手を伸のばしてくる。

「こ、こらっ、おやめなさいクロノス！　……いえ、おやめなさいったら!?　ちょっ、全然やめませんね本当！　どいつもこいつもですよ！　もおおっ……めっ、ですっ！」

「ふにゃあぁ……り、リアラちゃあん……あ、ありがとぉぉ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ルーアさんっ!?　……というか、その……えっと」

　最終的には、結構力ちから尽ずくでルーアを救出していったリアラ。だが、実は初めから、気になってはいたのだろう──今のルーアの姿について、言げん及きゆうしていた。

「ルーアさんは、その……何だか、変わったお召めし物もの、ですね？　兎うさぎさんみたい、な」

　ルーアは今、普ふ段だん着ぎでも、メイド服でもない。兎の耳を模したヘアバンドに、際どいレオタードの衣装を身に纏まとっている──つまり。




　バニーガールの姿を、しているのだ──！




　屋内とはいえ、大だい胆たんを通り越こしている。痴ち女じよです、立派なものです。

　全く、仕方ない娘むすめだぜ、とクロノスが思っていると、ルーアは勢い良く声を発した。

「うう、そう、そうなんですよっ！　あたしはイヤですって言ったのに、『その姿がおまえの素晴らしいケツを更さらに輝かがやかせるから』って、クロノスさきゃあああっ!?」

「おーっとルーア大丈夫か!?　ケツがプリプリしているぞ！　そいやあーっ！」

「ちょ、クロノス、何をしているのです!?　やめなさいってば、こらぁぁぁっ!?」

　あまりにルーアがイイ尻しりをしているから、心配になったクロノスが揉みしだいただけなのに、リアラはなぜか怒おこってくる。

　さて、クロノスはそこで申し訳なさそうな表情を作り、リアラへと語りかけた。

「リアラよ、許せ。俺はおまえに、頼まねばならんコトがある。この《奴隷王国クロノス》における、ルールのようなものでな」

「えっ？　ど、どうしたのです、急に真しん剣けんになって……ルール、とは？」

　真面目にも問い返してくるリアラに、うむ、とクロノスは大きく頷うなずき、返答した。

「俺の家では──〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟は、バニーガールの姿をしなければならないのだ──！」

「は。……はいぃ～～～!?　い、いやです、いやですよっ！　なぜそんなルール──」

「頼む、リアラ。これも必要なコトなのだっ。《奴隷聖具》や《烙らく印いん魔ま術じゆつ》の力を更に引き出すためにっ！　俺も本当は、こんなツラいコトをさせたくはないのだが、それでもリアラ──おまえにしか、おまえにしか頼めないのだ！　どうか、この通りだ！」

「！　クロノス、そんな、珍めずらしく真剣に……わ、私にしか、出来ないの……ですか？」

　クロノスの心からの願いが届いたのか、リアラは真剣に悩なやんでくれている。

　と、その時、既すでにバニーガール姿のルーアが、何か言葉を発しようとした、が。

「？　いえそんな、変なルールなんて──」

「ルーア」

「へ？　……ひ、ひいっ!?」

　そこでクロノス、片手で何もない空間を、もみっ、もみっ、と握にぎる動作をする。

　それだけで何かを察したのか、ルーアは自身のお尻を守るように両手で隠かくし、涙なみだ目めになって沈ちん黙もくした。とってもイイ子である。ご褒美に、後でお尻を揉んであげよう。

　さて、そうこうしている内に、リアラはついに意を決したらしく。




「わ──わかりましたっ！　私、やりますっ……リアラ、バニーガールになります！」




《お姫ひめ様さま》、バニーガール宣言。これを受けたクロノスは、快く頷いてみせた。

「キタコレ。ああいや、よくぞ、よくぞ言ってくれた、リアラっ！　さあ、着き替がえはルーアに手伝わせよう。今すぐ着替えてきてくれ。さあ、時間との勝負だぞ！」

「そ、そうなのですか!?　それじゃ、早くしないと……えっと、ルーアさん。よろしくお願いします──」

「ごめんなさいごめんなさいリアラちゃん……地じ獄ごくへは、一いつ緒しよに堕おちますから……」

「何がルーアさんをそこまで追い詰つめて!?　こ、これはもしかすると……本当に緊きん急きゆう事態なのかもしれません！　すぐ着替えてきますから、待っていてくださいねー！」

　何だか結果的に、都合の良い方向へ話が転がってくれている気がする。

　これを見て、最強奴隷商クロノスは、こう思うのである──「計算通りだ」、と。




　　　　■■■




　屋敷内の、クロノスの自室。王座のような椅い子すに座る《奴隷王国クロノス》の主は。

「信じていた──俺は、信じていたぞ」

　感極まり、天を仰あおぎながら、クロノスは心に渦うず巻まく情動を、そのまま口にした。




「リアラには、バニーガールが超ちよう似合うと──俺は、信じていた！」




　純真無む垢くなリアラが今、確かに、バニーガールと化している──！

　すらりと長いおみ足は、タイツに包まれて、素足の時とはまた違ちがった魅み力りよくを醸かもしている。

　そして何より、〝紋もん〟のアクセントも効いている、そのお胸──圧あつ倒とう的、圧倒的だ。これを戦力に例えれば、〝地上最強〟と呼んで過言ではない。意味不明だが。

　さて、当のリアラ本人はといえば、今どのような心境に陥おちいっているのか。

「わ、私また、クロノスに唆そそのかされて、こんな恰かつ好こう……み、ミニスカートの時とは、また違いますぅ……なんでこんな、食い込む衣装が、この世に存在するのですかぁ……」

　先ほどまでの勢いも、だいぶ落ち着いてしまっているが、着替えてからでは後の祭り。涙目になり、両手でささやかに体を隠そうとしているのが、逆に扇せん情じよう的だ。

　ちなみに、光を反射するような白い柔やわ肌はだは、羞しゆう恥ちのためかほんのりと赤らんでいる。思わず「この色気で清せい楚そは無理でしょ」と言いたくなるほどの様相だ。

　バニーガールと化した《お姫様》と、英えい傑けつならぬエエケツと勝手にクロノスが呼んでいるルーア。二人へ歩み寄るため、クロノスが椅子から立ち上がると。

「きゃっ……う、うう、クロノス、私にこんな恰好させて、何をするつもりですっ……」

　警けい戒かいし、身を縮こまらせようとするリアラ──だが、不意にルーアが前に出てきて。

「り、リアラちゃんは、あたしが守りますからっ……か、かかってこいですよ、クロノスさんっ！　ここは絶対、通しませんからねっ！」

「ルーアさんっ……わ、私だって、ルーアさんを守──」

　涙目で震ふるえる小兎ちゃん達が、互たがいに手を取り合い、庇かばい合う。

　この美しい光景に、思わず胸を打たれたクロノスは──おもむろにルーアのエエケツを両手で揉み上げ。

「オラかかっていくぞォ！　どうしたどうしたエエケツだなオォーイッ!?」

「ほみゃあーーーっ!?　ふ、ふあ、ああぁ……やめ、てぇ……ンッ♡」

「るるルーアさーんっ!?　あまりの瞬しゆん殺さつぶりに、守る守られるの問題でさえなかったのですけれどー!?」

　ついでにレオタードを引っ張り上げ、念入りにトドメをさしておいた。倒れたルーアは、びくん、びくん、と体を痙けい攣れんさせ、頰ほおを上気させて沈黙してしまう。

　という訳で、リアラと一対一の勝負だ。祈いのるように両手を胸の前に合わせたリアラが、それでも気き丈じように、きっ、とクロノスを睨にらみつけてくる。

「うう、ルーアさんに、何て非道を……っ、かかってきなさい、クロノスっ！　私は、負けませんっ……絶対〝調教〟なんかに負けたりしないのですからあっ！」

「さっき似たようなコト言って即そく堕おちしたエエケツがいるが、覚かく悟ごはイイか？」

「……や、やっぱり少し、手心を加える事を要求しますっ」

　ちょっぴり情けない発言をするリアラだが、カワイイので良しとする。

　かといって、別に手心を加えるつもりはない。クロノスは懐ふところから、工こう房ぼうでも見た、例の《奴ど隷れい聖具》を取り出した──そう、ローターです。リアラにはピンク色をチョイス。

「さあリアラ、お待ちかねのローターだ！　工房でも興味深そうに眺ながめていたし、試してみたかったのだろ？　《神国》でも結局、使えなかったしな──さあ、いくぞ！」

「こっ来ないでください～っ!?　ひゃあっ、近づけないでっ!?　ブルブルしてますー!?」

「おわっと。こらこらリアラ、暴れるなって。ちゃんと良くしてやるから──あっ」

　既に振しん動どうしているためか、ローターがクロノスの手から滑すべり落ちてしまう。すると、振動する小さな卵型の部位が、リアラへと向かって行き。

　何と──彼女の大きな胸の谷間に、すっぽりと挟はさまってしまったではないか──！

「ひぇ。きゃ、きゃっ……きゃあああっ!?　やっ♡　……っ、な、なんですか、コレ……し、振動のせいで、とっ……取ろうとしても、奥にっ!?　ふ、ぃんっ♡」

　刺し激げきのためか、リアラも時折、艶つやっぽい声を発してしまっている。だが、潜もぐりこんでしまったローターの振動が、リアラの大きな胸を小刻みに揺ゆらす、その光景は。

　ごくり、クロノスといえど、滾たぎる劣れつ情じようを飲み下さずにはいられない……が。

「く、くろっ、クロノスぅ……み、見ていないで、早く、止めてぇ……あんっ♡　お、お願いしますっ、からぁ……！」

　リアラの嬌きよう声せい交じりの声で、ハッ、とクロノスが我に返る。そうだ、リアラのため、呆ほうけている場合ではないと、為なすべき事を為すために、行動した。
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「ああ、分かった！　ぐっグワーッすまんリアラ！　俺の心の中のドジっ子が顔を覗のぞかせて、ついつい振動を〝強〟にしちまった！　ポチっとな」

「今ぁ！　絶対、言った後ぉ──きゃあああ!?　ふ、震えている、というレベルじゃありませんよー!?　あ、暴れ回っているのですけれどー!?」

　このローターも《奴隷聖具》、通常以上のパワーを発揮し、リアラの大きな双そう丘きゆうの重みにも負けず、ばるんばるんと踊おどり狂くるわせている。

　さしものクロノスも、この光景には『うおぉ……スゲェ……』と圧倒されるしかない。

　と、暫しばらく経たってようやく、リアラの胸の下へ、ぽとん──ブブブガガッ、とローターが振動しながら床ゆかを転がっていった。

　やっと解放されたリアラだが、肩かたで息いきをしながら、ふるふると怒いかりに震えている。

「こ、こ、このおっ……クロノスっ！　いくらなんでも、怒りましたよっ!?　今度ばかりは、もう許せませんっ！　この手で成敗して差し上げ──」

「──すまん、リアラ」

「まふっ。……へ、えっ……ふえっ!?」

　怒りを爆ばく発はつさせる直前だったリアラが、素すっ頓とん狂きような声を漏もらしたのは、仕方がない──クロノスが素直に謝りながら、思いきり抱だきしめたのだから。

〝調教〟の時とは、また違う種類の、困こん惑わくと赤面。抱きしめられながら、あたふたとするリアラへと、クロノスは優しく声をかける。

「〝調教〟されるおまえが可愛すぎて、ついついやりすぎてしまったのは、認める。本当に悪かったな、リアラ。だが、信じてほしい。これは決して、無意味なイタズラというだけではないのだと。《奴隷聖具》に力を籠こめるために、必要なコトなのだ」

「っ。ぅ……そ、そんな事、言われたら……私、怒れなく……っ」

　クロノスの言葉は、決して取り繕つくろっている訳ではないと、リアラにも伝わっているはずだ。だからこそ、彼女は何も言えず、腕うでの中で俯うつむいてしまう。

　ただ、余計な事を付け加えておくなら……露ろ出しゆつ度どの高いバニーガール状態にある、そんなリアラを両手いっぱいに抱きしめるのは──とても柔やわらかな、至福の時間だった。

　しかし残念ながら、ボーナスタイムはそう長く続かない。暫く大人しくしていたリアラだが、むーっ、と頰を膨ふくらませ、クロノスから離はなれた。

「もう、もうもうもおおっ……！　クロノスは、ずるいっ。ずるいですっ！　そんな風に、あっ、甘く囁ささやけば、許されると思ってぇ……ずっ……ずるいです～っ！」

　そんな事を言われてもなあ、と困り顔をするクロノスに、リアラの（かわいい）批ひ難なんは止まらない。同調してもらうべく、この場にいる人間にも呼びかけていた、が。

「ねえっ、そう思いますよねっ、ルーアさん……は、くてんくてんにされちゃいましたし……もうっ！　アテナさんからも、何とか言って……あっ」

　リアラが、思わずアテナに呼びかけてしまったのは、ほぼ無意識だろう。

《神国アリエス》のお屋や敷しきでは、ほとんどずっと、一緒にいたのだ。今は〝本ほん拠きよ地ち〟にいるというのに、逆に離れてしまっている事が、リアラには寂さびしいのだろう。

　その証しよう拠こに、少し表情を陰かげらせながら、リアラは呟つぶやく……と。

「……ふふっ、私ったら、本当に寂さみしがりで……いけません、ね。少し歩いていけば、いつだって会えるのに……こんな事では、アテナさんに笑われてしまいますねっ」

「え……？　ううん、リアラちゃん……笑わない、よ……？　いつでも、会えるのは……本当、だけど……」

「ふふっ、ありがとうございます、アテナさんっ。…………ぽうぇっ？」

　なかなか珍めずらしめの奇き声せいを発したリアラは、アテナが部屋にいた事に気付いていなかったらしく、目を丸くしながら質問していた。

「あ、え、あの。なぜ……や、いつから、見て……？」

「あ……えと、リアラちゃんのお胸に……ローターが入った辺り、かなぁ……？　その……とっても、すごかった、よ……？　わたしも、がんばらないと、って……」

「い、一番見られたくないところーっ!?　頑がん張ばらなくていいのですよ、私も頑張りたくなかったですよ、こんなのー！　ふえーん！」

「……？　あ、というか、リアラちゃん……なんで、その……兎うさぎさんの、かっこ……？」

「え。……えっ、だってこれ、この家じゃ、着ないとダメ、って……あれっ。でもアテナさんは、着ていません、ね？　……それって、つまり……」

　純真ではあるが聡さとく、成長中のリアラだ。その可能性に、思い至ったのだろう。

　この答え合わせは、がらり、なぜか窓から入ってきたノノが、口にした。

「クロっ、ただいまっ。夜よ這ばいに──ム。なぜか、皆みんないるし。チッ。……というか、リアラ、なぜバニーガール？　やはり、痴ち女じよ？　……ルーアもだケド」

「………………」

　ノノの言葉で確信を得たのだろう──リアラがクロノスに、勢いよく詰め寄って来た。

「クーローノースー!?　この衣装を着るのがルールだなんて、噓うそなのですねっ!?　しかもアテナさんがここにいて、ノノさんが今〝ただいま〟と言った、という事は……皆、このお屋敷に住んでいるのでしょう!?　な、何で教えてくれなかったのですっ!?」

「そりゃ聞かれなかったしなぁ。大体、店を出しているからって、俺のカワイイ奴隷ちゃんが、俺から離れて暮らす理由もないだろ？　勝手に勘かん違ちがいしたのは、リアラだぞ」

「う。……で、でもっ。クロノスなら私の考えくらい、お見通しでしょう!?　うう、何だか恥はずかしい事、言っちゃっている気はしますが……そ、それなら、もっとですねっ」

「フッ、もちろんだ。おまえの考えは分かっている──安心しろ、リアラ」

「！　ほ、本当ですか？　それなら、良いのですけれど……」

　安心した様子のリアラに、クロノスは確固たる自信を持って、彼女の望みを叫さけんだ。




「これからは、もっと──スッゲェ〝調教〟で、おまえを満足させてやるぞ──！」

「何一つとして分かってませーんっ!?　どういう〝もっと〟ですかあっ!?」

「ふっふっふ、新たなる〝調教〟の目め処どはついているからな。楽しみにしているがイイ、俺様のカワイイ奴隷ちゃん達よ──フハハハハーッ！」

「い、いーーーやーーーっ!?　不安しかないのですけれどー!?」




　恐きよう々きようとするリアラはスルーし、クロノスは〝新調教〟を思い浮うかべ、高笑いを続けた。








《第二章》そ、それは〝呪じゆ薬やく〟!?　……えっ、違うって、えっ……《奴隷聖薬》??









《奴隷王国クロノス》、その主たるクロノスは、我が家たる屋敷の広大な自室で一人、思い悩なやんでいた。

「新たなる〝調教〟──か。クッ、難しいものだな」

　リアラに宣言してから、早数週間。しかし新たなる〝調教〟の目処はついていれど、それを行うための、肝かん心じんのツールが不足している。

　このままでは、新たなる調教を心待ちにしているリアラも、がっかりさせてしまうかもしれない。実際、その事について尋たずねてみた時も。

『えっ、新しい調教の準備は、まだできていない？　あっ、いいです、いいです。その方が。というか普ふ段だんの調教とかも、別にいいですから。いえ、いいっていうのは、結構ですという意味で……いえ結構というのは〝いい〟という意味ではありませんってば！』

　と、本当は残念な気持ちを覆おおい隠かくし、逆に気を遣つかわせてしまう結果となった。いつも何だかんだ言って悦よろこんでいる調教を遠えん慮りよするのも、落らく胆たんの気持ちの表れだろう。

　クロノスは、我ながら珍しく、己の無力を嘆なげいていた。

　もっと、もっと〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟達を、悦ばせてあげたいのに。具体的には、新しん機き軸じくの〝調教〟で、存分に堕おとしまくりたいのに。

　自分には、どうする事も出来ないのかと、天を仰あおいだ瞬しゆん間かん──扉とびらが勢い良く開き！




「クロ、きたよ！　〝新調教〟の、使者が！」

「でかした、ノノ！」




　ノノがもたらした朗報に、素直な喜びを見せるクロノス。

《女神に見放された地》であり、《奴隷王国クロノス》であるこの場に、秘密裏に招き入れた者を通した後、ノノは退室した。

　全身を覆うローブを目深にかぶった使者が、フード部分を脱ぬぎ、正体を現すと。

「フッ、よく来てくれたな、俺様のカワイイ奴隷ちゃんが一人──フィオナよ！」

「はっ──お久しぶりです、クロノス殿どの」

　恭うやうやしく礼をしてきたのは、《神国アリエス》の《神国の盾たて》と名高かった、フィオナ。

　厳格さの中に、凜りんとした美び貌ぼうを持つ少女だ。瞬まばたきするたびに、鈴すずの音が鳴るような気さえしてしまう。

　そんなフィオナが軽く頭を振ふり、今しがた解放されたポニーテールを左右に揺らしてから、クロノスへと堅かた苦くるしい口調で語りかけてきた。

「要望通り……〝例のもの〟を、全て輸送して参りました。私にとっては、その……複雑なものですが。保管庫へ運ばせて頂いておりますが、確認用のものを、ここに」

　言いながら、フィオナがローブの内側から、〝例のもの〟を取り出す。

　献けん上じようするように、両手で捧ささげてきた〝ソレ〟の名を、彼女は口にした。




「《神国アリエス》に封ふう印いんされていた──〝呪薬〟です」




〝呪薬〟──それはかつて、リアラと、そしてクロノス達に牙きばを剝むき、フィオナを蝕むしばみ、《神国アリエス》を混乱の渦うずに叩たたきこんだ、諸悪の元げん凶きよう。

　フィオナが複雑な想いを抱いだくのも、当然だろう。けれどクロノスは、かつて自らを害しかけた〝呪薬〟を受け取りながら、心底から喜びの笑みを漏らした。

「クックック、よくぞ届けてくれた！　こいつが俺様の新たなる〝調教〟を完成させる、最後の材料だったのだ。これで、ようやく──次のステップへ進めるぞ！」

「はっ、お喜びの事、何よりです。……が、その……それは一体、何なのです？　《神国》の伝承には、〝人間を理性なき獣けものに変える薬〟としか、なかったのですが……」

「む。ふむ、そうなのか。まあ、そうだろうな。だが実は、この薬の正体はな──」

　これもまた、誰だれも真実を把は握あくしていない事だろうが、クロノスは簡潔に明かす。




「〝精力剤ざい〟だよ──かつて心優しき《女神》サマが作りたもうた、精力剤だ」

「えっ。……え、ええっ？　それは、その……真ですか？」




　厳げん粛しゆくを崩くずさないフィオナも、思わず狼ろう狽ばいするが、事実なのだとクロノスは続ける。

「真も真。でもまあ、使ったら肉体が変へん貌ぼうしちまうなんて、失敗作にも程があるけどな。だからこそ、禁きん忌きとして封印したんだろーし」

「な、なるほど。……私は、失敗作に振り回されて、あんな大失態を犯してしまったのですね……本当に、情けない限りです……」

「はは、そう落ち込むなって。それに、失敗作だろうと──俺の《烙らく印いん魔ま術じゆつ》と組み合わされば、新たなる〝調教〟の扉を開く。本当に、良く持ってきてくれたな、フィオナ」

「！　は、ははっ。もったいないお言葉で──ぇ、きゃっ!?」

　相変わらずの固い動作で、頭を下げようとしたフィオナの──その細い顎あごを、クロノスは指先で優しく摑つかみ、動きを止めさせた。

　フィオナの顎に添そえた指で、くい、と顔を上げさせる。戸と惑まどいと恥じらいで涙なみだ目めになった眼を、ジッ、と見つめながら、クロノスは低い声で囁いた。




「ありがとうな、フィオナ。この礼は〝調教〟で、存分に返してやるからな。それはもう、た～っぷりと──蕩とろけ堕ちるまで、シてやるぞ」

「！　!!　はっ、は、はぁっ……はいぃ……クロノス、殿ぉ……♡」




　フィオナの鋭するどい目は、一いつ瞬しゆんで蕩けきってしまい、顎を支えていたクロノスの指にささやかな涎よだれが伝う。かくっ、とその場で膝ひざを突ついたフィオナが、息を荒あららげて突っ伏ぷした。

　フィオナもまた、調教のし甲斐がいがある娘むすめだ──クロノスはその事に満足しながら、けれど今は、新たに開かれた道に、胸が一いつ杯ぱいである。




「クックック、待っていろよ、俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃん達──新たなる〝調教〟を以もつてして、更さらなる快感で堕としまくってくれるわ！　フーハハハハー!!」




　我ながら、ちょっぴりゲスっぽいかな、と思わなくもないクロノスだった。




　　　　■■■




　クロノスの屋や敷しき内にて宛あてがわれた、リアラの部屋。さすがに《神国》のお城の自室ほど広大ではないが、充じゆう分ぶんな間取りだし、むしろ今の方がずっと落ち着く。

　そうしてリアラが、自室の可愛らしく装そう飾しよくしたベッドで寛くつろいでいると、不意に扉をノックする音が響ひびいてくる。

「──あら？　クロノス……いえっ、アテナさんやルーアさんかもですねっ。……で、でも一応、髪かみくらいは整えて……こほんっ。は、はーい、どなたでしょう？」

　軽く身だしなみを整えてから、リアラは自室の扉を、ゆっくりと開く。

　すると、そこに立っていたのは、リアラにとって予想外の人物で──




「リアラお姉さま──お久しぶりですーっ♪」

「きゃっ！　えっ、えっ……め、メイ!?　どうしてっ？」




　挨あい拶さつと同時に飛びついて来たのは、リアラの妹姫ひめたる、メイその人。

　リアラと同じピンクブロンドの長ちよう髪はつに、ふわりとウェーブのかかった、可愛らしい少女。間ま違ちがいなく妹だが、なぜ《奴隷王国クロノス》にいるのか。

　このサプライズの理由を教えてくれたのは、柔やわらかに微笑ほほえむメイ本人だった。

「驚おどろかせてごめんなさい、リアラお姉さまっ。実はフィオナから、クロノスさまへのお届け物がある、ということで……無理を言って、連れて来てもらったのですっ。久しぶりに、リアラお姉さまにお会いしたくって……ご迷めい惑わく、でしたか？」

「！　そう、だったの……うふふ、いいえ、迷惑なんかじゃないですよっ。驚きはしましたけれど、それ以上に嬉うれしいもの。さあ、遠慮せずに入って、メイっ♪」

　恐おそる恐る尋ねてきていたメイだが、リアラの返事で、ぱあっと表情を輝かがやかせる。招かれるまま部屋に入ってきた直後、扉が勝手に閉まった気がするが、まあ気のせいだろう。

　さて、リアラの部屋に入ったメイは、室内を見回して弾はずんだ声を上げてきた。

「わあっ……可愛らしいお部屋ですねっ♪　ぬいぐるみさんまでありますっ。このお部屋、リアラお姉さまが飾かざっているのですか？」

「ええ、そうなの。クロノスがね、好きにしていい、入り用なら何でも言え、と言ってくれて……《神国》のお城では、厳粛を義務付けられていたし、こんな風には出来なかったから……楽しくて、嬉しいの。ふふっ、恥はずかしいから、クロノスには内ない緒しよよ？」

「はいっ♪　うふふ、リアラお姉さま……何だか、お可愛らしいですっ♪」

「もうっ、からかわないのっ。……さて、お客様をおもてなししないと、ね？　紅茶を淹いれるから、座っていてね。お姉ちゃん、意外とできるんだからっ♪」

「わあっ……楽しみです、リアラお姉さまっ♪」

　久しぶりの妹との触ふれ合いに、リアラの気持ちも和やかになっていく。

　室内のテーブル椅い子すにメイが腰こしかけたのを見届けると、リアラは宣言した通り、紅茶の準備を始める。備え付けの暖だん炉ろから火を借り、ランプを利用し、お湯を沸わかし始めた。

　後は、お湯が沸くのを待つだけ──だが、その時。

「さすがにこの時間は、暇ひまですね。ふう………きゃっ!?」

　軽く前に屈かがんだ瞬間、不意に、お尻しりを何かに触さわられるような感かん触しよくがした。が、背後には何もない。物の一つさえ、置いていなかった。

　気のせいか、隙すき間ま風かぜにでも、悪戯いたずらされたのだろうか。

　リアラが首を傾かしげていると、メイも同様に、首を傾げながら声をかけてくる。

「？　リアラお姉さま、今、何か仰おつしやいました……？　どうかしましたか？」

「えっ？　あっ、いいえ、何でもないのっ。気のせいで───あぁんっ!?」

「!?　り、リアラお姉さま、どうしましたっ!?」

　今度は、気のせいではない。メイが心配するほどの声を上げてしまったリアラは、確かに一瞬、誰かにお尻の左側を揉もまれるのを感じた。

　いや、謎なぞの感触は、まだ消えていない。今度は下から上へ、背中の曲線をなぞるかのように、すうーっ、と擦こすり上げてきて。

「く、くすぐっ……ひ、ひゃんっ!?」

「り、リアラお姉さま……もしかして、体調が優れないのでは？　大だい丈じよう夫ぶで──」

「っ！　メイ、来ちゃダメっ！」

「きゃっ？　り、リアラお姉さま……？」

　今、メイが近づいてくれば、彼女にも被ひ害がいが及およぶかもしれない。

　それだけは、避さけなければ──それに、妹に、妹に、このような。

「う、うぅ、う………やっ♡」

　情けない、恥ずべき表情を、見せる訳には、いかない。

　姉の想いを汲くみ取ってか、素直で純真なメイは心配しつつ、席に座り直してくれる。

　一方、リアラの想いなど素知らぬように、謎の魔ま手しゆはリアラを襲おそい続けていた。先ほど以上に大だい胆たんになっている気がするのは、メイが来ないと分かったからだろうか。

「ぁ、い、いゃ……ひ、んっ♡　っ、っ～……っん♡　ふうっ、ふうっ……っく。……ん、んんんっ♡」

　少しでも声を漏もらさぬよう、必死で口を押さえるが、儚はかない抵てい抗こうにしかならない。体の節々を、敏びん感かんな箇か所しよを、次々と撫なでられ、擦られ、刺し激げきされていた。

　感触のある部分を、手で払はらおうとすると、触れられている感覚は一時的に消える。

　けれど次の瞬しゆん間かんには、また別の箇所に触れられるのだ。見えないのでは、キリがない。

　なのに、こんなにも、触れられている感触があるのに──周りには、やはり誰もいない。リアラは段々と、不安になってきた。

（まさか、まさか……私には、本当に誰も、触ってなんていなくて……触られているように、んっ！　か、感じちゃうのは……私の、妄もう想そう？　クロノスの、〝調教〟のせいで……び、敏感に、なりすぎて？　……い、いいえ、違ちがいますっ！）

　自分を疑いそうになるリアラだが、視線を辛かろうじて落すと、こねくり回されているかのように、形を変える自分の胸が。妄想では、こうはならないはずだ。

　しかし考えている間にも、的確に敏感な所を責めたて、弱い部分を刺激してくる。まるでリアラの弱点を、知り尽つくしているかのように──知り尽くして、いる？

　まさか、と目を見開いたリアラが、恐る恐る、ゆっくりと、口を開いた。




「……く、く……クロノス？」

「──ウーッス！　やっと呼んでくれたな、カワイイカワイイ、リアラちゃーん!?」

「きっきゃああああっ!?　くっクロノス!?　えっ声だけ、えっ……何なんですー!?」




　どこからともなく、いや、真後ろからだ。クロノスの声が聞こえてくる。

　だが、振ふり向けどそこにクロノスはいないし、かといって《通信魔ま術じゆつ》でもない。

　何も無い空間を、まじまじと凝ぎよう視ししながら、リアラが手を這はわせてみると。

「く、クロノス、そこにいるのですか？　……きゃあっ!?　い、います、いますーっ!?　え、なぜ!?　だって、何も見えないのに……ひゃっ、ここも、クロノスの体の感触ですっ!?　ここも、ここも、ここもっ!?」

「うおっ。お、オウオウ。か、確認したいのは分かるが、大胆だな、リアラ？」

「へ？　な、何を言って……いえですから、どうなっているのです、これーっ!?」

　いまだに姿が確認できず、リアラが戸惑っていると、後ろから妹姫メイも、クロノスがいると思おぼしき場所へ声を掛かけ始めた。

「あ、あのう……そこに、いらっしゃるのですか？　え、ええと……クロノスさま？」

「お～、メイちゃん。いや、メイも、久ひさし振ぶりだなぁ。まあ俺は、実はさっきから見ていたのだが。ふはは、前見たときより、少し大きくなったかな？」

「ほ、本当ですかっ？　嬉しいですっ♪　……でも、うう……せっかく久しぶりなのに、クロノスさまのお顔を見られないなんて……メイ、寂さびしいですわ……」

「なんつーカワイイコト言うんだ。えーい、待ってなさい。そろそろ効力が切れる頃ころだからな。おっ、言ってる間に、ホラ──」

　クロノスの声が示す通り、まるでそこの部分だけ霧きりが晴れるように、徐じよ々じよに、徐々に、彼の頭から、見え始めていった。

　本当に、クロノスだ。少しだけ安心したリアラが、彼に声をかける、がしかし。

「あっ……く、クロノスっ。もうっ、一体どうなっ──きゃあああああっ!?」

「うおっ。どーしたリアラ、さっきから元気だなあ。まあ、元気なのはイイコトだが」

「いえそんな場合じゃないでしょう!?　服はっ……服はどうしたのですーっ!?」

　リアラが驚いても、仕方ないだろう。姿を現したクロノスは、全ぜん裸ら──全裸なのだ。

　顔中が熱くなるのを感じ、あたふたするリアラ。

　だが、いきなり湧わいて出てきたありのままのクロノスに直面して、様子がおかしくなったのは、妹姫たるメイも同じ。

「きゃ、あっ……く、クロノスさま？　ふ、ふわわっ……あう。お、男の人の、お体……見るの、は、初めてですぅ……こ、こんな風に、なって……ふわぁ……」

「！　め、メイっ」

　純真無む垢くなメイに、こんなとんでもないモノ（失礼）を見せる事になるなんて。

　姉として、ここは妹を庇かばわねばと、リアラは声を上げる。

「メイ、怖こわいですよね。でも、安心して、お姉ちゃんが何とかしますからっ！　さあ、目に毒だから、向こうを向いていて──」

「あのー、クロノスさま……少しだけ、触れてみても、かまいませんか？」

「かまいません訳がないでしょうーっ!?　何を言っているのですか、メイっ!?」

「きゃあっ!?　な、なぜお姉さまが返事を……で、でもでもわたくし、溢あふれる好こう奇き心しんを、抑おさえきれないのですけれど……？」

「そんな好奇心、抑えなさい、押し潰つぶしなさいっ！　めっ──めっ、ですよっ！」

　妹を𠮟しかりつける、姉リアラ。だが、諸悪の根源クロノスは、吞のん気きなもので。

「いやー、メイちゃんはアレだな、スゲーな。とんでもない適応力と好奇心だ。将来有望だぞ。わっはっは」

「わっはっは、じゃないですよおっ!?　というかクロノスもいい加減、何か着るか……せめて、羽織ってください！」

「むう。風ふ呂ろとかでもチラッチラ見ていたクセに、まだ恥ずかしいのか。カワイイな。とはいえ、何かと言われても、なあ」

　見たままだが、完全なる全裸のクロノスだ、布一枚持っている様子もない。

　仕方なく、何か有り合わせのもので、クロノスのアレやソレやを隠かくそうとした、が。

「シーツ、は……うう、こんな時に、ほとんどお洗せん濯たく中です……う、うう～っ……ああもう、これでも腰に巻いていてくださいっ！　はいっ、早くっ！」

「ん？　おいおい、これ、ネグリジェではないか。まさか肌はだ着ぎを渡わたしてくるとはな。後でどうする？　洗わず返した方がイイか？」

「ビッショビショに洗って返してくださいね！　いえもう何なら返さなくていいですが！」

「ほー、イイのか？　俺だぞ？　一体何に使うか、分かったモンじゃないぞ～？」

「やっぱり返してください!?　その子（ネグリジェ）がどんな姿になろうとー!?」

　リアラも変な事を言っている自覚はあるが、クロノスは軽く笑いながら、受け取ったネグリジェを腰に巻いていた。

　……渡しておいて何だが、ほぼ全裸のクロノスが、自分がいつも着ているネグリジェを腰に巻いているのを見ていると、どうにも居た堪たまれない気持ちになってくる。

　何やらむず痒がゆい、妙みような心境を誤ご魔ま化かすべく、とにかくリアラは肝かん心じんの事を尋たずねた。

「……そ、それでっ。一体、先ほどのは、何だったのですか？　クロノスが、見えない……というか、その……透とう明めい人間に、なっていたような……あ、あの現象は？」

「！　クックック、よくぞ聞いた。ほれ、前にも言っていただろう？　新しい〝調教〟をしてやる、と。その形の一つが、今の〝透明化〟よ！」

「あ、新しい〝調教〟？　では今のも……《奴ど隷れい聖具》や《烙らく印いん魔ま術じゆつ》の力ですか？」

「惜おしい、半分正解、半分間ま違ちがい、というトコだな。《烙印魔術》はその通りだが、ふっふっふ、正解は──コイツだっ！」

「えっ。……なっ!?　そ、それは──！」

　クロノスがドヤ顔で差し出してきた物を見て、リアラは驚おどろき、声を上げた。

「〝呪じゆ薬やく〟──〝呪薬〟ではないですかっ!?　な、なぜそんな、危険物を……あっ!?　まさかフィオナに届けさせたものって……!?」

「その通り、〝呪薬〟だ──が、それもまた、少し違う。コイツは俺様の《烙印魔術》によって浄じよう化かされ、力を得て、生まれ変わっている。そう、その名も──！」

　ドヤ顔の上に、更さらなるドヤ顔を浮うかべ──クロノスが堂々と言い放ったのは。




「《奴隷聖薬》──これこそが新たなる〝調教〟のための、重要アイテムよ──！」




　ババーン、と自信満々に述べてきたクロノスに対し、あんぐり、と口を開くリアラ。

　呆ぼう然ぜんとするリアラを、しかし相変わらずスルーし、クロノスは説明を続けてきた。

「無論、能力は〝透明化〟だけでなく、色々と研究中だが──一ひと先まず実験は、成功のようだ。とはいえ透明化に関しては、イチイチ服を脱ぬがねばならんのが面めん倒どう──」

「クロっ！　大変、大変っ」

「ムムッ！　ノノ、どうしたどうしたァ!?」

　突とつ然ぜん（ノックもなしで）リアラの部屋に飛び込んできたノノが、ネグリジェ一枚を腰こしに巻いて仁王立ちするクロノスへと、用件を口にした。

「全裸じゃない、残念……でなく。クロ、《奴隷聖薬》だけど……〝透明化〟の力、女神の奇き跡せき。なので、服も一いつ緒しよに、透すけるって。脱がなくて、イイみたい。大変、残念」

「なんとな。確かに残念だな、ちょっとクセになりそうだったんだが。でもまあ、面倒くさくないのは、イイコトか。わはは」

　笑っている場合か。相変わらず、色んな意味でとんでもないクロノスだが、彼が次に述べたのは、殊こと更さらに〝とんでもなさすぎる〟事だった。

「さて、新たなる調教グッズ《奴隷聖薬》の力は実証できたが──もっとテストせねばな！　てなワケで、行ってくるぞ！　クックック、またな、俺のカワイイおまえ達──！」

　言いながら、既すでに《奴隷聖薬》を使ったクロノスの姿が、再び消えていき──まだ呆ほうけていたリアラが、そこでようやく我に返る。

「へっ？　……はっ、ちょっ、クロノス!?　まさか、ルーアさんやアテナさんを狙ねらって!?　ま、待ちなさいっ！　……というか、というかっ！」

　一見すると勝手に開いた扉とびら、つまり部屋を飛び出していった透明状態のクロノス。

　そんな彼に向けて、リアラは大きく口を開き、

「どうせ透明になるんなら──私のネグリジェ、お返しなさーーーいっ!?」

　必死に叫さけびながら、遠ざかる足音を追いかけるのだった。




　　　　■■■




《奴隷聖薬》を使い透明人間と化したクロノスは、自宅たる屋敷の廊ろう下かを駆かけていた。

　背後からは、《姫ひめ奴隷》リアラが追いかけてくる気配がする。もしかすると、もっと調教して欲しいのかな、と思ったりなんかしたりして。

　しかしこういうのは、順番である。リアラには申し訳ないが、今は次の標的を狙わねば──そう思っていると、向こうからチャンスが転がってくるから、不思議だ。

　クロノスの進行方向には、イイケツの持ち主、ルーアがいた。

「全く、今日も今日とてイイケツしおって！　主をプリプリと誘さそうイイケツだけどイケナイケツを、今こそ成敗してくれる──！」

「イイケツとかイケナイケツとか、好き勝手言わないでもらえますぅ!?　……って、あ、あれっ？　クロノスさんの声、聞こえた気が……気のせいで──きゃああああっ!?」

　怒いかりに燃えるイイケツを、すれ違ちがいざまに揉もみ上げる。振り返って確認しようとしてくるルーアだが、今の透明化しているクロノスを、見つけられはしないだろう。

　きょろきょろと辺りを見回し、困こん惑わくするルーアの背後に、再び回り込み。

「……つ、疲つかれてるんですか、ね？　うう、昨日も徹てつ夜やしちゃったから……でもよりによって、お尻しり揉まれちゃう〝気のせい〟なんて……あ、あたし、まさか、ホントは──」

「無理せず夜はちゃんと寝ねなさいっつってんだろォーーーい！　徹夜するよーな悪い子は、お仕置きにケツ揉まれるコトこそ真理と知れェい！　尻シリだけにーッ！」

「ほんきゃああああっ!?　や、やっぱりいるんですねクロノスさんっ!?　お、おのれー……おのれー、ですよ！　今日という今日は……あれっ、あれっ？　ど、どこぉ!?」

　何もない空間を摑つかもうと、一人ダンスをしているようなルーア。

　クロノスは、既にその場にいなかった。透明化状態は、ヒット＆アウェイが必勝法ナリ。リアラも、この戦法をとったクロノスを、捕つかまえられはしなかった。

　と、そのリアラが追いかけてきた声が、ルーアとの会話で聞こえてくる。

「ルーアさんっ、悲鳴が聞こえましたが、大だい丈じよう夫ぶですか!?　クロノスは、どこに!?」

「り、リアラちゃんっ！　うう、わ、わかりません、見えないから……けど、リアラちゃんがそっちから来た、っていうことは……通路の、向こう側じゃ……」

「！　なるほど、そうですね……むむっ」

　聡さといリアラだ、意外と勘かんの鋭するどい所もあるのか、クロノスの方を見てきている気がする。

　このまま通路を真っ直ぐ逃にげるのは、得策ではない。幸い、厨ちゆう房ぼうの扉は、開けっ放しの状態だった。恐おそらく中に、誰だれかいるのだろうが。

（厨房なら、恐らく──ククッ、よし、ここへ逃げ込もう。楽しみだなっ、フハハハ）

　心の中で高笑いしつつ、クロノスが忍しのび足あしで、厨房へ入り込むと。

「む、むむ～っ……あそこの、開いている扉が怪あやしいですねっ……よーしっ。待ちなさい、クロノスーっ！　今日という今日こそは、逃がしませんよーっ!?」

　さすがリアラ、追いかけてはくるが、これもまた想定済み。

　クロノスが、厨房で思い描えがく〝調教〟──次の戦いの舞ぶ台たいは、ここなのだ。




　　　　■■■




　厨房へ入ったクロノスが、がたん、と一つ音をさせてしまうと、中で料理に勤いそしんでいた先客が、軽く顔を上げる。

「？　今、何か……音、が？　……気のせい、かなぁ……」

　そう、クロノスの予想通り、先客はアテナだった。一いつ瞬しゆんだけ物音を気にはしたようだが、すぐさま料理に集中し直す彼女に、クロノスはこっそりと忍び寄る。

　足音を殺し、慎しん重ちように、彼女に接近し──耳元で、囁ささやいた。

「──アテナ、アテナ、聞こえていますか。俺は今、直接おまえのカワイイお耳に、語りかけています──」

「……ひゃんっ!?　く……クロノス、様？　えっ、えっ、見えない、です……えっ？」

「ふふふ、《奴隷聖薬》による透明化──新たなる〝調教〟の一つさ。おっと、説明は後にして、かくまってはくれないか？　俺がいるコト、絶対にバレてはダメだぞう？」

「え……も、もちろん、クロノス様のためなら……ぽっ。……でも、かくまう……？」

　まだ意味は分かっていないようだが、その答えはすぐ、勢い良く飛び込んできた。

「クロノスーっ!?　どこですっ、隠れてないで、出ておいでなさーいっ!?」

「あ……リアラ、ちゃん？　な、なるほど、です……わかり、ました……」

　さすが付き合いが長く、面めん倒どう見みがよく、可愛いアテナだ、すぐ察してくれたらしい。

　今しがた入ってきたリアラも、料理中のアテナに気付いたらしく、語りかけにきていた──さて、ここからが今回の〝調教〟の真しん髄ずいで。

「あっ、アテナさん！　あの、クロノスが……えっと、意味不明かもしれませんが、透明になって……それで、どこかへ隠かくれているのですが、ここへは来ませんでしたかっ？」

「あ……う、ううん、リアラちゃん。わたしは、知らな───きゃんっ!?」

「へ？　あ、アテナさん、どうかしましたか？」

　思わず悲鳴を上げたアテナを、リアラは訝いぶかしんでいる。

　しかしなぜ、アテナは声を発してしまったのか──それはアテナ自身が、原因に向けて、小声で言げん及きゆうしてきた。

「っ、あ、あの、クロノス様っ……な、なんで、ふともも、撫なで、てぇ……そ、そんなこと、してたら……見つかっちゃい、ます……よ？」

「おお、それは大変だ。では見つからないよう──我が慢まんしてくれないと、なあ？」

「……っ!?　そ、そんなぁ……ご無体、です、クロノス様、ぁ……ぁんっ♡」

　言葉は批ひ難なんしているようだが、声には艶つやを帯びてきている。

　そんなアテナを怪しんだのか、リアラが不ふ審しんの目を向けてきた。

「あの、アテナさん、何だか様子がおかしいですけれど……まさか、そこに」

「！　う、ううんっ、ちが……じゃなく、これは、えっと、ねっ……っ♡」

　弁解しようとするアテナの、引き締しまった美尻に、クロノスが手を這はわす。緊きん張ちようゆえ、手が滑すべってしまったのだ。仕方ない、これは仕方ない。

　さて、それでも庇かばってくれる健気なアテナが、辛かろうじて絞しぼり出した言い訳は。

「さっき、こっ……胡こ椒しようの実っ！　イッ……炒いったばかりの、嚙かんじゃっ、たのっ♡」

「な、なぜそんな苦行を!?　アテナさん、大丈夫なのですかっ!?」

「お、お料理、はっ……味見、大事、だからぁ……っ。っ！　っ♡」

「そ、そうなのですね？　……え、えっと、では……念のため、厨房のどこかに隠れていないか、捜さがしてみます。広いですし、隠れる場所もありそうですから」

「ぅんっ♡　……わ、わたしは、お料理、続ける、ね……ごゆ、っく……りぃっ♡」

　アテナの言葉を信じ、小刻みに上がる嬌きよう声せいは胡椒の後味による苦く悶もん、と解かい釈しやくしているのだろう。二人の美しい信しん頼らい関係に感謝しながら、クロノスは更に激しく手を動かした。

「っ!?　ゃ、だめ、だめです、クロノス様……あんっ♡　り、リアラちゃ、います、から、ふあっ♡　見つか、っちゃい、まぁ……っ、そ、そこは、そこだけは──ッ♡」

　太もも、臀でん部ぶと、責めるのは下半身だけではない。背中から脇わきへと焦じらすようにして、横から胸へと手を這わせていく。

　リアラの時は、摑まらないようにするため、触ふれては避よけるヒット＆アウェイ戦法に終始していた。しかしアテナには、（やや一方的に）許可を取っている。

　そのため、アテナへの調教は、重点的かつ念入りに行えるという寸法だ。

　集中して快感を増ぞう幅ふくさせられているアテナは、もはや膝ひざに力が入っておらず、調理台に手を突ついていないと立っていられない程である。

　真っ赤に紅潮し、蕩とろけきった顔を隠すため、俯うつむくアテナへと──厨房を捜し終えたらしいリアラが、声をかけていた。

「……うーん。どうやらここには、いないようです。すみません、アテナさん。お料理のお邪じや魔まをしてしまって……私はまた、クロノスを捜しに行ってきますね」

「っ♡　ぅ、うんっ、ぃぃょ……♡　が、がんばって、ね……ぇ♡」

「はい、ありがとうございますっ。さーて、それでは、次の場所へ──……」

　厨房の外へ出る、かと思いきや──リアラは不意に立ち止まり、扉を閉めて。

「……行くとでも、思いますか？　ねえ──ク・ロ・ノ・スッ!?」

「……ふえっ!?　り、リアラちゃん、何のこ、と……ぁんっ♡　……か、かなぁ……？」

「もうバレバレなのですよっ、私もそれ、やられたのですからぁ！　アテナさんまで巻き込んでぇっ……クロノス！　神しん妙みようにお縄なわを頂ちよう戴だいなさーいっ!?」

　大おお股またで歩み寄りながら、アテナの背後──つまりクロノスを、びしっ、と指差してくるリアラ。すると、タイミングが良いのか悪いのか、透とう明めい化も時間切れのようで。

　再び徐じよ々じよに姿を現しながら、クロノスは軽快な笑い声を上げる。

「おおっ、残念、タイムアップか。ふはは、やるなあ、リアラ。感心したぞ！」

「それはどうもっ！　ですが、観念していただきますよ～……!?　今回ばかりは、イタズラが過ぎますっ！　私が、この手でっ……！」

「お、どうするのだ？　どんなお仕置きをするつもりか、ちょっと興味あるぞ」

「えっ。……それは、えーっと……た、叩たたきますっ！　か、覚かく悟ごしなさいっ、痛いのですからねっ！　えいっ、えいっ、どうですか！　えーいっ！」

「おー。ぐ、ぐわー、なんてビンタだ。ひー、かんべんしてくれ、ぐーわー」

「そ、そうでしょうっ、痛いでしょう！　その痛みが、私達の味わった辱はずかしめなのですよ！　えいっ、反省なさいっ、えーいっ！」

　リアラの恐るべきお仕置きを、擬ぎ音おんで表すなら──ぺちん、ぺちん、だ。ぶっちゃけよう、全く痛くないどころか、ただカワイイだけの、ご褒ほう美びである。

　幸せと和みしか感じない。これがリアラ達の味わった事なら、また存分にしてあげなければ、とクロノスが固く決意していると──その時、再びノノが現れて。

「──クロー。ちょっぴり、大変ー。一応、報告ー」

「きゃっ!?　の、ノノさん？　何だかデジャヴですね……でも、先ほどと比べれば、それほど重大ではなさそうですけれど……今度は、どうしたのでしょう？」

　クロノスを叩いている手を止め、リアラが首を傾かしげると、ノノは平然と述べた。

「なんか──野盗の集団、ここに……《奴ど隷れい王国クロノス》、襲しゆう撃げきしにきてる、って」

「そうなのですかー…………えっ、野盗？　襲撃？」

　ノノのあまりに軽い報告に、リアラも反応が遅おくれていたが、改めて目を丸くする。

　状じよう況きようを理解したらしいリアラが顔色を変え、慌あわててクロノスに詰つめ寄って来た。

「た、たっ……大変ではないですかあ!?　何をそんなに落ち着いてっ……く、クロノス！　急いでここを、守らないと──」

「ふーん、野盗、野盗ねえ。まあな。ちょっぴりな、大変かな。ははは」

「えええクロノスまで軽いですーっ!?　事の重大さが、分かっているのですかっ!?」

　リアラはこう言うが、さて、これがどれほど重大な事態だというのか。

　クロノスはニヤリと笑み、自分達の余よ裕ゆうの理由を教えるため、リアラに言う。

「そうだな、よーし。では──迎げい撃げきに出るとしようか。リアラ、付いて来るがイイ！」

「は、はいっ！　私も……《神しん剣けんアリエス》はありませんが、神術（回復魔ま術じゆつ）と……《奴隷聖具》で、精せい一いつ杯ぱいお手伝いしますっ！　皆みなさんを、守るため──」

「ああいや、そんな肩かたひじ張らなくても、大丈夫だと思うぞ？　それにリアラも、既すでに充じゆう分ぶん、手伝ってくれているからなあ。ふははー」

「へ？　そ、それは一体、どういう意味で……って、あっ」

　クロノスの言葉の意味に、リアラが何か思い当たった訳ではないらしい、が──クロノスの姿を凝ぎよう視ししてきて、暫しばし沈ちん黙もく。

　そして、一つの目的を思い出したらしく、震ふるえる声で言ってきたのは。

「クロノス……そんな恰かつ好こうで、戦うおつもりではないですよね……？　とりあえずっ……私のネグリジェを返して、ちゃんと着き替がえてきなさーいっ!?」

　クロノスも、言われてようやく気付き、「いっけね」と呟つぶやくのだった。




　　　　■■■




　襲しゆう来らいしてくる賊ぞくとの距きよ離りは、《奴隷王国クロノス》へ通じる門からは、まだ程遠い。

　わざわざ門前にまで出てきてやったクロノスと、〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟達が、まだ豆まめ粒つぶのように見える野盗の集団を、静かに見み据すえる。

　そんな中、緊張しながらも勇ましく隣となりに立っているリアラが、声をかけてきた。

「き、騎き乗じようしている姿もありますね……馬ば賊ぞく、でしょうか。数も、かなり……っ。《神国》では〝呪じゆ薬やく〟の化け物さんも、倒たおせましたし……《奴隷聖具》なら大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「ああ、余裕だな。しかし、数十人、ってトコか。うーむ、アレは──」

「は、はいっ。さすがに苦戦しそうですよね……でも私、がんばりま──！」

「賊ぞく如ごときが、ナメてんな。千は連れて来いっつーカンジ」

「え、えええっ!?　いえ何を言っているのです、こちらは《奴隷聖具》があると言っても、たった五人ですよ!?　せ、せめて、フィオナの手も借りてっ……」

　リアラの言う通り、迎撃に出ているのはクロノスとリアラ、そしてアテナ、ノノ、ルーアだけである。フィオナはメイを守るためもあり、本ほん拠きよ地ち内に待機させていた。

　だが、仮にフィオナを加えたとしても、六人だ。敵にとって未知なる《奴隷聖具》があるといっても、単純な物量差は埋うめきれない。

　そう、《奴隷聖具》があるといっても──リアラはそう言ってくる、が。

「大丈夫だ、リアラ──《奴隷聖具》と、普ふ段だんの〝調教〟の積み重ねを、信じろ」

「！　く、クロノスっ……はいっ──って真面目な感じに言っても、流されませんからね!?　何ですか〝調教〟の積み重ねって！　全然、恰好よくありませんからねーっ!?」

「ぶはは、いつもの調子が戻もどってきたな。イイコトだ──っと、そろそろ来るぞ？」

「えっ。……きゃっ！　ほ、本当です、向かってきます……っ！」

　拠より所どころに縋すがるように、基本装備たるディルドを、ぎゅっ、と握にぎるリアラ。あえて繰くり返す。すべすべの柔やわらかなお手々で、美少女《姫ひめ奴隷》がディルドを、ぎゅっ、と握る。

　その光景を見届け、吞のん気きに満足していたクロノスの、自前の地じ獄ごく耳みみに──地を揺ゆらす勢いで駆かけてくる賊共の、汚きたない声が届いてくる。

「へっへっへ、《女神にさえ見放された地》とはいえ、人間がいるんなら、あるモンはあるだろうよ……残らず絞り尽つくしてやるぜぇ！」

「つーかオイ、見ろよっ……スゲェ美女が並んでんぞ!?　オイオイ、マジかよォ！」

「ヒャッハー！　早いモン勝ちだぜェ！　散々楽しんだ後、売っ払ぱらってやらァー！」

　欲よく望ぼう丸出しの、ケダモノ共の濁だみ声ごえ──これにはクロノス、久々に、カチンとくる。

　怖こわがりなルーアなどは過か敏びんなのか、「ひえっ」と怯おびえていた。ただし、迫せまりくる賊の群れに対してではなく、クロノスを見て、である。

　そうとは知らず前方に集中するリアラの、可愛らしい小さな肩に、軽く手を置き。

「リアラ、よ～く見ていろ、クックック──もうすぐだぞ」

「……えっ？　く、クロノス、もうすぐ、って……？」

　リアラに上うわ目め遣づかいで見つめられ、賊共の姿が徐々に大きく見えてくる中、一言。




「身の程知らずのクソ虫共の──悲ひ惨さんな末路よ」




　クロノスが呟くのと、ほぼ同時に──前方で、爆ばく発はつが起こった。

「ヒャッ、ハ──ハギャアアアアッ!?」

「な、何だ!?　一体何が起こっ……ぐ、グエェェェェ!?」

　爆発は、一いつ箇か所しよのみで起こっている訳ではない。賊共の踏ふんだ地、進もうとする方向、それこそ数十はいる賊共の一人一人へと、律りち儀ぎなまでに災いが降りかかる。

　この事態を見て、呆あつ気けにとられていたリアラだが、まさか、とすぐさま声を上げた。

「こ、これって、罠わな……しかもこんな、魔ま法ほうのような現象は……《奴隷聖具》ですか!?」

「──その通り！　よ～しよし、リアラはカワイイ上に、賢かしこいイイ子だな～」

「え、ええっ、そんなぁ、えへへ……♡　って場合じゃないのですよっ！　い、一体どんな《奴隷聖具》を使って……？」

「フッ、気になるか。ならば教えて進ぜよう。その正体は──コイツよ！」

「そ、それはっ！　……えっ、それ、って……ろ、ローター、ですか？」

　リアラの言う通り、つい最近、彼女への調教にも使った、ピンク色のローターだ。

　それを確認したリアラが、微かすかな怯えを含ふくませながら、勢いよく言げん及きゆうしてくる。

「あ、あ、あんな爆発するような物、私に使ったのですか!?　怖いのですけれどー!?」

「ふはは、そんなワケないだろ。〝調教〟はあくまで力を溜ためる過程だ。いや、たとえ力が満タンでも、あのローターが俺様のカワイイ奴隷ちゃん達を害するコトはない」

「えっ？　そ、それは……どうして、です？」

　率直に紡つむがれたリアラの疑問に、クロノスは頷うなずきながら、余裕を持って説明した。

「あのローターはな、この《女神にさえ見放された地》の周辺、そこかしこに埋め込まれている。だが、例えば野生動物なんかが通ったとしても、爆発したりはせん。なぜなら野生動物には、敵意がないからな」

「敵意？　……あっ！　つまりローターは、敵意に反応して発動しているのですか!?」

「フハッ、その通り！　本当に理解が早いな《姫奴隷》ちゃん！　厳密には、敵意や害意、殺意っていう、悪意や邪じや心しんを持つ者が近づくと、それに反応して振しん動どうし、能力が発動するというワケだ。そういう振ふり分けが自動で出来なければ、ほれ、フィオナとメイも、この本拠地には辿たどり着けなかったはずだぞ」

　確かに、と素直に頷いてくるリアラに、クロノスは満足しつつ、更さらに補足を加える。

「しかも、起こせる事象は爆発だけではない。ほれ、見てみな」

　今もなお〝ローターの罠〟に翻ほん弄ろうされ続ける賊ぞく徒と共を指差すと、そこには。

「ち、ちくしょっ、進めねえ、どころか、死んじま……ひっ、火っ、ヒィィィ!?」

「な、なんだっ!?　何もねぇ所から、炎ほのおがっ……ギャ、ギャアアッ!?」

「……ヴェッ!?　こ、こっちで仲間が凍こおってんぞ!?　どうなってんだコリャア!?」

　爆発に吹ふき飛ばされる者、炎に巻かれる者、氷こおり漬づけになる者──様々な現象が起こる、その術理を、クロノスは説いてみせる。

「最もスタンダードなピンクローターは〝爆発〟。赤い、つまりレッドローターは〝炎〟で、ブルーローターは〝凍らせる〟。能力にバリエーションをつけるのにも、目的があってな。まあ奴やつらのようなカス共を色んな方法で苦しめるだけでも、悪くないのだが」

　その目的についても、良いように踊おどらされ続ける下げ卑びた賊達が、恐きよう怖ふのまま叫さけぶ。

「こ、こんなこと、ありえねェ……普ふ通つうじゃねェーッ!?　い、怒いかりだっ……《女神》サマが、怒おこっておられやがんだァ!?」

「そうだ、ここは《女神にさえ見放された地》ッ……そもそもそんな場所に、あんな上等な女共がいること自体、どう考えたっておかしいじゃあねェか！」

「あ、悪あく魔まだッ……アイツラも悪魔なんだ!?　に、逃にげろォォォ！」

　ついには潰かい走そうし、我先にと逃げ出す野盗共を見送りながら、クロノスは。

「と、この通りよ。《奴隷王国クロノス》の発展が外部に伝わらず、いまだに《女神にさえ見放された地》と呼ばれるのも、知らぬ者には祟たたりや呪のろいのように思える現象が、噂うわさになって伝わっているのだろうな。まあ俺様のカワイイ奴隷ちゃん達を悪魔だとかほざきやがったのは、万死に値するが──その分の罰ばつは、もう少し受けてもらうとして」

　野盗共は逃げようとした先でも、いまだに爆発に巻き込まれていた。慈も愛もなく、知性も理性も品性も、欠片かけらほどもなさそうな無法者達が、口々に喚わめき散らす。

「お、俺達が一体ナニしたってんだよ！　ただ、ただ俺達はっ……道行く奴から金品を巻き上げたり、弱そうなやつを狙ねらって身みぐるみ剝はいだり、商団を見つけては略りやく奪だつを繰り返したり、頑がん張ばって盗とう賊ぞく業を生なり業わいにしてるだけじゃねェーか！」

「そして今まさに奪うばい蹂じゆう躙りんしようとしてただけなのに、なんでこんな惨むごい目に!?」

「チクショォ！　俺達が……俺達が一体、ナニしたってんだよォォォ！」

　なるほど、彼らも彼らなりに、頑張っているのだなあ、精一杯なのだなあ。

　心が広いと自負するクロノス、ニッカリと笑い、頷きながら一言。

「死ねカス」

「「「ギィアァァァァァ!?」」」

　一言吐はき捨てるだけで、充分かなって。

　結局、壊かい滅めつ状態となった野盗団は、這ほう這うの体で逃げ出していく。

　ケッ、と侮ぶ蔑べつの目で見送ったクロノスが、締しめ括くくるように言葉を続けた。

「これぞ、《奴ど隷れい王国クロノス》を守護する防衛線──数十の塵じん芥かいなど、物の数ではない。断言しよう、一軍さえ、ここには手を出せんと。そう、これこそが──！」

　バッ、とマントを翻ひるがえし、堂々と示す、その名とは。




「《奴隷聖具》〝ローター地じ雷らい原〟──いまだ敵なし、無敵の防衛線よオ！」

「内容を知っちゃったら、祟りや呪いのほうがマシと思うかもですけどねー!?」




　真面目なリアラは、どうもやはり、そう素直には受け入れられないらしい。

　一方、クロノスと同様、慣れきっているノノとアテナが、順番に口を開く。

「はー、終わった、終わった。あほくさ。クロ、帰ろ。帰ってイチャイチャ、しよっ♡」

「ふう……クロノス様、帰りましょう……？　ご飯の支度、続き、しますね……♪」

　大した事などなかったかのように、クロノスに促うながしてくる二人。

　ただ、ルーアだけは、リアラを慮おもんぱかり駆け寄って行ったようで。

「リアラちゃん、分かります、分かりますよっ……あたしもまだ、ぜんっぜん慣れませんもんーっ！　怖いものは怖いですよ、ねっ!?」

「ルーアさんっ！　で、ですよねっ？　こんなの、いきなり落ち着いていられるほうが、おかしいですよねっ!?　特にクロノスとか……クロノスとかーっ！」

　何やら失礼な事を叫ばれているが、ルーアとリアラに関しては、これくらいで気持ちのバランスが取れているのかもしれない。

　何はともあれ、何事もなく、事態は解決した。

　さあ、後はカワイイ奴隷ちゃん達を連れて、戻るだけ──……




　　　　■■■




《女神にさえ見放された地》を、集団で攻せめていた野盗達が、あっさりと撃げき退たいされた。

　近くの森に身を隠かくし、一部始終を見届けていた、四つの人ひと影かげ。

　それは、見目麗うるわしき、四人の美少女で構成されたチーム。《聖天花騎士団アンゼリカ》と称しようされる、可か憐れんなる戦乙おと女め達だ。

　その中のおどおどとした少女が、か弱い声で呟つぶやいた。

「な、なんなんでしょう、爆発したり、炎が湧わいたり、凍ったり……や、やっぱりあれが、《女神にさえ見放された地》の、呪い……!?　こ、怖いですぅ～っ……！」

　気弱な発言の直後、次に声を放ったのは、小こ柄がらだが快活そうな少女。

「へっへー、でもまっ、ウチら四人にさえ一方的に負けるような、ザコ盗賊ならともかく……ウチらなら、アレくらい余よ裕ゆうっしょー！」

　前向きな言動の少女を見つめ、茫ぼう洋ようとした笑みを浮うかべる、眼鏡をかけた美女。

「うふふ、油断しちゃダメよ～？　わざわざ野盗の皆みなさんを脅おどして、けしかけたのに……ほとんど参考にならなかったもの～。私達の目的は、もっと別なのに～」

　茫洋とした笑みの奥に、妖よう艶えんさと、底知れない恐おそろしさが、混在している。

　三人が、思い思いに言葉を交わした後──全身をすっぽりと覆おおい隠すローブを纏まとった、最後の四人目が、感情の揺らぎを一切感じさせない、冷れい淡たんな口調で告げる。

「──今回の目的は、あそこ」

　すっ、とおもむろに指差した先に、他の三人が即そく座ざに、従順に、目を向ける。

　注目するのは、四人の美女を伴ともなった、一人の男──その名を、ローブの女は口にした。

「標的は、奴隷商クロノス」

　そして、呟く事は、ただ一つ。

「彼を───討とう伐ばつするわ」

　その言葉を合図に、他の三人は、弾はじかれるように飛び出した。




　　　　■■■




「───絶世の美女がいる」

　帰き還かんすべく踵きびすを返していたクロノスが、呟きながら、反射的に振り返る。

　きょとん、と首を傾かしげながら、リアラがおずおずと語りかけてきた。

「へ？　あ。え、えーっと、クロノス？　それは、そ、その～……」

　何か聞きたいようだが、聞けないらしい彼女に代わり──尋たずねてきたのは、ノノ。

「クロ。それって……ノノのコト？　あと、このムッツリ牛うし乳ちち奴隷も、『え～それ私の事ですかぁ～？　んも～照れますよぉんも～も～』と、聞きたかった、思う」

「ちっ違ちがいますし、そんな喋しやべり方しませんけれど!?　だ、だってクロノス、普ふ段だんからそんな感じの事を言いますし……いえだからって、私の事だとか思ってませんけどね!?」

　リアラの言い分もなかなかに怪あやしいが、残念ながら今回は、クロノスも全てを肯こう定ていする事はできない。

「いや、リアラも、ノノも、アテナも、ルーアも。絶世の美女で、俺様の自じ慢まんの奴隷ちゃんだ。そこについては、間ま違ちがいない」

「うが。……で、ですから、そういう事ばかり、言うからですねぇ……あう」

「だがリアラ、すまんが──今回は、違う。どこかから、俺達を見ているのだ」

「……は、はい？　そうは、言っても……見み渡わたす限かぎり、荒あれ果てた地ですし……人なんて、それこそさっきの野盗さん達くらいしか……えっ!?」

　周囲を見渡していたリアラが、遠目に何者かの人影を捉とらえたらしい。

　クロノスも、確認した。駆かけてくるのは、いかにも快活そうな、軽装で小柄な少女。

「悪逆奴隷商クロノス～～～ッ！　その首、ウチがいただくッスよぉ～っ！」

　名指ししてきた少女の声に、リアラが驚おどろきながら、クロノスの腕うでを摑つかんでくる。

「きゃっ!?　ほ、本当にいらっしゃいましたよ!?　クロノス、なぜ分かったので──」

「──違う。カワイイのは確かだが、あの娘こでは、ない」

「えっ、えっ？　……って、あ、危ないっ！　あの子、〝ローター地雷原〟にっ!?」

　つい先ほど、野盗の集団を完かん膚ぷなきまでに撃退した防衛線だ。

　そこに軽装の少女が突つっ込もうとしているなら、心優しいリアラが心配するのは、当然──だが、その心配は無む為いに帰す。

「へっへーんっ……とっ、とっ、とっ、とぉぉぉっ！」

「!?　ば……爆ばく発はつを避よけながら、進んできますっ!?」

　一歩一歩、軽快なステップを踏ふむ少女は、着地と爆発までの間に、次の場所へ移っている。身体能力に頼たよった、あまりにもシンプルな手段だが、これも一つの攻こう略りやく法。

　更に、少女が素早いだけでない事を、クロノスは既すでに見み抜ぬいていた。

（軽装と速度を活かすためとはいえ、武器を持っていないのは──持たなくてイイ理由がある、ってコトか。ならば恐らく、手足に魔ま力りよくを籠こめて──）

「よぉ～っし……いっくぞぉ～～～っ！」

　クロノスの予想通り、少女は右手に、一点集中で魔力を籠めて。

「うっ──りゃあああああっ！」

　拳こぶしを大地に叩たたきつけて砕くだき、埋うまっていたピンクローター達を弾き飛ばした。

　やはり、とクロノスは確信しながら、ぼそりと呟く。

「魔ま法ほうの力を利用した、格かく闘とう家かか。なかなかやる、が、しかし」

　爆発を躱かわし、大地を砕けても、凍りつかされてしまえば、どうか。

「へへっ──ひゃあっ!?　つ、つめたぁっ。う、やばっ、動けないよ～っ!?」

　足元が凍り、地に突いた手まで凍り、四よつん這ばいの姿勢で動きを封ふうじられる少女。

　だがその時、遥はるか遠方から湧き上がった眩まばゆい光が、少女の体を包み込んだ。

「《女神》様、御お力をお貸しください──《女神の慈じ悲ひ》よ！」

「！　ひゃ～っ……た、助かったよ～っ！」

　陽光に照らされるかのように、氷が溶とけ出し、軽装の少女が解放される。

　それを為なした者の正体は、遠方に辛かろうじて、肉眼で確認できた。

　修道女の服を身に纏った、幼く、ルーア以上に気弱そうな少女だ。

「《女神》を信しん奉ぽうし、神の奇き跡せきを起こす者、シスターだな。だが、あの子も違う」

「で、ですから、違うって何が──」

　リアラが問おうとしてくるが、状じよう況きようは目まぐるしい変化を見せる。

　凍こおらせる〝ブルーローター〟に引き続き、今度は〝レッドローター〟の炎ほのおが、炎の壁かべの如ごとく襲しゆう撃げき者の進行方向に立ち塞ふさがった。

　けれど、彼女達の道を遮さえぎれたのも、束の間の話。突とつ如じよ、どこからともなく降ってわいた水流が、炎の壁をあっさりと鎮ちん火かしてしまった。

「うふふ～。すごい魔法みたいだけど～……炎なんて、水を司つかさどる私の魔法の前には、無意味よ～？　全部、全部……洗い流しちゃえば、いいだけだもの～」

　新たに姿を現したのは、茫洋とした笑みを絶やさない、魔ま女じよの被かぶるような大きな三角帽ぼう子しをかぶった女性。妖艶な美女だが、しかし。

「違う──美女だが、違うな。魔法は恐らく、東の《魔法大国エンテ》の流れだろうが」

「も、もおっ……クロノスっ、いい加減、答えてください！　さっきから、違う違うって、何の事なのですっ!?」

　堪たえかねたのか、今度こそ、と勢いよく詰きつ問もんしてきたリアラ。

　まあ当然か、とクロノスは周囲への警けい戒かいを絶やさぬまま、己の言葉の意味を語った。

「美しいというのは、ただ外見だけを指して、使う言葉ではない。例えばリアラ、おまえは見た目も究極的に、誰だれにも負けぬほど美しく、可愛らしく、魅み力りよく的だ」

「うな。……きゅ、きゅう、きょ……うつ、かわ、みりょ……？」

「だが、美しいのは外観だけではない。リアラは慈じ愛あいに溢あふれ、心優しく、聡そう明めいだ。以前は純真すぎて、そこに付け込まれたコトもあるが、それは付け込んだ者に非があって、純真はむしろ長所と言える。更さらには回復魔ま術じゆつまで扱あつかえるし、能力的にも美しい──」

「も、もういいです私の事は、もういいですからーっ!?　と、とにかくつまり……今この付近に、そういう人がいて……けれどそれは、あの方々ではない、という事ですね？」

　なぜだか顔を真っ赤にしているリアラに、クロノスは簡潔に頷うなずいて返す。




　どこかに、いる──絶世の美女と呼ばずに、いられないような──突とつ出しゆつした存在が。




　けれど、今しがた飛び出してきた娘むすめ達も、相当の使い手だ。野盗集団を瞬またたく間まに潰かい走そうさせた〝ローター地じ雷らい原〟を、たった三人で、互たがいにフォローし合い、攻略している。

　だからこそ、クロノスはあえて前に進みながら、ノノに声を掛かけた。

「ノノ！　準備してくれ。まずは一人、捕とらえるぞ！」

「！　わかった、クロ。ノノに、まかせてっ♪」

　快く返事してきたノノが、彼女の専用《奴ど隷れい聖具》である荒あら縄なわを取り出し、構えた。

　この〝ローター地雷原〟の設置を発案したのは、当然、クロノス。

　だからこそ、すぐに機が訪れる事も、予測できていた。

　そう、今まさに──格闘家の少女が突出してきた、その瞬しゆん間かん。

「むっ、また罠わな……あっ？」

　それはまだ、発動を見せた事のない、黄色いローターの地雷──その能力は。

「あ、あっ──あばばーっ!?　きゅ、きゅうう～～～っ……？」

　雷かみなりを放ち、感電させる──それが〝イエローローター〟である──！

　どれほど素早くとも、雷までは避けられなかったようだ。目を回して倒たおれる格闘家の少女を、ノノが躊ちゆう躇ちよも隙すきもなく、迅じん速そくに捕らえようとする。

「今、チャンス──んっ、捕つかまえた──！」

　ノノは、成功を確信していただろう。クロノスも、それは同じだった。

　───けれど。

「………えっ？」

　ノノにしては珍めずらしく、困こん惑わくの表情を、隠せていない。

　今しがた放った荒縄が──頑がん強きような《奴隷聖具》が、斬きり裂さかれていたのだから。

　それを為したのは、いつの間にそこに立っていたのか、ローブを纏った謎なぞの人物。

　フードを目深にかぶっているため、ローブの下の顔は、確認できない。

　そんな人物と対たい峙じし、クロノスは軽く頭を振ふった。

「ついに来ちまったか──せめて一人でも、戦力を削けずっておきたかったんだが」

　呟つぶやくのとほとんど同時に、先ほど格闘家の少女を襲おそった〝イエローローター〟の電でん撃げきが、ローブの人物にも襲い掛かる。

　だが、ローブの人物は、その手に携たずさえていた一本の長槍やりを、軽々と揮ふるい。

「───ハッ！」

　電撃を、電撃を──斬り裂いてしまった──！

　その光景に、リアラ達も啞あ然ぜんとして何も言えなくなってしまう。

　クロノスも、さすがに危機感を覚えながら、言葉を漏もらした。

「参ったな。分かっちゃいたコトだが、これほどまでとは、な」

　常識はずれの荒あら技わざを披ひ露ろうした人物の、全身を覆い隠かくしていたローブが、電撃の影えい響きようで破れていく。そしてようやく、その姿が露あらわになると、クロノスは改めて口を開いた。




「とんでもないほどの──絶世の、美女だ」




　ローブから解き放たれた、その圧あつ倒とう的な存在感、美び貌ぼうは、クロノスの言葉以上。

　前下がりのボブカットは銀ぎん髪ぱつで、陽光を反射し、至宝の煌きらめきを湛たたえている。純白に限りなく近い白肌はだは、誇こ張ちようなしに輝かがやくほどの美しさを主張していた。

　そのスタイルもまた、何を身に纏まとっていても判別できるほど、しなやかな起き伏ふくに富んでいる──が、それだけに、無骨な漆しつ黒こくの鎧よろいを着ているのが、クロノスには残念だった。

　切れ長の目は、彼女が手にしている、槍の穂ほ先さきのような鋭するどさ。

　と、まさにその槍を見て、アテナが驚きよう愕がくの声を上げた。

「……く、クロノス様っ。あの槍、まさか……そ、そんな……なぜっ」

　アテナを驚かせるほどの代物、クロノスが、知らないはずはない。

　そう、絶世の美女が手にする、その槍こそは。

「あれは、《勇ゆう槍そうトリアーナ》──間違いない、《女神の聖具》だ」

「……はいっ!?　く、クロノス、今、何と!?」

　真っ先に問いかけてきたのは、《お姫ひめ様さま》たるリアラ。信じられない、と言わんばかりの表情だが、間違いではない。




〝七つの国〟の一つ、各国の北東部に位置する《勇国トリアーナ》は、南東に位置する《奴隷王国クロノス》から見れば、真北に存在する国だ。

《勇国》はその名の通り、勇ましさを尊ぶ武力国家。国土・国力でいえば〝七つの国〟でも下位ではあるが、その勇ゆう猛もうさは、各国に知られるほど。




　その《勇国》の《女神の聖具》を所持する彼女は、つまり──クロノスが、先だって尋たずねてきていたリアラへと、答えを返す。

「《女神の聖具》である《勇槍トリアーナ》を扱う、絶世の美女──つまり彼女は、リアラと同じ《お姫様》というコトだ。だが、彼女に関しては、別の異名もある」

「べ……別の異名、ですか？」

「ああ。戦場へ出れば一いつ騎き当とう千せん、一軍をも一人で屠ほふり、国さえ滅ほろぼせるとまことしやかに囁ささやかれる、圧倒的武力。傷つくコトを恐おそれぬ勇猛な戦いぶりから、付いた異名が──」

　数多あまたある戦場における、畏い敬けいと恐きよう怖ふの体現者。

　ただ一人で、戦場の全てを支配する、絶対強者。

　そう、彼女こそが──




「〝地上最強〟の《勇者姫》──エリィ＝プラータ＝トリアーナだ──！」








《第三章》あれが地上最強の《勇者姫》……ってちょっと、強すぎませんかっ!?









〝地上最強〟の《勇者姫》──エリィと、クロノス率いる〝カワイイ奴隷ちゃん〟達は、真っ向から対たい峙じする形となっていた。

　彼女の仲間であろうシスターや魔ま法ほう使つかいとは距きよ離りがあり、格闘家の少女は失神中。

　つまりエリィは一人、孤こ立りつしている状態なのだが。

「………………」

　彼女に気負いのようなものは、一切感じられない。どころか、そもそも感情さえも、全くないのではと思わせるほどに、何も伝わってこなかった。

　ただそこに、あるがまま、あるだけ。敵がいようと、関係なく。

　このまま、動かないのではないか──そんな考えがよぎった、次の瞬間。

「……───ハッ！」

　瞬まばたきするほどの間に、高速で突つき出されてくる、槍の穂先。

　それに辛かろうじて反応したのは、薙刀グレイブ状に巨きよ大だい化した《奴隷聖具》たる耳かきを構える、アテナ──だが、しかし。

「クロノス様っ、あぶなっ……きゃ、あっ……!?」

「！　アテナ、大だい丈じよう夫ぶか!?　気を付けろ！」

　かつて《呪じゆ薬やく》で暴走した化け物さえ、紙かみ屑くずのように弾はじき飛ばしていたアテナの《奴隷聖具》が、逆に軽々とあしらわれてしまう。

　つい反射的にアテナを心配してしまうクロノスの、その隙を、《勇者姫》は更に突こうとしていたようだ、が。

「！　……縄なわ？」

　槍を繰くり出す直前、ノノの荒縄が生き物のように、エリィを拘こう束そくしていた。

　荒縄の先を持ったノノが、ぎゅっ、と更に強く縛しばり付ける。《破は壊かい神》と化したフィオナさえ封ふうじたのだ。これで、動きを止められないはずがない。

　しかし、それも。

「ふうっ……──ンッ！」

「!?　……んなっ」

　エリィを締しめ付けていた荒縄を、逆に思い切り引っ張ったかと思いきや──ノノを、そのまま投げ飛ばしてしまった。

　信じられない、とノノが顔を顰しかめたのは、けれど一いつ瞬しゆんだけ。

「っ、ナメるなっ──くらえっ！」

　中空の不安定な体勢から、ノノが隠し持っていたナイフを投げつける。が、刃やいばはエリィを捉とらえることなく、荒あれた地に突き刺ささってしまった。

　エリィは〝外れた〟と思っているだろう。だがクロノスは〝外した〟と知っている。

　ノノのナイフが突き刺さった、その場から──〝レッドローター〟の炎ほのおが噴ふき出した。

　それこそが、ノノの狙ねらいだったのだ──が、しかし。

「………ハッ！」

「……チッ、このっ……炎を、当たり前、みたいに……払はらうなっ」

　ノノが心底、憎にく々にくしそうに吐はき捨てるほど、容易たやすく切り抜ぬけられてしまう。

　何もかも、歯が立たない。今も再び、アテナが《奴隷聖具》を振りかざして対応しているが、武術に長たけている彼女でさえ、防戦一方だ。

　いや、防戦さえままならない。エリィの強きよう烈れつな突きが、神速の勢いで繰り出されると。

「うっ、く……っ!?　く、クロノス様っ──！」

　突きを《奴隷聖具》で受け止めたアテナが、後方へ吹ふき飛ばされている隙に、エリィがクロノスに向けて猛もう然ぜんと迫せまってきた。

　瞬間、クロノスは自身の腰こしに提げている剣けんの柄つかに手を掛かけつつ、後ろに控ひかえる二人へと声を発した。

「リアラ、ルーア、下がっていろ！」

「っ、クロノス!?」「クロノスさんっ!?」

　戸と惑まどう二人を背後へ押しやり、クロノスは果か敢かんにも前方へと躍おどり出た。

　迫りくるのは、〝地上最強〟と名高き《勇者姫》。だが、アテナもノノも退けられている相手に、何の策もなく立ち向かうほど、無む謀ぼうではない。

　剣の柄に、手を掛けたのは──ブラフだ。真の狙いは、クロノスの懐ふところの中にある。

　エリィの槍が、もうすぐそこにまで迫っていた、その時にこそ。

「悪いな、《勇者姫》ちゃん──少し痺しびれてもらうぞ！」

　クロノスは、懐に忍しのばせていた数個の〝イエローローター〟を、投げつけた──！

　発生した雷をも切り裂いてしまうなら、直接、当てればいい。幸いエリィにとっても予想外だったようで、槍で払う事もできぬまま、ローターが彼女にぶつかり、そして。

「!!」

　バチリ、短くも鋭い音が鳴り響ひびき、クロノスの策が成った事を証明する。

《勇者姫》が、いかに〝地上最強〟でも、これほどの電撃を耐たえ切れるはずはない。

　そのはず、だったのに。

「───なん、だと？」

　クロノスは、我が目を疑った──《勇者姫》エリィは、電撃に怯ひるむ事さえなく、まるで何事もなかったかのように、直進してきている。

　ありえない──いやそもそも、ありえない事は、既すでにいくつも起こっていた。

〝地上最強〟の《勇者姫》との遭そう遇ぐう。雷いかずちさえも切り払う、その実力。

　アテナが、ノノが、《奴ど隷れい聖具》の力を以もつてしても、歯が立たなかった事。

　そして今、電撃の直ちよく撃げきに──全く怯まず、顔色さえも変えなかったのは。




（まさか、《勇者姫》エリィは──痛みを、感じないのか？）




　直観的に理解したのは、迫りくる死の槍が、クロノスの感覚を鋭えい敏びんにさせたのか。

　伸のびてくる槍の穂先を、躱かわす術すべは、もはやない。

「クロ、ノス？　──クロノスーーーっ！」

　リアラの悲痛な叫さけび声を聞きながら、クロノスは、《女神の聖具》たる《勇槍トリアーナ》に、貫つらぬかれるしかない。

　……けれど、そこでまた、ありえない事が起きた。

「………えっ？」

　今の声は、リアラでも、アテナでも、ノノでも、ルーアでもない。

《勇者姫》エリィが、発したのだ──クロノスの喉のど元もとで、槍やりの穂先を止めた、彼女が。

「？　??　……えっ……ワタシ、なぜ……？」

　なぜ、それはクロノスも聞きたいが、エリィ自身にも分かっていないようだった。

　とはいえ、いつまでもそうしている訳ではない。

　今度こそとエリィは、ぐっ、と槍の穂先を押し出そうとしてきたが──その直前。

「クロノスからっ、離はなれてえっ！　やああああっ！」

　割って入ってきたのは、リアラ。基本装備たるディルドをエリィに向けて投げつけ、眩まばゆい光を放たせると。

「!?　くっ……眩まぶしい……」

　電でん撃げきに怯まなくとも、さすがに光までは遮さえぎれないらしい。《勇槍トリアーナ》は右手に持ち、左ひだり腕うでで目を隠かくしたエリィに、彼女の仲間であるシスターと魔法使いが声を掛けた。

「エリィ様あーっ！　仲間は回収しましたっ！」

「エリィちゃん～。ここは一いつ旦たん、撤てつ退たいしましょう～？」

「あ。……ええ、分かった、わ」

　仲間達に促うながされ、エリィは槍を引き、退ひいていく──と、それこそ、いつの間にか出現したように見えた最初と同じく、人間離ばなれした恐ろしい速度で。

　結果、突とつ如じよとして現れた、〝地上最強〟の《勇者姫ひめ》エリィは。

　クロノス達を散々に引っ搔かき回した上、傷一つ負わず、退散していったのだった。




　　　　■■■




《勇者姫》とその仲間達が、完全に姿を消したのを確認してから、アテナとノノが、クロノスのもとへと戻もどってきた。

「っ、はあっ……クロノス様、クロノス様ぁっ……無事で、良かったですっ……」

「クロ、大丈夫？　怪け我が、ない？　どこか、痛むなら、言って？」

　ほとんど抱だき着きながら、心配してくる二人。

　しかもルーアまで、クロノスの後ろで、これまた珍めずらしく。

「え、え……えぇ～～～ん！　クロノスさん、大丈夫ですか!?　もうもう、やられちゃったかと思いましたよ～！　うえぇ～～～ん！」

「うわ。ちょっと、ルーア、ナニ？　いつも、クロの調教、イヤがってる割に……何だかんだ、言って……やっぱ、クロに、お尻しり揉もまれるの……好きなの？」

「いえイヤですよノノさん、それは！　イヤですけど……だからって、死んじゃうのだってイヤに決まってるじゃないですかあ！　よかったよ～無事でよかったぁ～！」

　変に純じゆん朴ぼくなところのあるルーアに、ノノも呆あきれ顔がおをするしかないようだ。

　けれど、肝かん心じんのクロノスは、彼女達の心配に対し、反応する事が出来ないでいた。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ、そんな状態のクロノスに、リアラが沈しずんだ表情で語りかけてくる。

「クロノス……そう、ですよね。ついさっき、喉元に槍を突き付けられて、危険な目に遭あって……ショックを受けてしまうのも、当然ですよね……」

　クロノスの心境を慮おもんぱかってくれる、心優しいリアラの言葉は続く──が。

「私も、驚おどろきました……あんなに強い人が、この世に存在するなんて。あれが……あれが地上最強の《勇者姫》──」




「────欲しい」




「はい。………ふえっ？」

　クロノスの口から、自然と漏もれ出た言葉は、リアラを呆ほうけさせていた。

　しかし自然と出たからこそ、今のは本心からのものだと理解できる。そして、一度言ってしまえば、それはもう止まらない。




「欲しい、欲しい、欲しい──俺は、あの娘こが──《勇者姫》エリィが、欲しいッ！」




　クロノスの素直な欲よつ求きゆうの連呼に、呆けていたリアラが、次は驚きよう愕がくの声を上げてくる。

「え、え……えええっ!?　何を言っているのですっ!?　今さっき命を狙われていたの、分かっているのですか!?　喉元に槍を突き付けてきた人を、ほ……欲しい、なんて」

「何を言う、だからこそ、だろ。常識外の力を持つ《奴隷聖具》も、俺様自じ慢まんのカワイイ奴隷ちゃん達も、全てを突とつ破ぱした上で、喉元にまで迫ってきたんだぞ。そんな美しすぎる絶世の美女、欲しいと思うのが、当然だろう？」

「と、当然って……ですから、命を狙われているのにですねえっ」

「何より──おかしいと思わんか？　〝地上最強〟とはいえ国のトップたる《お姫様》が、こうして自ら戦いに出てくるなど。そこには必ず、並々ならぬ事情があるはずだ。その問題如何いかんによっちゃ、俺はあの子を、救ってやらねばならん。カワイイ女の子だしな」

[image: ]

「えっ、あっ、う……カワイイ、とかはともかく……救う、というのなら、確かに……でも現実問題、難しいのでは……み、皆みなさんっ。皆さんからも、何か──」

　戸惑うリアラが、彼女と同様の奴隷ちゃん達へと、意見を求める。

　対して、アテナ、ノノ、ルーアは、それぞれ順番に率直な感想を述べていた。

「ふふっ、助けてあげたい、なんて……クロノス様らしい、ですねっ……」

「ン。クロだから、しゃーなし。何あっても、ブレない。素敵」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じん大だい魔ま王おう、クロノスさんですもんね……はあ～～～……」

「本当によろしいのでしょーか、これー!?」

　心得たものである奴隷ちゃん達の反応に、リアラは逆に焦しよう燥そうを隠せないらしい。

　何はともあれ、腹は決まった。ならば後は、やるだけだ。

「地上最強の《勇者姫》──とはいえ仲間を連れて行動している以上、一人ではさすがに限界がある、というコトだ。だからこそ、まず狙うべきなのは、《勇者姫》の仲間達」

　目的は定まり、そのための策戦と工夫を、凝こらしてみせる。

　不敵な笑みを浮うかべたクロノスが、ぐっ、と拳こぶしを握にぎり締め、天に突つき上げた。




「待っていろよ、《勇者姫》と、その御一行パーテイー──必ずや捕つかまえて、この俺様のカワイイ奴隷ちゃんに、ぶち堕おとしてやるからなぁ！　フハハハハー！」

「とんでもない悪役の台詞せりふ！　もうもうっ……どうなっちゃうのですかぁ～っ!?」




　奴隷商だもの、と高笑いするクロノスに、リアラは不安を禁じ得ないようである。




　　　　■■■




　陽は既に落ち、鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中、薪たきぎを囲んで夜営の準備をしているのは──《勇者姫》の仲間である、三人の少女達。

　その中の一人、軽装の格かく闘とう家か──ラン＝ストーム・ヴォルトは、小さな悲鳴を上げた。

「あっ、あいったたたっ！　フィー、もっと優しく治ち療りようしてよ～!?」

　ランが文句を言っている相手は、フィー＝クラシア＝アルフェティ。《勇国トリアーナ》の教会に所属するシスターにして、回復魔ま術じゆつの使い手だ。

「ら、ランさん、ジッとしててくださいってば。もう……無茶するから、こうやって怪我しちゃうんですよっ」

　フィーが窘たしなめると、薪を火にくべている魔ま女じよ然とした女性、ガラテア＝メルクリウス＝ミストラルも、にこにこと微笑ほほえみを絶やさない口を、ゆっくりと開いた。

「フィーちゃんの言う通りよ～？　ランちゃんったら、いつもいつも、突っ込んでいっちゃって～……お姉さん、心配だわ～……」

　戦せん闘とうに際しては冷れい酷こくな面も見せるガラテアだが、普ふ段だんは至って心優しく、母性的な人ひと柄がらである。それを分かっているからこそ、フィーも心を開いて頷うなずいていた。

　ただ、ランは決して悪意なく、快活に笑いながら否定する。

「いーのいーの。ウチが前に出れば、それだけフィーやガラテアさんから危険が遠ざかるんスから。前衛が前に出るのは当然だし、仲間のための怪我は、怖こわくないよっ！」

「！　……もう。ランちゃんには、敵かなわないわね。うふふっ」

　朗ほがらかな笑みを深めるガラテアに、ランは照てれ隠しに頭をかきながら続けた。

「それにウチ、おバカだし、突っ込むしか能がないッスからね～……ホント、《勇者姫》様に、助けられっぱなしだし……。さっきだって、ウチを助けることなんか優先しなければ、悪逆奴隷商を倒たおせてたんでしょ～？　ああもー、未熟で恥はずかしい～」

「ん。……うふふ、そうねえ、そうかもしれないわね～？」

「うぎゃっ！　ガラテアさん、容よう赦しやないよ～！」

　あえて肯こう定ていしたガラテアに、ランがバツの悪い顔をすると──フィーが口を開いた。

「あの……そういえば、そのエリィお姉様は……？」

　きょろきょろと辺りを見回しつつ、フィーが尋たずねると、それにはガラテアが答えた。

「エリィちゃんなら……近くに泉を見つけて、水浴び中よ～」

「えっ……お一人で、ですか？　だ、大だい丈じよう夫ぶなんですかっ？」

「うふふっ。《勇者姫》に心配なんていらないのは、フィーちゃんも良く知ってるでしょ～？　むしろ私達三人だけより、よっぽど安全なくらいよ～」

　安心させるような言葉に、けれどフィーと、そしてランも、少しだけ俯うつむいて。

「それは、そうかもしれません。でも……一人、なんて……」

「うん。ウチら、四人チームなのに……そんな、単独なんて、そんな……」

　心配から、不満が生まれようとしているのかもしれない。

　皆のお姉さん的存在であるガラテアは、先んじてフォローを入れようとする、が。

「……二人とも、エリィちゃんの事、悪く思わないであげてね～？　あの子は時々、冷たく見えるかもしれない。けれど、ちゃんと仲間の事も、大切に想っ──」

「──カッコいいですよねえっ、孤こ高こう、って感じでっ！　はあ～、恰かつ好こうよすぎて《女神》様と同じ……いえ、それ以上に信しん奉ぽうしちゃいます！　エリィお姉様ぁ～……♡」

「わかるわかる！　ホンット、ウチの憧あこがれッスよ！　地上最強ですもんね～！」

「う、うん。二人がそれで良いなら、良いんだけれどね～？」

　不満などは特になかったらしく、肩かたの力が抜ぬけるガラテア──だが、念のために、とゆっくり立ち上がり。

「でも一応、様子を見に行ってくるわね～？　二人が心配していた、っていうのは伝えておくわ～。それじゃ二人とも……夜営の準備、お願いね～？」

「「は～いっ」」

　二人同時の素直な返事に、にこり、微笑んで頷いたガラテアが、森の奥へ足を運んだ。




　　　　■■■




　森の中で、静せい寂じやくを湛たたえながらも湧わき出る泉は、森を抜けたすぐ傍そばが《女神にさえ見放された地》だとは思えないほど、神聖な美しさを覚えさせる。

　エリィは今、そんな泉の中央で、真白な肌はだを全て晒さらしていた。降り注ぐ月光をその身に浴びながら、体の節々を洗い流していく。

　そうしている内に、ふと、仲間の一人であるフィーの言葉を思い出す。

『お風ふ呂ろとか、沐もく浴よくとかって、大好きなんですっ……気持ちいいですよねっ♪』

　ぴたり、体を洗う手を止め、エリィは小さく俯いた。

（キモチ、イイ？　……ううん。ワタシには、分からない）

　ふい、と頭を振ふり、銀ぎん髪ぱつから滴したたる水すい滴てきを払はらう。

　そのまま無造作に泉から上がり、脱ぬぎ捨てた衣類を置いておいた岩まで歩み寄った。

　一枚一枚、事務的に身に着ける、その途と中ちゆう──ぴたり、エリィは手を止めて呟つぶやく。

「……ガラテア？　そこに、いるでしょ？」

　闇やみへ向けて尋ねかけると、木の後ろに控ひかえていたガラテアが、姿を現してきた。

「うふふ、ご名答よ～。さすが、《勇者姫ひめ》エリィちゃん……ううん、不思議、というべきかしらね……どうして、気配は感じ取れるのかしら」

　微笑みの中に、少しだけ沈んだ感情を滲にじませ、ガラテアは言う。




「エリィちゃんは──〝無痛症しよう〟と〝不感症〟を、患わずらっているのに──」




　その言葉は、真実。当然、エリィも自覚はあるので、不思議な気持ちは同様だ。

「ワタシにも、よくは分からない。けど、近くに自分以外の誰だれかがいたり、見られていたり、というのは……何となく、気配が分かるわ。勘かん……と、いうか」

「ふふ、そうなのね～。まあだからこその、地上最強の《勇者姫》なのかもね～」

「さあ……あまり興味、ないから。……それで、どうしたの？　何か、用事？」

「あらあら、用事だなんて。ランちゃんもフィーちゃんも心配しているから、様子を見に来たのよ～。……もちろん私も、心配だったから、ね？　だって──」

　一つ、間を置いてから、ガラテアは改めて質問を投げかけてきた。




「あなたどうして、あの奴ど隷れい商さんに──トドメ、ささなかったの～？」

「！」




　ガラテアの問いに、はっ、とエリィは顔を上げる。すると、やっぱり、と溜ため息を吐つきながら、ガラテアは言葉を続けてきた。

「士気にも関わるから、フィーちゃんやランちゃんには、〝あの時はランちゃんを助ける事を優先した〟って誤ご魔ま化かしておいたけれど……一体、どうしちゃったの～？　相手は悪逆な奴隷商、躊躇ためらう必要なんて、ないはずなのに～……」

「…………」

　ガラテアの発した疑問に対し、暫しばらく考えてから、エリィが返した答えは。

「ワタシにも……分からないわ。あの時、確かにトドメ……刺さそうと、したのに。槍やりが……勝手に、止まってた。分からない……分からない、の」

「そう……う～ん、あの人達、何だか見た事のない、妙みような術を使っていたし～……それで動き、封ふうじられちゃったのかしら～？　思った以上に、厄やつ介かいね～……」

「そうなの、かな？　そう……かしら」

　あの時そんな、何か術をかけられたような感じは、しなかったけれど──エリィが考え込んでいると、ガラテアは注意を促うながしてくる。

「エリィちゃん……分かっているとは思うけれど、今回の仕事は、絶対に果たさなくちゃいけないのよ～？　《魔ま法ほう大国エンテ》からの、重要な依い頼らいなんだから～」

「！　……ええ、わかってるわ」

《魔法大国エンテ》──〝七つの国〟では東側に位置する、《神国アリエス》にも匹ひつ敵てきする大国だ。《勇国トリアーナ》とは、過去から友好関係にあった、が。

「私達の《勇国トリアーナ》は、国土も小さく、生産業も決して盛んじゃないわ～……勇ゆう猛もうさが売りの武力国家だとは言うけれど、裏を返せば、それしか道がなかっただけ。仮に《魔法大国エンテ》からの支し援えんを、打ち切られようものなら……《勇国》はきっと、滅ほろびの道を歩むしかなくなる。私達は……やるしか、ないのよ～」

　つまるところ、友好関係など表向きのものでしかなく、今や《勇国トリアーナ》は、《魔法大国エンテ》の〝属国〟のようなもの。そう言っても過言ではない。

　それは、《勇国》の《お姫様》たるエリィにも、充じゆう分ぶんに分かっていた。

　だからこそ、エリィは《勇ゆう槍そうトリアーナ》を見つめ、簡潔に述べる。




「わかってる。次は、必ず──果たす」




　この短い言葉に、エリィは、絶対の決意を秘めている。

　ガラテアにも、それは伝わったのだろう、安心したように微笑んでいた。

「うふふ……ええ、信じているわ～。我らが主……《勇者姫》エリィちゃん♪　……さてと、私は先に戻もどるわね～。エリィちゃんも、早くおいでなさいね～？」

「ン。……けど今日は、疲つかれたから……このまま、眠ねむってしまう、かも」

「……もぉ～。エリィちゃんの事だから、大丈夫だろうけれど～……心配になるのは、変わらないのよ？　フィーちゃんも、ランちゃんも、ね～」

　ガラテアはそう言いながらも、一人を好むエリィの性質を汲くんでか、それ以上は何も言わず、仲間達のもとへ戻ってくれた。

　最年長のガラテアとは、三人の仲間達の中で、最も長い付き合いだ。彼女の事は信しん頼らいしているし、その言にも確かな理ことわりがある。

　だからこそ、今度こそ、任務は果たしてみせようと、心に決めた。

（わかっているわ、最初から。ワタシは、地上最強の《勇者姫》として、戦うだけ。それ以外、ワタシには……何も、ないもの）

《勇槍トリアーナ》を、ギュッ、と握にぎりつつ、ごろり、ごつごつとした岩をベッドにし、仰あお向むけになる。

　今度こそ、そう、今度こそ──為なすべき事を、思い浮うかべながら。

（標的を──奴隷商クロノスを、討うつ──そう、躊躇う必要なんて、最初から、ない）

　そうだ、そのはずだ──そのはず、なのに。

（？　……なら、あの時、ワタシは……なぜ、槍を……止めたの？）

　月光を浴びながら、徐じよ々じよに、徐々に、まぶたが下りてきて。

（なぜ、ワタシは……ワタシは、あの時。…………）

　ゆっくりと、導かれるように、意識が闇に落ちていった。




　　　　■■■




　………………。

　これは、夢だ。昔の夢。エリィが幼かった頃ころの、モノクロの、記き憶おくの世界。

　エリィは、何も最初から、《お姫様》だった訳ではない。

　むしろ幼い頃は、何も持っていなかった。ただでさえ貧しい《勇国トリアーナ》の、その中でも最下層、貧民街の出身で。

　父親の顔も、知らない。唯ゆい一いつの拠より所だった母も、ちょうど十年前、エリィが七つの歳の頃、貧困の果てに亡くなってしまって。

　幼かったエリィに、何が出来るはずもなく、ただ蹲うずくまっているしか、なかった。

　誰も彼もが、自分の事だけに手一いつ杯ぱいで、蹲る幼子に、目をくれる事もなく。




　毎日が、ただ、苦しかった。苦しくて、悲しくて、辛つらくて……お腹が空いて。空いたお腹が、痛くて、痛くて、堪たまらなくて。

　苦しくて、苦しくて、苦しくて……ただ、苦しいだけの日が、何日か続いて。




　けれどある時、頭の中で、ぷつりと何かが、切れる音がしてからは。

　何も、苦しくなくなった。痛いのも、悲しいのも、何も、何も、感じなくなった。

　ただ、体の力が少しずつ抜けていくのを、他人ひと事ごとのように思いながら。

　何もない日々の果て、誰の目に留まる事もなく、たった一人で、一人ぼっちで。

　ゆっくりと、ゆっくりと……瞼まぶたが、閉じていって。

　暗く……暗く、なっていって……。




　……………………。




『オイ、大だい丈じよう夫ぶか？』

『………えっ？』




　不思議な事だ。そんなはずはないのに、その時、生まれて初めて、誰かに声を掛かけられたような気がした。

　驚おどろいて顔を上げると、そこには同じくらいの年とし頃ごろの、少年がいた。エリィに負けないほど困こん窮きゆうしていそうな少年が、ぐうぐうとお腹を鳴らしながら、目の前に立っている。

　少年は、パンと、ひび割れたカップに入ったスープを、見せつけてきていた。

　何が何だか分からず、エリィが困っていると、彼は一言だけ、簡潔に。

『やる。──食え』

　言いながら少年は、困こん惑わくするエリィに、パンとスープを押し付けてきた。

　エリィは、何も感じない手で、口で、スープに浸ひたしたパンに、口をつけると。

　恐おそる恐る、少年の顔に、目を向けると──




『へへっ、どうだ──うまいだろっ』




　──ああ、不思議だ──ああ、不思議な事だ──

　モノクロの、記憶の世界で、その瞬しゆん間かんだけは。

　少年から向けられた、屈くつ託たくのない笑顔だけは──鮮せん明めいに、色づいているのだから。




　過去から現在に至るまで、エリィに何かを〝与あたえてくれた〟のは、母親以外ではその少年だけだった。
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　それから少年は、何かに追われているかのように、すぐ去ってしまったけれど。

　ほとんど、その直後。眩まばゆい光の粒つぶが、雨のように、エリィに降り注いできた。

　そして、エリィの幼く小さな手に──一本の不思議な槍が、収まったのだ。




　エリィは後で知った事だが、光の雨は《女神》の〝神しん託たく〟というもので。

　手にした槍は、《勇槍トリアーナ》──この国の《お姫ひめ様さま》の証あかしだった。




　それから先は、本当に、瞬またたく間の出来事だったように思う。

　どのようにして見つけたのか、国の関係者を名乗る者達が、《勇槍トリアーナ》を手にするエリィを発見・保護し、《お姫様》に祭り上げられてしまった。

　何も持たなかったエリィが、望めばある程度のものは与えられるようになり、貧困の頃とは比べ物にならない、格別の扱あつかいを受けるようになった。

　トリアーナの名も、《お姫様》になった際、与えられている。

　貧しい国ゆえに自ら戦う必要のあったエリィが、それまでは自覚する事もなかった強さを揮ふるい、《勇者姫》などという名を与えられたのは、つい最近の事ではあるが。




　環かん境きようが変わってからのエリィは、最低限必要なもの、どうでもいいもの、興味のないもの、とにかく沢たく山さんのものを、勝手に与えられるようになった。

　だからといって、〝不感症しよう〟も〝無痛症〟も治っていた訳ではなく、そうして何かを与えられても、何一つ感じる事もない。

　今もそうであるように、元々、感情が希き薄はくな子だったのだろう。たった一人で蹲っていた頃、自分に見向きもしなかった者達の手の平返しにも、何も感じないのだから。




　それから、自分を気にかけてくれるガラテアと出会い、彼女が側近となり。

　戦場を共にしたランと、自分を慕したってくれるフィーと、行動を共にするようになり。

　彼女達の事は、大事に想う。その気持ちに、偽いつわりはない。




　──けれど、エリィにとって、いつまでも鮮明で、色あせる事のない、大切な記憶は。

　幼い頃に、たった一度、たった一度だけ。

　唯一、自分に〝与えてくれた〟──少年の事。




　あの少年は、今いま頃ごろ、どうしているのだろう。どこで、どうして──どうして。

　──どうしてだろう？

　どうして今、エリィは、こんなにも。




　その少年の事を───夢に見ているのだろう？




　　　　■■■




　外部には知られていない《奴ど隷れい王国クロノス》の、その中ちゆう枢すう。

　偉い大だいなる奴隷商クロノスが、屋や敷しきの自室で、椅い子すに思い切りふんぞり返り。

「クッ、クックック──ハァーッハッハッハ！　ようし、準備は整ったぞォ！」

「きゃあビックリした！　いきなり大声出さないでくださいってば、クロノス！」

　高笑いを決めたクロノスに、紅茶を淹いれてくれていた《姫奴隷》リアラが、驚きながら窘たしなめてくる。

　それをスルーするのは、まあいつも通り、クロノスは不敵に笑いながら続けた。

「アテナから《通信魔ま術じゆつ》で、連れん絡らくが入った。工こう房ぼうの棟とう梁りように作らせていた《奴隷聖具》と、エリィへプレゼントする〝あるモノ〟も完成した、とな。ククッ」

「え、ええ……？　そんな恐ろしい笑顔で言うプレゼントなんて、どんなとんでもない物か、不安でしょうがないのですけれど……」

「おいおい、失礼だな。きっと悦よろこんでくれるぞぉ？　フフッ、フハハハハッ」

〝だからそれが怖こわいのですよ〟と、リアラのジト目から感情が伝わってきたが、クロノスの言葉は止まらない。

「ノノからも、先ほど《奴隷聖薬》の新たな効力を開発できた、と通信があった。フッフッフ、楽しみだなあ？」

「えっ。……えっ、それって……またとんでもない〝調教〟が、始まると？」

「その通ーりっ！　さあ、これで準備は万ばん端たん、後はただ──ヤルだけよ！」

　勢いよく立ち上がったクロノスが、絶対勝利の確信を叫さけぶ。




「待っていろよ、《勇者姫》ちゃんと、その御一行パーテイー──この俺様が存分に調教しまくって、ブチ堕おとしてやるからなァ──！」

「逃にげて……《勇者姫》さん達、急いで逃げて──!?」




　呵か々か大笑するクロノスに、むしろ相手の方を心配している様子のリアラだった。








《第四章》《勇者姫》さん捕ほ獲かく作戦っ。……ちょ、クロノス……ひ、卑ひ猥わいですーっ!?









《勇者姫》エリィを始めとする一行が、《女神にさえ見放された地》を遠目に視認できる森を拠きよ点てんにしてから、随ずい分ぶんと時が経たとうとしていた。

　討とう伐ばつ対象たる〝悪逆奴隷商クロノス〟の一味と初めて交戦してからは、既すでに数週間は過ぎている。あれ以来、戦いどころか、この周辺で人一人の姿も見ていない。

　チームの格かく闘とう家か、ランは思う。時間を、無む駄だにしているのではないか、と。

　薪まきを拾い集めながら、つい、現状への不満を口にしてしまう。

「はぁ～……な～んかイマイチ、パッとしないッスね～……敵に動きなし、襲しゆう撃げきかけてくるワケでもなし。ウチ、暇ひま過ぎて死んじゃいそうだよ～……いっそのコト、ババーッと襲おそい掛かってきてくれれば、思いっきり返り討うちにしてやれるのに～っ」

　我ながら不ふ謹きん慎しんな事を言ったと思うランだが、フィーはある意味、期待通りの反応で窘めにきてくれる。

「もう、ランさんってば……そんな怖いこと、言わないでくださいよお……そんなこと言ってて、本当に来ちゃったら、どうするんですかあっ」

「え～っ、でも暇なのより、ずっとイイでしょー？　依い頼らいのコトだってあるし、どっちにしろ倒たおさないといけない相手なんだから、さっさと戦いたいッスよー」

「だから、いやですってばぁ……フィー、できることなら、戦いたくないんですから……皆みんなみたいに戦う力もない、足手まといですし～……」

　しゅん、と落ち込んでしまったフィーを、ランは慌あわてて励はげます。

「いやいや、フィーの回復魔術は、ウチらにとって重要でしょっ。何だったら一番足手まといなの、すぐ突つっ込んで怪け我がしちゃうウチだしっ。自分で言ってて傷ついてきたっ」

「ランさんは良く知らないから、そんなこと言えるんですよ～……フィーの回復魔術なんて、《勇国》では優ゆう秀しゆうな方なだけで、世の中にはもっとすごい人がいるんです。例えば《神国アリエス》の姉妹姫さんなんて、フィーの十倍……いえ百倍はすごいんですから」

「ああ～……フィーは確か、姉姫さんの方のファン、なんだっけ？」

「はい！　すごいんですよ、傷も一いつ瞬しゆんで治せちゃうらしくて……そんなこと出来る人、数えるほどもいないんですからっ。しかも清せい廉れん潔けつ白ぱくで、《神国の至宝》と呼ばれるほど美人っていう評判で……一度でいいから、お会いしてみたいなぁ……って、あっ！　も、もちろん一番は、エリィお姉様なんですからねっ！　念のため、言っておきますけどっ！」

　興奮して饒じよう舌ぜつになっているフィーを、わかった、わかった、と宥なだめつつ──だけど、と自分の気になっている事を、ランはそのまま口にした。

「そのエリィ様だけど……最近、様子が変じゃない？　なんか消極的っていうか……いや、上の空、っていうか。目の前に標的の根城があるのに、攻せめようとしないし」

「え？　いえそれは……慎しん重ちよう、っていうんですよ。何せ《女神にさえ見放された地》ですし、あんな呪のろいや祟たたりみたいなことが、実際に起こるんですから。根城だからこそ、相手の手の内が全部見えない間は、無理するつもりはないんじゃ？」

「そうッスかね～……いつもなら速そつ攻こうで仕事終わらせて、今頃はパパーッと帰っちゃってると思うけど……何せ向かうトコに敵なし、地上最強の《勇者姫》様ッスよ？」

「それは……だからそれだけ、今回は難敵と判断した、とかじゃ……？」

　どういう話だろうと、エリィに対して否定的な事は、考えもしないのがフィーだ。

　まあランも、心の底から慕うエリィを、本気で批判している訳ではない。ただ、こんな事でも話していないと、落ち着きがない（自覚がある）ランは、耐たえられないのだ。

　そんなランだから、ついつい言葉が過ぎてしまうのも、良くある事で。




「こうなったら、いっそのコト──ウチ一人でも敵の根城に潜せん入にゆうして、偵てい察さつでもしてくるとか、どうッスかね？」

「……は、はあっ!?　な、なに言ってるんですか、冗じよう談だんはやめてくださいっ!?」




　そう、フィーの言う通り、さすがにこれは冗談。罠わなにかかったとはいえ、初戦で失神までさせられた相手に単独で挑いどむほど、ランも無む謀ぼうではない。

　ランは、からからと笑いながら、慌てるフィーへと撤てつ回かいした。

「あははっ！　ごめんごめん！　そんな危ないコトしないから、安心してよ～っ」

「う～……ほ、本当ですね？　絶対ですよ、約束ですからね？」

「もっちろんっ。……さーてっ、冗談ばっか言ってないで、仕事もしないとね！　はあ～……薪、拾ってくるッスよ～」

　心配顔のフィーに見送られ、ランは軽く手を振ふりながら、森の奥へ足を踏ふみ入れる。

　さて、先ほどはラン自身、冗談のつもりだったが──よく考えてみれば、潜入・偵察というのは、実際のところ、それほど悪い案ではないかもしれない。

　一瞬、ランにそんな考えがよぎった、が、すぐに思い直した。

（そもそもウチ、落ち着きないし……潜入や偵察なんて、向いてないッスよね～。大体、フィーとも約束しちゃったし……ナシナシ、これはナシ、っと）

　余計な考えは頭の中から追い払はらい、ぐぐっ、と体を曲げて柔じゆう軟なん運動をする。

　続けて、思い切り体を後ろへ反らしながら、ストレス発散に声を上げる──と。




「あーっもお！　ビビってないで、かかってこーいッ──」

『ほう。では、望みどおりにしてくれようか』

「へ。……う、ぐっ!?」




　突とつ如じよ、声がした──何もない所から、本当に、何もない所から、だ。

　直後、ランがまともに言葉を発する暇もなく、何かが五体を拘こう束そくしてくる。見えないロープにでも巻かれているようで、締しめ付けられる苦しさに、大声が出せなくなった。

（な、なんだあ……!?　なにが起こって、ぅ……何も、いないのにっ……見えないのにっ、ウチ、一体、何に捕つかまって……ぐっ!?）

　ぐいっ、と何かに引き寄せられると、そのまま何か、見えない何かにぶつかった。

　まるで、長身の男性のような──それこそ、ランを摑つかんでいるのは、がっしりとした男らしい手に思える。振りほどこうと力を籠こめても、払う事さえできない。

　そうだ、さっき聞こえてきた声も確か──と混乱している間に、再び聞こえてきた。

『ククッ、そう暴れるな。抵てい抗こうするほど、ヒドい目に遭あうかもしれんぞ？　今からおまえがどうなるか──分かっているのかな？　クククッ』

「!?　ッ……う、ウチを、どうする気だっ。何されたって、ウチは屈くつしないぞっ！」

　戦いにおける怪我も、刃やいばによる向こう傷も、今まで恐おそれた事はない。相手が得体のしれない、目には見えない化け物であろうと、関係ない。

　さあ、どんな攻こう撃げきでも、かかってこい──！




『では遠えん慮りよなく──コチョコチョコチョコチョコチョ』

「ぇ──うぁひゃひゃひゃひゃ!?　ぅ、げほっ。ちょ待っ、し、絞しまってるから、縄なわっ……ひっ、やめっひっひひぇー!?」

『ン。楽しそ。ノノも、やる。コチョコチョコチョコチョ』

「ぇひっ!?　ノ、え、誰だれっ!?　二倍、ってひ──いえっへひゃいゃ、ひゃえい～っ!?」




　痛みなら、耐えられたかもしれない。けれどこれは、予想外すぎた。

　いや、さらに予想外なのは──脇わき腹ばらをくすぐっていた、男の手の動きが変わった事。

「ぜえ、ぜえ……？　な、なにを………ぁっ♡　……っ!?」

　脇わきから移動した手が、お腹の中心から外側へ向けて、旋せん回かいするようになぞってきた瞬しゆん間かん──今まで発した事のない、自分でも信じられないような声が漏もれた。

　恥はじ入るランの気持ちなど、知った事ではないのか、手の動きは更さらに勢いを増して。

「ふっ、ふっ……う、ぐっ！　ん、ぁ……っ、ひっ♡　くっ、くううっ……!?」

　体をまさぐる見えない男の手は、肩かたから背中へ、首筋から胸元へ、臀でん部ぶから内うち股またへ、ありとあらゆる敏びん感かんな箇か所しよを通過していく。

　最初にくすぐられて、気を抜ぬいてしまったのが、いけなかった。しかも見えないせいで、否いや応おうなしに触しよつ覚かくが鋭えい敏びんになってしまっている。

　声を抑おさえようとしても、どうしても、抑えきれない。見えない縄に縛しばられていて、振り払う事もできないランは、せめてもの抵抗に声を上げる、が。

「こ、このおっ──やっ、やめろっ！　放せぇ、バカっ！　やめろってぇ──」

『ふむ、男勝まさりも悪くないが、もったいないな。せっかく──カワイイのに』

「───へ？」

　今、この見えない男は、何と言ったのだろう。

　カワイイ──カワイイと、ランに、言ったのか。

「ふ、ふざけんな、ッスよっ……カワイイとか、侮ぶ辱じよくだしっ……大体、そんなワケっ！」

[image: ]

『おいおい、自分のコトなのに、知らんのか──カワイイは、侮辱の言葉ではないぞ』

「っ。だ、だから、そんなワケ……こんな、チビで貧相で……む、胸だって……」

『ソレ違ちがう。胸、小さいほーが、カワイイし。むしろ、デカいやつ、カワイくないし』

「ひええまた女の子の声!?　しかもスゴイ真に迫せまってる!?　や、でも……そんな……」

　ランの脳裏をよぎるのは、何気ない日常の記き憶おく。けれど胸を裂さかれた、トラウマ。




（あっ……カワイー服。前の仕事の報ほう酬しゆうで、懐ふところもあったかいし……で、でもドレスなんて、ウチには似合わないッスよねぇ……）

　何気なく街中を歩いていた時、店頭に飾かざられていたドレスに、目を奪うばわれた。

　けれど、そんなランを、《勇国》の粗そ暴ぼうな男達は嘲ちよう笑しようしてきて。

『ヘーイ、見ろよ兄弟！　男勝りの格闘家ランが、ドレスなんざ見てるぜェー!?』

『オイオーイ、んなワケねぇだろ！　大方、隣となりのモーニングスターでも眺ながめてるんだろうゼェー!?　誰の頭をかち割るつもりだろうなァ、俺達か!?　違ちげェねェ、ＨＡＨＡＨＡ！』

『ッ！　……～～～ッ！』

　男達の雑言に堪たえかねて、ランはその場から、走り去った。ドレスなんて、自分に似合わないのは、分かっている。買うつもりだって、なかったのに。

（男なんてっ……男なんて、大だい嫌きらいだっ！　……あと何であの店、ドレスの隣にモーニングスター飾ってんの!?　バカじゃないの!?　あんな店なんてっ……大嫌いだっ！）

　後でよく考えたら、そんな変な店のドレス、買わなくて正解だったかなとも思うが。




　まあとにかく、早い時期から傭よう兵へい業に明け暮れ、女だてらに成果を挙げる、男勝りの格かく闘とう家かランを、〝カワイイ〟などと言う男は、今まで一人としていなかった。

　けれど今、得体のしれない、不可視の化け物に──襲おそわれている状態、だというのに。

「くっ、っそ……ぉ♡　やっ、やめろ、ってばぁ……ウチは……ウチ、わっ♡」

　女の子扱あつかい、されているのだ。それこそ今まさに、体を。そして何より、心を。

「……や、やめ、ろよぉ……」

　振り払おうとする腕うでにも、拒きよ絶ぜつの言葉にも、全く、力が籠もらなくなった、その時。

『本当に───カワイイぞ』

「────ッ♡」

　謎なぞの男の、低く響ひびく声が、耳の奥へと潜もぐり込んできて、ランの頭を支配して。

　ランが無意識に、漏らした一言、それは。




「やっ………やめてぇ……♡」




　ラン自身、自分が発したと、信じられないほど──艶つやに染まった、女の声だった。

　それを理解した瞬間、ランの中で、何かが弾はじけて。

「あっ──ああ～～～～っ♡」

　目の奥で、チカッ、と光が瞬またたくような感覚に襲われ、限界までのけ反ると。

　直後、体中から力が抜けて、くてん、と倒たおれそうになる。

　けれどランは、見えない男の逞たくましい腕に、途と中ちゆうで支えられた。腕に抱だかれるその感かん触しよくにも、体の内側から、何かが〝疼うずく〟のを感じてしまう。

　一気に体力を使い果たしたランが、荒あらい息を吐はきつつ、心地よい倦けん怠たい感に身を委ねる。瞼まぶたが勝手に閉じていく中、不可視だった謎の人物が、徐じよ々じよに姿を現していき。




『クックック──まずは、ひとぉ～り』

『さすがクロ、やらしー笑顔、カッコイイ。ノノ、きゅんきゅん♡』




　自分を腕に抱く精せい悍かんな男と、薄うす着ぎな褐かつ色しよく肌はだの少女を、最後に見つめながら。

　ランの意識は、静かに闇やみへと、堕おちていったのだった。




　　　　■■■




　ランが──大切な仲間である彼女が、行方ゆくえ不明になった。

　既すでに数日間、彼女の行方を捜そう索さくしていたが、手て掛がかりの一つさえ見つかっていない。

　それでも、諦あきらめる訳がない──特にフィーは、寝ねる間も惜おしんで捜さがし続けていた。

「ランさん……どこへ、どこへいっちゃったんですかぁ……うう」

　森の中、最後にランを見た場所を中心に、フィーがふらふらと歩き回っていると。

「フィーちゃん……少し、休みなさい～？　もうすぐ、夜よ～？」

　心配顔のガラテアが現れて、フィーに促うながしてくるが、すぐさま首を横に振る。

「ガラテアさん……で、でも、まだランさんが、見つかってませんから……」

「……そんな事を言って、毎日朝から、ず～っと捜してるじゃない～。休むのだって、大事よ～？　そんな風にしていたら……フィーちゃんの方が、倒れちゃうわ～」

「っ。で、でも……だってっ」

　フィーの胸に痞つかえ、心を蝕むしばんでくる事実を、自責の念と共に吐き出した。

「ランさんと最後に話したの……フィーなんですっ！　あの時、ランさん、潜せん入にゆうするとか偵てい察さつに行くとか、言ってて……止められたの、フィーだけだったのに……そんな危ないことしないなんて、そんなウソ、信じて……だから、こんなことに……！」

「ええ。何度も聞いたし、何度でも言うけれど……フィーちゃんのせいじゃないわ～。それに本当に潜入しているなら……なおさら、この辺りを捜しても、仕方ないわ～」

「っ、そ、それは……」

　ガラテアの尤もつともな意見に、フィーが何も言えなくなった──その時。

「──ワタシが、捜してくるわ」

「えっ……エリィお姉様っ!?」

　気配さえ感じさせず現れたのは、フィーが敬愛してやまない、《勇者姫ひめ》エリィ。

　漆しつ黒こくの鎧よろいを身に纏まとったエリィは、凜り々りしくも美しい面持ちを崩くずさず、いつも通りの冷静さで述べてくる。

「ワタシは、《女神にさえ見放された地》の付近まで、捜してみる。ランが、偵察してるなら……もしかすると、そっちの方に、いるかもしれない」

「えっ、でもっ……き、危険ですよっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。森からは、出ないから。……それに」

　軽く振ふった槍やりの穂ほ先さきが、ひゅん、と鋭するどい風切り音を、鳴らしながら。

「危険は、ない──ワタシは、誰にも、負けない」

　言い切ったエリィが、《勇ゆう槍そうトリアーナ》を肩に担ぎながら、堂々と歩いていく。

　フィーが、その勇ゆう壮そうな後姿に見み惚とれていると、ガラテアは表情を曇くもらせて呟つぶやいてきた。

「……エリィちゃんにしては、珍めずらしく思い詰つめているわね～……ちょっと、心配だわ～。無茶しないか……念のため、私もエリィちゃんに付いていくわね～」

「えっ？　思い詰めてる、ですか？　……あっ!?　行くなら、フィーも一いつ緒しよにっ！」

「フィーちゃんは、ここで休むのよ～？　何だか、霧きりも出てきたし……私達や、そしてランちゃんが、この野営地に帰ってこれるように……留守番、お願いね～？」

「！　あ……は、はい。わかり、ました」

「うふふ、よくお返事できました♪　それじゃ、行ってくるわね～」

　ガラテアは理由をつけてまで、フィーが休めるようにと、気を遣つかってくれたのだ。

　皆みんなのお姉さん的存在が、エリィを追いかけていくと、フィーはその場に座り込む。

「……はぁ～……フィーは、本当に……役立たず……」

　気落ちした心境そのまま、思わず自じ嘲ちようの言葉が口から漏れる。

　ガラテアは〝フィーのせいではない〟と言ってくれるが、そうは思えない。やはりあの時、もっと強く、ランを止めていれば。彼女の焦あせり、逸はやりを、見み抜ぬけていれば。

　今さら考えても、仕方のない事だと、分かっている。それでも気になってしまい、心を沈しずませてしまうのが、フィーが自己嫌けん悪おせずにいられない部分なのだ。

　はあ、と何度目か数えきれない溜ため息いきを吐いた、フィーが。

「……って、霧……本当に、濃こくなってる……火、もっと焚たいておかなくちゃ」

　焚たき火びに薪たきぎをくべ、絶やさないよう注意する。この森で野営を始めてから、何度か霧が出た事はあったが、それにしても今日は異様に濃く、深い。

　霧が出る時は雰ふん囲い気きも異様で、何だか怖こわくなってくる……のが、普ふ通つうなのだが。

「あ、れ？　なんだか、甘い香かおり……いつも、こんなでしたっけ、霧のにおいって……」

　いつもは、土の中からせり上がってくるような、生なま臭ぐさく乾かわいた臭においのはずなのに。

　しかも、不思議なほどに、気分が落ち着いてくる。つい先ほどまで、自己嫌悪で押し潰つぶされそうだった心が、ふわり、浮ふ遊ゆうするように軽くなっていた。

　何だか、眠ねむくなってしまうほどだと──そう思っていた時。

『──やアやア。おやすみ中に悪いが、失礼するぞ』

「え。……ひっ!?　お、男の人の声っ……!?　誰だれですかぁ!?」

　不意に男の声が響いてきて、落ち着きかけた心に、再びさざ波が立つ。自分一人の状じよう況きようで、よりによって男が、近くにいるなんて。

　霧に隠かくれて姿は見えず、フィーが恐おそれに体を強こわ張ばらせていると、更に声が響いてきた。

『随ずい分ぶんと緊きん張ちようしているな。どうやらランに聞いた通り、男が怖いようだな──フィー？』

「えっ!?　なぜランちゃんと、私の名前……っ!?　まさか、あなたがランちゃんを!?」

　やはりランは《女神にさえ見放された地》へ潜入し、そして捕つかまってしまったのではないか。きっ、と霧の奥を睨にらみつけながら、フィーは精せい一いつ杯ぱいの怒いかりを放った。

「らっ……ランちゃんを、返しなさいっ！　返さなければ、ただではおきませんからっ……本気ですっ。こ、後こう悔かいしますよっ!?」

『おお、怖い怖い。だがな、そう無理をして虚きよ勢せいを張るな。まずは話し合おうではないか。さて──そっちへ、行くぞ？』

「っ、ひっ。うぅ……い、いやですっ。野や蛮ばんな男の人が、近寄らないで──え？」

　霧の中から、ゆっくり、ゆっくりと、姿を現した男を見て、フィーは。

「えっ!?　……う、ウソ……す、素敵……王子様、みたい……？」

　精悍な顔立ちのその男は、見るも華か美びな衣装を身に纏まとい、豪ごう奢しやな装そう飾しよくの宝ほう冠かんを被かぶった、いかにも格調高い、まさに王子様のような人物だった。

　こんな所にいるのが似合わない、そんな彼に見み惚とれている内に、語りかけられる。

「ほう。フィーには俺が今、王子様のように見えているのか。そうか、なるほどなあ」

「え、や、その……っ、ど、どういう意味、ですか、それっ」

「ふはは、カワイイ女の子にウソは吐けんからな。もちろん、教えてやるぞ」

　何やら胡う散さん臭くさい感じがする男だが、後ろめたさの欠片かけらもなく、警けい戒かいするフィーに堂々と説明してきた。

「簡潔にぶっちゃけてしまうが、キミが今見ているものは、幻げん覚かくだ。俺はそんな王子様のような恰かつ好こうはしていない。こんな森の中で、そんな恰好していたら、面白すぎるだろ。これはな──フィーが見たいと〝望んでいる〟から、そう見えているだけだ」

「……ふえっ!?　そ、そんなはず、ありませんっ！　何を根こん拠きよに、そんなっ……」

「信じなくとも構わんが、これが事実だぞ。どうだ、この霧。気持ちがリラックスしてこないか？　今、キミは起きながらにして、夢を見ているようなもの──そう」

　精悍な彼が、思わずときめきそうになる笑みを深めながら。




「《夢魔香サキユバス・アロマ》──理想の夢に、溺おぼれ、堕ちるがイイ──」




　未知の言葉を告げられ、訳が分からず、フィーは立ち上がろうとした……が、しかし。

「な、何を言ってるのか、分かりませんっ。もうそれ以上、近寄らないで──やっ!?」

　手を突ついた瞬しゆん間かん、ぶにっ、と柔やわらかい何かに触ふれて──いや、それは一いつ匹ぴきのスライム。まさか気付かぬ内に、忍しのび寄られていたのか……と、そんな事よりも。

「おっと、大丈夫か？　お嬢じようさん」

「へぁ。……はっ!?　や、はっ……放してくださいっ！　いやっ!?」

　スライムから逃にげるため……いや、そのスライムも、いつの間にか消えているが。とにかく、よりによって謎の男の方へ逃げてしまい、その腕に抱だきすくめられてしまう。

　大おお慌あわてで暴れ、逃げようとする、が……男の行動は、拍ひよう子し抜ぬけするようなもので。

「ああ、もちろんだとも。乱暴するつもりなど、一切ないからな」

「えっ？　え、あ……あ、あの、捕まえる、つもりじゃ……えっ？」

「ほら、足元には気をつけろよ。せっかくの──ドレスが、汚よごれてしまわぬように」

「は、はい？　フィーは、ドレスなんて……っ!?」

　エスコートするかのように、紳しん士し的に接してきた男の、言葉通り──フィーはいつのまにか、ドレスを身に纏まとっていた。今まで着た事もないような、豪奢で、華美な。

　フィーは《勇国》の、決して裕ゆう福ふくではない教会で生まれ育った。回復魔ま術じゆつの才で安定した生活を送れるようになっても、贅ぜい沢たくなどした事はない……憧あこがれは、あったにせよ。

　王子様のような彼は〝起きながら見る理想の夢〟などと言っていた、が……もしかするとフィーはいつの間にか、本当に眠っていて、都合の良い夢を見ているのではないか。

　何しろ、目の前の彼は──フィーの心を見み透すかすように、言って欲しい言葉を、的確に投げかけてくるのだから。

「《勇国》の男共は、勇ましいとは名ばかりの、野や卑ひと粗そ暴ぼうのクソ溜めだからな。大人しい気風のフィーが、うんざりして嫌きらうのも、当然だ。フィーは、何も悪くないぞ」

　まるで見てきたかのように、フィーの想いに共感し、寄り添そってくれる。

「けどな、フィーが今まで見てきたのは、男ではない。いいか、フィー、ようく聞け、ようく覚えておけ。おまえを怖がらせるような者共は、ただのケダモノ、家か畜ちく以下のカス共だ。もう気にするな。おまえにとっての、男は──俺だけだ。俺だけなのだ」

「ぁ、ぅ……あなた、だけ……フィーの、男は……あなた、だけ……ぇ♡」

　囁ささやかれれば、耳の奥に浸しん透とうしてくるような、低い男声。甘やかな香りも手伝って、まるでここは、森の中ではないような……いや、木々も、草も土も、なくなっている。

　ここは、寝しん室しつ。たくさんのぬいぐるみと、大きなベッドがある、理想の寝室だ。

　うつら、うつら、体ごと船をこぎ、倒たおれそうになると──再び、彼が支えてくれる。

　そのまま今度は耳元で、染み渡わたるような低い声を、奥の奥まで、届かせて、きた。
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「さあ、可愛らしいお嬢さん。今、望むコトを言ってみるがイイ。俺は必ず、それを叶かなえてやろう。さあ──さあ」

「ぇ……フィー、の……フィーの、望むこと……？　望む、ことは……」

　朦もう朧ろうとした頭で、ほとんど無意識のように、ぽつりと漏もれた願いとは。

「ランさんに……会わせ、て……」

　今にも閉じそうな視界で見た、彼の表情は、「おっ」と少しだけ驚おどろいたようで。

　けれど、すぐさま笑って頷うなずきながら、返事をしてくれて。

「ああ、分かった──ではこのまま、エスコートさせてもらうぞ。よいせ、っと」

「……きゃっ？　ゎ……こ、これ、って……」

　生まれて初めてされた──お姫様だっこ、だ。

　今まで、男を怖いと思っていた時には、気が付かなかった。けれど、本当は無意識の内に、憧れていたのだ。こうして、逞たくましい腕うでに抱だかれたい、そう思っていたのだと。

　初めてそれに気付き、心が満たされていくのを感じながら、フィーは。




「……すてき……♡」







　安あん堵ど感かんを与あたえてくれる、彼の笑顔と、腕の中で──とうとう、眠りについた。




　　　　■■■




《夢魔香》の霧の中、クロノスはフィーを両りよう腕うでに抱きながら、後方へと声をかけた。

「よし、確保完かん了りようだ。ルーア、帰るぞー」

　呼びかけると、木の陰かげから現れたルーアが、フィーの顔を覗のぞき込みつつ言う。

「ふえぇ～……よく眠ってますねえ。何というか、よく誑たぶらかしたものですよ、本当。……正直、呆あきれながら見てましたからね、あたし」

「ふはは、何と人聞きの悪いコトを。俺の両手が自由だったら、もはやその尻しり、摩ま擦さつで小さくなるほど揉もまれているコトと知れい」

「こっ怖いこと言わないでもらえますぅ!?　……いえでも、おっそろしいですよ、この《夢魔香》とかいう《奴ど隷れい聖薬》……嗅かがせるだけで、幻覚まで見せられちゃうなんて」

　実際に身み震ぶるいするルーアに、フィーをお姫ひめ様さまだっこしたままのクロノスは、首を横に振ふって否定する。

「いや、本当にそうなら、確かに助かるんだがな。そこまで便利じゃないぞ。普通なら、超ちようリラックス効果があってイイ夢を見られる、お香こうくらいの効能だし」

「えっ……そ、そうなんですか？」

「ああ。《夢魔香》が幻覚まで見せるほどの作用を及およぼすのは、今回のフィーのように、身体的にも精神的にも、極きよく端たんに疲ひ弊へいしている時くらいだ。それとフィーは、心が強くない方なんだろーな。これが仮に、同じく心優しくお淑しとやかで超ちよう絶ぜつ可愛いリアラやアテナなら、ここまで効きはしないだろう。ああ見えて、芯しんは強いからな、あの子達」

「は、はあ～、なるほどぉ……ん？　あれ……でもあたし、自分で言うのも何ですけど……気弱で心が弱いのに、あんまり効きませんね？　普通に吸っちゃってますけど……」

　随分と自己評価の低い事を述べるルーアに、クロノスはこれまた否定を口にした。

「違ちがうぞルーア。出会った頃ころのおまえは確かに、消極的で、内気で、ビビりで、軟なん弱じやくで、意志薄はく弱じやくで、ポンポコピーで、ただケツが良くてカワイイくらいが取とり柄えだったが」

「突とつ然ぜんの罵ば詈り雑ぞう言ごんの羅ら列れつ、やめてもらえますかねえ!?　終しまいには泣きますよ!?」

「ふはは、だがほれ、今はそうやって言い返せるくらい、逞しくなっているだろう。今のルーアは、ルーア自身が思うほど、弱くはない。誇ほこっていいぞ！」

「！　そ、そおですか……えへ、えへへ、そう言われると、悪い気しませんねっ♪」

「何せ俺が──ケツ揉みまくって鍛きたえてやったんだからな！　あのケツ揉み調教の日々が、おまえの心の強さを育はぐくんだのだ！　うーん、ナイスケツ！」

「そんなことだろーと思ってましたけどね！　素直にはいかないだろうなって！　そして割かし事実だから、どうにも怒りが不完全燃焼なんですよ！　おのれぇー！」

　どうにも変な怒おこり方をするルーアだが、それにしても、ここはどちらかといえば敵の領域。こんなに大おお騒さわぎして、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　そんな事を考えていたクロノスの不安は、残念ながら的中してしまう。

「うう～、お尻お尻って──っきゃーっ!?　え、ええっ、み、水っ!?」

　突とつ如じよ、どこからともなく降って湧わいた濁だく流りゆうに、押し流されそうになったルーアが悲鳴を上げる。これは以前も〝ローター地じ雷らい原〟で見た、水の魔術だ。

　その使い手たる魔ま女じよが、底冷えするような声を発してきた。

「嫌いやな予感がして、戻もどってみたら～……あなた達、何をしているのかしら～？　惨むごい目に遭あいたくなければ……フィーちゃんを、返しなさい～？」

「ひんっ……く、クロノスさん、ど、どっ、どうしましょうっ!?」

　慌あわてて尋たずねてくるルーアに、しかしクロノスは溜ため息いきを吐つきつつ答える。

「おいおい、あのなぁルーア。なぜ、おまえを連れてきたのか、分かっているのか？」

「い、いえ……ついて来いって言われたから、ついて来て、見てたんですけど……？」

「物もの見み遊ゆ山さんか。護衛のために決まっているだろ。特に今の俺、フィーを抱かかえているから戦えんし。ほれ、棟とう梁りように作ってもらった新しい貞てい操そう帯たい、着けてきたよな？」

「うっ。……は、はい、不本意ながら……えっと、バリアで守れば、いいんですか？」

　恐おそる恐る尋ねてくるルーア。こういう辺りは、まだまだ強くなったとは言えない。

　だが、それを補うのもご主人様の役目と、クロノスは──ルーアへと、手を伸のばし。

「いつ《勇者姫》ちゃんまで戻ってくるか分からんし、敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかで守りに徹てつしても、じり貧だろ。全く、そんな察しの悪いケツは──お仕置きじゃあーい！」

「いやお尻が何を察すると──ふきゃあああ!?　も、揉まないでくださっ……ああっ♡」

「ククク、良い感度になってきたものよ。今のルーアなら、パワーアップした貞操帯──《貞操帯ＭＡＲＫ．Ⅱ》を扱あつかえるだろう！　さあ、その力を解き放つのだ！」

「そ、そんなこと、言われてもぉ……こんな、お外で、揉んじゃっ……ひんっ♡」

　フィーを担ぎつつ、クロノスが器用に尻をこねくり回していると──ルーアのお尻で、彼女専用の《奴隷聖具》である貞操帯と〝紋もん〟が、同時に光を放ち。




「あっ、あっ──ふゃああぁんっ♡」




　ルーアの嬌きよう声せいが上がると同時に、貞操帯からバリアが形成される。

　進行を遮さえぎられたガラテアはといえば、当然、戸と惑まどっているようで。

「!?　これは……結界？　あの子も魔ま術じゆつ師しなの？　お尻で魔術を使うなんて、そんなの、見た事も聞いた事もないわよ～っ……！」

　結界の向こう側から響ひびく悔くやしそうな声を背に、クロノスはルーアを伴ともない退散し始めた。

「よくやったぞ、ルーア。さあ、後は逃げるだけだ。行くぞー」

「はあ、は……えっ。でも、あたしが動いたら、結界が……あれ？　き、消えない？」

　退きながら振り返るルーアが言う通り、尻バリアはいまだに強固な結界を維い持じし続けている。この現象を、フィーを抱えたクロノスが簡単に説明してあげた。

「おまえを置き去りにするワケないだろ？　ＭＡＲＫ．Ⅱの尻バリアは、置いてくるコトが可能──即すなわち〝置きバリア〟よ。術者が離れれば、さすがに長くは持たんが、逃げるまでの時間稼かせぎには充じゆう分ぶん。どうだ、多様性を具そなえつつある尻バリアの力、驚いたか！」

「え、えぇ～……お、驚きはしましたけど、お尻バリアがパワーアップされても、なんか複雑なんですけどぉ……そもそもお尻じゃなく貞操帯ですしね？」

「ふっふ、そう謙けん遜そんするな。俺はな、胸を張って言うぞ。俺のカワイイ奴隷ちゃんが一人、ルーアは──世界初の〝尻魔ま導どう士し〟だとな──！」

「とんでもない喧けん伝でんはお控ひかえ願えますかね!?　そんな名を馳はせたくないんですけどぉ!?」

　やれやれ、全くルーアは、控えめで謙けん虚きよな娘むすめである。そんな彼女を自じ慢まんするため、是ぜ非ひとも言いふらし、〝尻魔導士〟としてプロデュースしていこうとクロノスは心に誓ちかう。

　さて、それはともかく──目的であるフィーは、確保に成功した事だし。

「クックック、これで──ふたぁ～～り！」

「完全に悪役の顔ですよね！　お似合いですよ、ほんと！」

　失礼な事を言ってくるルーアと共に、そのまま退たい却きやくしていくのだった。




　　　　■■■




〝フィーが、悪逆奴隷商クロノスに、攫さらわれてしまった〟。

　ガラテアはその事実を、《勇者姫》エリィへと、包み隠かくさず告げた。

　エリィが行動を起こしたのは、翌朝、太陽が昇のぼってほとんど間もない時だった。

「ワタシが、甘かった。──もう、迷わない」

　言い放ったエリィは、いつも通り──いや、いつも以上に鋭するどい目をしていた。

　フィーが捕つかまったなら、恐らくランもだろう。一人、また一人と、森の中で仲間が消えていく。この焦しよう燥そう感かんに、業ごうを煮にやしているのはガラテアも同じ。

　けれど今は、冷静さを欠いているエリィを、制せい御ぎよしなければならない。

「待って、エリィちゃん。何の作戦もなく突つっ込んでいくなんて、無む謀ぼうよ！　せめて少しくらい、私の魔ま術じゆつで牽けん制せいだけでも……」

「大丈夫。ワタシは、負けない。戦えば、必ず、勝つ──二人を、連れ戻す」

「あっ、待って、エリィちゃんっ……待ちなさい！　っ……！」

　ガラテアの制止にも耳を貸さず、《勇ゆう槍そうトリアーナ》を携たずさえ、エリィは《女神にさえ見放された地》の前に広がる荒こう野やへと飛び出していった。

　地上最強の《勇者姫》──その名に違たがわず、初戦で見たような爆ばく発はつや、炎ほのおに氷、電でん撃げきでさえも、物ともせずに切り払はらっていく。

　本当に、向かう所に敵などない、そう思えるほどだ。けれどガラテアには、エリィを包む焦燥感のようなものが、目に見える気がする。

　しかも今、そんなエリィの前に立ち塞ふさがるのは、炎や電撃の罠わなばかりではなく。

「──そこまでです、《勇者姫》さん。私達が、相手です！」

　ピンクブロンドの髪かみを持った、どことなく気品さえ漂ただよわせる、絶世の美少女。彼女も悪逆奴隷商クロノスの奴隷だとしたら、一体どうやって手に入れたというのか。

　いや、それだけではない。男顔負けの長身にスタイル抜ばつ群ぐんの美女、暗殺者のように素早く隙すきのない褐かつ色しよく肌はだの少女、何だか雰ふん囲い気きは素そ朴ぼくだがお尻が良さそうな娘。

　誰だれもが超一級の容よう貌ぼうで、奴隷商クロノスの目利きたるや、尋じん常じようならざるものがある。

　しかし問題なのは、その全員が《女神にさえ見放された地》の呪のろいや祟たたりにも似た、妙みような力を操っている事だ。得物は短刀にも見えるが、微び妙みように形が卑ひ猥わいなのは気のせいか。

　この未知の力を前に、《勇者姫》エリィといえど、いつものように簡単にはいかず。

「ッ。……邪じや魔まを、しないで。皆みんなを、返しなさいッ」

　相手が四人がかりとはいえ、押し込みきれずにいる。いや、この未知の力を相手取り、むしろ優位に立っている《勇者姫》の力量こそが、凄すさまじいのだろうが。

　それでも、あのエリィが攻せめきれずにいるのが、現実。

　ガラテアも援えん護ごすべく、まだ遠いエリィの背中を目指す、がしかし。

「今行くわ、エリィちゃん～……待っていて──」

「──それは困る。貴女あなたの相手は、この私なのだからな」

「っ!?　だ……誰っ!?」

　まだ森から出られてさえいないガラテアが、不意に聞こえてきた声に立ち止まる。

　行く手の木こ陰かげ、その一つから、無造作に姿を現したのは──これまた並外れた美び貌ぼうを持つ、髪をポニーテールにまとめた、騎き士しのように厳げん粛しゆくな雰囲気の美女。

　奴ど隷れい商クロノスの一味だろう、一体どういう経けい緯いで、これほどの器量良しを集めているのか。しかも、特に彼女には、何となく見覚えがある。

　それを思い出そうとしているガラテアに、けれど彼女のほうが、声を発してきた。

「ガラテア──ガラテア＝メルクリウス＝ミストラル、だな？」

「なっ。……なぜ、私の名前を～……？」

「当然、知っている。《勇国トリアーナ》きっての魔術の才を持ち、《魔ま法ほう大国エンテ》に留学した経験のある才女──有名人だからな、貴女は」

「……待って。そういう貴女こそ……まさか、そんな……ウソ、でしょう～……？」

　確か一度だけ、どこかの戦場で、見た事がある。けれど信じられない、とガラテアは目を見開きながら、対たい峙じする美女の名を口にした。

「フィ──フィオナ＝アインスバッハ＝セルシウス!?　《神国の盾たて》が、なぜここに!?」

「故ゆえあって、だ。クロノス殿どのに手向かう不届き者は、悪いがここで倒たおさせてもらう」

「っ。どういう、こと～……？　まさか奴隷商クロノスは……裏で《神国》と、繫つながって？　……っ、もうっ、訳が分からないわ～……！」

　いくら何でも、あの《神国の盾》フィオナが、奴隷という訳ではないだろう。ならば、同盟関係にでもあるのか。けれどなぜ、清せい廉れんで知られる《神国》が、奴隷商と？

　困こん惑わくを煽あおられるガラテアだが、今はとにかく、押し通るのが先決だ。

「もう、いいわっ……邪魔をするなら、あなたこそ──倒れなさいっ、はあああっ！」

　ガラテアが得意とする、水を司つかさどる魔術を用い、生み出した水の散さん弾だん。

　岩をも穿うがつ無数の水すい滴てき、全て躱かわしきった者は、《勇者姫ひめ》エリィ以外には存在しない。

　そんな魔術を前にして、けれどフィオナは、焦あせりさえも見せず。

「我が主よ、あなたのチ……力を、お貸しください。ふうっ──」

　我が主、恐らく《神国》の姉妹姫を想っているのだろう、さすが忠義に篤あつい事で有名な《神国の盾》だ。

　そんなフィオナが右手で、腰こしに差した剣けんを抜ぬく──かと思いきや、懐ふところから取り出したのは、一本の短たん剣けんに似た何か。どうもエリィと交戦している美少女達が持つ物と同じようだが、それにしても、近くで見るとやはり卑猥な形状に見えてしまう。

　けれど、そんな刃やいばなき短剣から──剣を揮ふるう以上に、目を疑う現象が発生して。




「全て叩たたき落せ、私の新たなる力──〝白き鞭むち〟よ！」




　光り輝かがやく短剣の先せん端たんから、叫さけんできた名の通り、白い鞭が伸びてくる。

　まるで意思を持った触しよく手しゆのように、縦じゆう横おう無む尽じんにうねる〝ソレ〟が、発射した水の散弾を全て叩き落してしまった。

　あまりにあっけない出来事に、ガラテアは呆ぼう然ぜんとするが、フィオナはクールに呟つぶやく。

「私にとって、本来なら忌いむべき、恥はずべき過去を想起させる力だが……あのお方は、これも私の一部だと、認めてくれた。この力を揮う事に、躊躇ためらいなどない。……そして」

　きっ、と切れ長の目で睨にらみつけてきたフィオナが、声高に言い放ってきた。

「この程度で、《神国の盾》を貫つらぬけるとでも思ったか？　舐なめるなよ、ガラテア──全力で、来い！　私はそれを、真っ向から打ち破ってやる──！」

「ぐっ。……そ、そっちこそ、舐めないでよね～っ……はああっ！」

《神国の盾》──その名は伊達だてではない。全力でなければ、やられるのは、こちらだ。

　だからこそガラテアは、フィオナの言が挑ちよう発はつであると理解した上で、ありったけの魔ま力りよくを籠こめて、正面から思おも惑わくを打ち破ると決心した。

　エリィを、いつまでも待たせてはおけないと──全力を、解き放って。

「押し潰つぶれなさいっ──《女神の水流》──！」

　全ての穢けがれを洗い流すべく放出された、尋常ならざる大水の氾はん濫らん。

　けれどフィオナは、この状じよう況きように際しても、眉まゆ一つ動かさず──ただ、叫んでいた。




「──今です、メイ様──！」




　メイ、《神国》の妹姫と同名で、〝様〟──？

　いくら何でも理解が追い付かないガラテアの目に映ったのは、《神国の盾》フィオナの前に躍おどり出てきた──やけにスカート丈たけの短い女性用白衣を着た、可か憐れんな風ふう貌ぼうの少女。




「わたくしの《奴隷聖具》──全てを、吸い尽つくしてくださいっ！　えーーーいっ！」




　メイ、と呼ばれた彼女が手に持っていたのは、かつて慈じ愛あいに満ちた《女神》様が広めたとされる医い療りよう器具、注射器──にも見えるが針は外れていて、抱かかえられるほど巨きよ大だいだ。

　そんな不思議な器具が、更さらに驚おどろいた事に、先端から見る見るうちに水流を吸い尽くしていく。見た目には明らかに容量を超こえていたのに、全ての水を筒シリンジの中に収めてしまい、ガラテアの魔術は完全に無力化された。

　ぽかん、と口を開くガラテアに、白衣の少女は天使の如ごとく屈くつ託たくのない笑みを見せてくる。

「本来は、お尻しりをお綺き麗れいにする時などに、使うそうですけれど……戦いには、こんな風に使えるのですねっ♪　でも、これだけではありませんよおっ──そーれえっ！」

　何やらとんでもない事を口走っていた気はするが、そんな少女が、謎なぞの器具の頭を押おし出してくると──瞬しゆん間かん、吸収された水が、一点集中の勢いで襲おそい掛かかってきた──！

「う、そっ……きゃ、きゃあああ～っ!?」

　最大の魔術を使い、既すでに疲ひ弊へいしていた体だ。為なす術すべもなく、押し流されてしまう。

　ずぶ濡ぬれで仰あお向むけに倒されると、立ち上がる暇ひまもなく、フィオナに卑猥な形状の短剣を突き付けられ、身動きが取れなくなってしまう。

「チェックメイト──貴女の負けだ、ガラテア」

「っ。……どうやら、そうみたいね～。はあ～……私とした事が、無様だわ～」

　敗北したが、終わりではない。次の策に転じるべく、ガラテアは手を上げて口を開く。

「いいわ～、大人しく、捕まってあげる～。ランちゃんとフィーちゃんも、どうせそっちにいるんでしょう～？　皆で揃そろって牢ろう獄ごく入りなんて、情けないわね～、もうっ」

　あえて捕まり、二人の居場所を特定し、隙を見て救出・脱だつ獄ごくを果たす。

　──そんなガラテアの思惑を見み透すかしたように、フィオナは冷れい淡たんに告げてきた。

「先に捕まったお仲間二人が、どうも気になるようだな。だが、安心するといい。彼女達は、我が主が……丁重に、相応のもてなしをしているぞ。ふっ、ふふっ」

「っ、二人に何を──！　……いえ、何でもないわ、うふふ……なら、早く会って、慰なぐさめてあげないとね～……」

「ふっ。何か企たくらんでいるのに、気付かぬとでも？　恥じるべきだが、私も陰いん謀ぼうについては浅くない。このまま連れて行く訳にはいかないな。さて、どうしてくれるか──」

　フィオナの厳しい目に、嗜し虐ぎやく的てきな暗い輝きが浮うかぶと──割り込んできたのは、白衣の天使と錯さつ覚かくしそうになる美少女、メイだった。

「もうっ、フィオナったら、そんなに脅おどかしてはいけませんよっ。ガラテアさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　うふふ、乱暴なんてしませんから、安心してくださいねっ」

「！　あらあら～……優しいのね、うふふ～♪（甘い子ね……この可愛らしい子に取り入るのが、今は最善の策かしら。うふふ、どう引っ搔かき回して──）」

「でもフィオナの言う通り、そのまま連れては行けませんし……あっ、そうです！　わたくしの《奴隷聖具》で、お腹の中をお綺麗にしてから、とかどうでしょうっ♪」

「やめてください。しんじゃうわ」

　本気で「名案！」という表情のメイは、天然な分、フィオナより厄やつ介かいかもしれない。

　と、その時、森の中で突とつ然ぜんに反はん響きようしてきたのは、男の高笑い。




「──ふはははーっ！　よ～くやったぞ、フィオナ、メイっ！」




　なぜか、本当になぜか、わざわざ木の上という高所に昇のぼっていた、謎の男。

　そんな彼が跳ちよう躍やくし、地に着地すると、何とあの《神国の盾》フィオナが膝ひざを突つき、メイと呼ばれた少女も嬉うれしそうな声を投げかけている。

「はっ！　私の汚お名めいを返上したいという我わが儘ままを受け入れてくださり、感謝いたします……クロノス殿」

「クロノスさまっ♪　わたくしも、がんばりましたっ」

　クロノス──そうだ、彼を見たのは、二度目。一度目は遠目ではっきりとは見えなかったが、間ま違ちがいない。

　この男こそ、今回のターゲット、悪逆奴隷商クロノスだ。

「っ。……口惜くやしいわね、標的を目の前にして……」

　睨みつける事しかできない自分に、ガラテアが腹を立てていると──クロノスは、なるほど悪逆奴隷商らしい不ふ穏おんな笑みを浮かべてきた。

「フィオナ、メイ、なかなかイイ線だぞ──二人の言うコトは、半分ずつ正解だ。フィオナの言う通り、このまま何もしないワケではない。そしてメイの言う通り、乱暴するワケでもない。一番近いのは、メイの提案だったかもな──クックック」

　言いながら、小こ瓶びんを取り出したクロノスが、いきなり服の前面を開け放つ。

　露ろ出しゆつ狂きようか、やはり悪逆な奴隷商、これから何をされるのかと、青ざめるガラテアに──だけでなく、〝こちらにいる三人〟に、逞たくましい腹筋を見せつけつつ叫んできた。




「この場における最善策は──ガラテア！　おまえには〝お仕置き調教〟を──フィオナ、メイ！　二人には〝ご褒ほう美び調教〟をくれてやるコトよー！　いくぞっ、ソォイッ！」

「は？　……えっ、なに？　えっ？」「く、クロノス殿？　えっ、聞いてな──えっ」




　戸と惑まどうガラテアとフィオナを無視し、掛け声一発、クロノスが小瓶から零こぼした液体を体にかけると──瞬間、みぞおちの辺りに、謎の〝紋もん〟が浮き出る。

　それが一体何なのか、ガラテアに分かるはずもない。ただ、ただ、目に映るのは。




「これぞ《奴隷聖薬》による新境地──《俺様ローパー大作戦》よォォォ！」

　クロノスの腹部の、〝紋〟から発生した──大量の、触手──!!




　まるでモンスターの如く、見るも奇き怪かいな触手達が、陽が出ているにもかかわらず薄うす暗ぐらい森の中で、ヌメヌメとしたその身を縦横無尽に伸のばしてくる。

　仰向けに倒たおれてしまっているガラテアに、逃のがれる術など、あるはずもなく。

「えっ、えっ、あのっ、なにこれ……きゃ、きゃあああ～っ!?　」

　人の手の長さなど比ひ較かくにならず、フィオナの使った〝白い鞭〟より大量の触手だ。振ふり払はらおうとする事自体、滑こつ稽けい。

　あっという間に拘こう束そくされ、数本の触手達は、服の中にまでヌメり込んでくる。

「ひんっ!?　っ、あ、あらあら～……こ、こんな所で、何をしようというのかしら～？　だ、だめよ、おイタしちゃ～……ね、ねえ、やめっ──あ、ぁんっ!?」

　平静を保ち、宥なだめようとする言葉もまた、滑稽な嬌きよう声せいに変へん貌ぼうしてしまう。

　……ただ、本当に不思議なのは……その触手が、フィオナにも向いている事で。

「ちょ、ちょおっ!?　くくクロノス殿どの!?　あの、いえあの、なぜ私まで!?　あのー!?」

　仰け反る体勢で宙ちゆう吊づりにされているフィオナが、当たり前の文句を叫ぶ。

　けれど、悪逆奴ど隷れい商クロノスは、ガラテアにはとんでもなく聞こえる言葉を口にした。




「そうは言うが、フィオナよ──こういう責め、おまえ、嫌きらいではないのだろう？」

「っ！　……い、いえ、そのぉ……そ、そんな事は……ありません、よ？」




　あっ、噓うそだ──ガラテアにも、直感的に、分かってしまった。

　事実、フィオナの表情は紅潮しており、目を逸そらしている振りをして、チラチラとクロノスとローパーを何度も見ている。どうした《神国の盾たて》。何があった《神国の盾》。

　だが、何もかもを見透かしているようなクロノスは、そのローパーの一つを、フィオナの──今気付いたのだが、謎の〝紋〟が刻まれている背に、ヌメヌメと這はわせ。




「おまえは背中が弱いのは、わかっている──さあ、このローパー達は俺自身だから、安心して──ご褒美を、存分に受けとれ受けとれェーい！」

「あっ、あっ──あぁぁぁあんっ♡　やっ、すごいですクロノス殿っ、らめぇぇぇっ♡」




《神国の盾》ぇぇぇっ！　と心の中で呼ばわるガラテア。背中を重点的に触手の先端で愛あい撫ぶされ、身み悶もだえるフィオナを、もう見ていられない。
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　ちなみに、天使のような少女メイは、逃にげる事さえしていなかったらしい。

　そんな彼女までも、触手は容よう赦しやなく捕つかまえていた……が、しかし。




「わぁ～、ローパーさん、っていうのです？　ちょっぴり変わった見た目ですけれど、これもクロノスさまって思ったら、何だかカワイイかもですっ♪　よしよし♡」

「くそうっ。味方のはずのメイが一番手て強ごわいっ」




　嫌けん悪お感かんの欠片かけらもなく、本当に可愛がっている。強い。天使、強い。

　だが、おぞましいはずの触しよく手しゆ達の責め苦に、快感の嬌声をあげるフィオナと。

　むしろ可愛がり、触手の頭をナデナデする、メイ。

　この異様な空間で、同じ責め苦を受けているせいで、ガラテアはどうかしてきたのかもしれない。体の内側、体の奥底に──ずくん、と、疼うずくものを感じる。

「は……はあ、はあっ……っ、う……ぅ、ぐ……はっ♡」

　漏もれ出た吐と息いきが、自分の物とは思えないほど、熱くなっていた。触手に這い回られている体が、ヌメヌメと敏びん感かんな所を通過するごとに、ただならぬ熱を感じている。

　耐たえる、という行こう為いに、頭がおかしくなってしまいそうだ。そんなガラテアの懊おう悩のうを見透かしたように、悪逆奴ど隷れい商クロノスが、そうとは思えぬ慈じ悲ひ深い言葉をかけてくる。

「ガラテア、なあガラテアよ。何を耐える、何を恥はじる？　ここには、我々しかいないのだぞ。俺様のカワイイ奴隷ちゃん達は、この通り、素直に受け入れている。ああ、貞てい淑しゆくなガラテアよ。ならば俺が、くれてやろう。おまえに理由を、くれてやろう」

「っ、ひ、ぁ……く、くれ、る……？　な、なに……ぉ♡」

　彼はもしかすると、自分達が思うほど、悪逆ではないのかもしれない。だって、こんなにも。こんなにも、優しく──囁ささやきかけて、くれるのだから。

　ぼんやりと、思考の定まらない頭で、ガラテアがそんな事を考えていると。

　クロノスは、ガラテアに──トドメの一言を、くれた。




「フィオナやメイと〝同じように〟、遠えん慮りよなく感じればイイ──俺が、〝許そう〟」

「───ッ♡　んッ、ふ、あ──ふあぁぁぁんっ♡」




　それはガラテアが、今この時、心の底から求めていた〝許し〟。理由を得たガラテアの、既に疲弊した体が、瞬間的に強張り、ぴん、と張はり詰つめると。

　直後、くてん、と体中、完全に脱だつ力りよくしきってしまう。

　もはや、意識も曖あい昧まい。ただぼんやりと、辛かろうじて聞こえてきたのは。




「くっ、クックック、これで──さんに～～～ん、っと」




　何かをやり遂とげた男の、いやらしくも、何だかクセになる声だった。




　　　　■■■




《勇者姫ひめ》本人を除く御一行パーテイーの、最後の一人、ガラテア。

　クロノスは確保した彼女を抱かかえながら、無む邪じや気きに駆かけ寄ってくるメイと、一体誰だれのせいなのか疲つかれ切った様子のフィオナに、声をかける。

「メイ、フィオナ、よくやった！　これで当面の最大目標は、達成だ。さあ、胸を張って凱がい旋せんするぞーっ！」

「はーいっ♪　クロノスさまっ、またローパーさんで、遊んでくださいねっ♪」

「はっ、はっ……あっ♡　あ、ありがたき、お言葉ぁ……んっ♡」

　ローパーは既すでに収めているが、フィオナはまだ服の中がヌメヌメしていて、気になっているのかもしれない。

　と、帰き還かんの足を速める直前、メイが声を上げてきた。

「……あっ!?　く、クロノスさまっ、お姉さま達が危ないですっ！」

　その言葉で、即そく座ざにクロノスが目を向けたのは、《勇者姫》と交戦するリアラ達。

　何と《勇者姫》は、《奴隷聖具》を操る四人のカワイイ奴隷ちゃん達を相手取り、その上で攻こう勢せいに転じているらしい。

　足止め自体は成功している、とはいえ、本当に規格外の存在だ。〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟達が大おお怪け我がする前に、クロノスはガラテアを抱えつつ、エリィへと叫さけんだ。

「《勇者姫》エリィよ──退ひけ！　今日の戦いは、これにて終わりだ！」

「!?　え……っ!?　ガラテアっ。いつの間に……くっ！」

「おーっと！　動くなよ、この子がどうなっても、構わんのか？」

「ッ。……そう……」

　クロノスの言葉の意図を察したのか、ほとんど言葉はないが、エリィは黙だまって槍やりを下ろす。だが、槍を捨てまではしない所を見ると、戦意を失ってはいないらしい。

　クロノスの背後から、疲ひ弊へいしているフィオナが耳打ちしてくる、が。

「……クロノス殿、今なら全員で、《勇者姫》を倒せるかもしれません。〝地上最強〟といえど……《奴隷聖具》の力もあれば、決して不可能では……」

「いや、今日はさすがに、打ち止めだ。こちらの消しよう耗もうも激しすぎるのは、フィオナ自身が分かっているだろ？　エリィを足止めしていた四人もだし、あの大量のローパーを操るのは、俺も骨が折れた。確実に勝てる算段が付かん限り、おまえ達に無理はさせん」

　そこまで言うと、フィオナも充じゆう分ぶんに納得したのか、頷うなずいて下がる。

　さて、重要なのは現状の裁き方だが、クロノスに迷いはなかった。

「《勇者姫》エリィ──再三の見事な戦いぶり、感服しているぞ！　だが、ランとフィーは我らの根城に捕とらえ、今またガラテアも、こうして我らの手が捕らえた！」

「……そう。それで、どうする気？　皆みんなに、手を出すつもりなら……ワタシは」

「そう慌あわてるな。安心しろ──これ以上、三人には何もしないと、約束しよう。ただ一つだけ、エリィ、おまえが〝ある条件〟を吞のむのなら、な」

　クロノスの言葉に、エリィは手にする槍を動かしはせず、黙って耳を傾かたむけてくる。

　そして《勇者姫》エリィに、クロノスが提示した、〝ある条件〟とは。




「明日、中天に陽が昇のぼる時──〝決戦〟だ！　全ての決着を、つけよう！」

「！　……〝決戦〟？」




　人質まで取っているクロノスが、わざわざ〝決戦〟を提案した事を、エリィは訝いぶかしんでいるらしい。とはいえ、彼女に選せん択たくの余地がないのを、クロノスは見み抜ぬいている。

「……わかった、わ。ワタシは、逃げも隠かくれも、しない……提案を、受けます」

「──よし！　では決定だ。今日はこれにて、互たがいに矛ほこを収めよう！」

　一ひと先まずの決着を告げたクロノスが、やはり疲ひ労ろうしきっているリアラ達にも、退散の合図をする。一気にではなく、ゆっくりと。クロノスを迎むかえる準備をしつつ、リアラ達四人は、本ほん拠きよ地ちへ繫つながる門前で見守っていてくれる。

　森の木こ陰かげに隠していた馬を呼び、フィオナはメイを、クロノスはガラテアを乗せ、騎き乗じようした。悠ゆう々ゆうと凱旋するクロノスに、少し離はなれた場所から、エリィが。

「悪逆奴隷商、クロノス。きっと、後こう悔かいするわ。ワタシ……誰にも、負けないから」

　それは誇こ示じでも強がりでもなく、絶対の自信。当然のように、放たれた言葉。

　しかしクロノスは、まるで表情を変えない《勇者姫》に、笑いながら声を放った。




「そうか、だがエリィ──きっと、おまえは〝よかった〟と思うぞ。俺に出会えてな」

「!?　………ざ、戯ざれ言ごと」




　きっとクロノスでなければ見み逃のがすほどの一いつ瞬しゆん、無表情だったエリィの顔に、微かすかな戸と惑まどいが滲にじむ。それを見て満足し、クロノスは馬の足を速めた。

「フハハッ！　まあそれは、すぐに分かるコトだ！　だが、今は──さらばっ！」

　荒あれ果てた荒こう野やを、同じく馬を駆るフィオナを伴ともない、走り抜ぬける。

　去り際に、クロノスが一度だけ、エリィの方を振ふり返ると。

「………………」

《勇ゆう槍そうトリアーナ》を携たずさえ、俯うつむく彼女の姿が、視界に入り。

　ぽつり、クロノスは小さく呟つぶやいた。

「──なあに、寂さびしいのは、ほんの少しの間だけさ。すぐ、迎えてやろう」

　フッ、とニヒル（自じ称しよう）な笑みを浮うかべ、続けてクロノスが放ったのは。




「──俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃんとしてなあ！　フハハハーッ！」




　馬を駆りながらの高笑いは、晴天の向こうへ吸い込まれていった。




　　　　■■■




　ガラテアは今、目を覚ます直前の、まどろみの中にいた。

　体中を、心地よい倦けん怠たい感が、包んでいる。元々、寝ね起おきが良い方では決してないが、このまま二に度ど寝ねしてしまいたい衝しよう動どうに駆られた。

　けれど、そうはいかない──気を失う直前の事を、はっ、と思い出し。

「──っ!?　はあ、はあっ……あっ!?　わ、私、どうなって……えっ？」

　目覚めた時には、ちょうど陽が落ちようとしていた。窓からそれを眺ながめ、そこでようやく自分が、今は屋内にいるのだと理解する。

　手て触ざわりの良い毛布、一体誰がかけてくれたのか、と考えている内に。

「──目が覚めたようだな、ガラテア」

「……えっ!?　あ、貴女あなたは……フィオナ!?」

　飛び起きて距きよ離りを取ろうとする、が、満足に体は動かず、起き上がるのでやっとだ。

　のろのろと後ずさるだけのガラテアに、けれどフィオナは、冷静に語りかけてくる。

「無理をする必要はない。クロノス殿どのは、心の広いお方だ。悪いようには、しないさ……キミのお仲間の、二人のように」

「！　そ、そうよ……二人は、ランちゃんとフィーちゃんは、どこっ!?」

「ふっ、言っただろう？　丁重にもてなしている、と……ふふっ、聞こえないか？」

「え……き、聞こえないか、って。何が……──ッ!?」

　フィオナに促うながされ、耳を澄すませると、確かに、聞こえる。──聞こえてしまった。

『あっ、あ、あっ……す、すごい、ッス……ウチ、こんなっ……も、ダメっ──！』

『う、うそ……こんなの、はじめて……はじめて、ですっ……きゃ、きゃあ──！』

「──ランちゃん、フィーちゃんっ──！」

　やはり、ガラテアの想像通りだった。悪逆奴隷商のもてなし、それの意味するのが、どのような事なのか。二人は、ああ、二人は、どれほどの屈くつ辱じよくを受け続けてきたのか。

　先ほどまで動かなかった体が、足が、噓うそのように活性化する。

　二人の声が聞こえてくる、その扉とびらの前に立ち──思い切り、開け放つと──！

「ランちゃん、フィーちゃん、大だい丈じよう夫ぶ──えっ!?　な……こ、これはっ……！」

　そこに広がっていたのは──ガラテアも想像できなかった、とんでもない光景──！




「す、すごっ……アテナさんのお料理、すっごいおいしいッスーーーっ！　どうなってるんですかっ、こんなの今まで、食べたコトないよ～～～……！」

「そ、そう？　よかった……たくさんあるから、好きなだけ、食べてね……♪」

「そ、そんなっ。ウチ、そんなの……もぉもぉ、ダメっす～……！」




　……とんでもなく豪ごう勢せいな料理を、半泣きで貪むさぼる、ランの姿。

　そしてフィーはというと、興奮している。非常に興奮した様子で──！




「わっ、わっ……すごい回復魔ま術じゆつっ！　す、すっごい聖なる力、感じますうっ！」

「そ、そうですか？　うーん、私はそれほどでもない、と思っていたのですけれど……」

「そんなことないですよおっ！　〝七つの国〟の、どんな高名な賢けん者じやさんでも、こんな力は感じませんっ……リアラお姉様、お凄すごいですうっ！」

「むう～。リアラお姉さまは、メイのお姉さまですのに～……」




　フィーはリアラと、そして先ほどのメイという少女に、随ずい分ぶんと懐なついているようだ──ところで《神国アリエス》の姉妹姫と同名な気がするのだが、気のせいだろうか。気のせいであってほしい。

　ランとフィーは、幸いにも、無事……を通り越こして、元気一いつ杯ぱいである。

　そんな彼女達を見つめて、ぽかん、と開いたガラテアの口から、勝手に漏もれたのは。

「……え～～～……？」

　完全に気の抜けきった、困こん惑わくの声と同時に、ぺたん、とその場に座り込んでしまう。

「……あーあ、丁重にもてなしている、と言っているのに、信じないから」

　後ろで何か言っている《神国の盾たて》がいるが、ここが敵てき陣じんであろう事は承知の上で、ガラテアは水平チョップをかましたい衝動に駆かられる。

　だが、へたり込むガラテアに気付いたらしく、ランとフィーが駆け寄ってきて。

「あっ……が、ガラテアさーん！　無事だったんだ、よかったよ～っ！」

「ほ、本当に、よかったです……ガラテアさんも、こっちに来たんですねっ。ほっ……」

〝こっちに来た〟というフィーの言い分は、どうも引っかかるが、ガラテアも今は二人の無事を喜んだ。

「え、ええ。ランちゃんも、フィーちゃんも、無事みたいでよかったわ～……二人とも、怪け我がなんてしてない？　あなた達も、何かひどい事をされたのでしょう～？」

　あの悪逆奴隷商に、触しよく手しゆ責めを受けた事を思い出し──ずくん、と体の芯しんが熱くなったのは、気の迷いであると誤ご魔ま化かしながら、ガラテアが尋たずねると。

　ランとフィーは、きょとん、と顔を見合わせて、朗らかな笑顔で答えてきた。

「それが意外にも……ぜーんぜんっ！　ウチも最初は、すっごく警けい戒かいしてたんスけど……皆、拍ひよう子し抜ぬけするくらい優しくって！」

「街も……すごく発展してて、驚おどろいちゃいました。《女神にさえ見放された地》なんて、信じられないくらい……憧あこがれの人にも、会えちゃいましたしっ」

　人の心配も知らず、興奮気味に捲まくし立ててきた二人だが──突とつ然ぜん、本当に、突然に。

「「それに………あっ♡」」

　男勝まさりなランが、気弱なフィーが、ほんの一瞬で、蕩とろけきった女の表情に変へん貌ぼうする。

　ぞくり、ガラテアの背筋に、鳥とり肌はだが立った。二人の目線は、ガラテアの背後を向いている。そこへ向けて、ほとんど夢中で、ランと、フィーが、同時に口にした言葉は。




「く……クロノス親分……♡」「クロノス親分さぁん……♡」




　まるで、ご主人様でも見つけて甘える猫ねこのような、媚こびを含ふくんだ艶つやっぽい声。

　振り向いては、いけない。そこに、すぐ後ろに、いる。

　男を忌き避ひしていたはずのランとフィーを、こうまで堕おとした、悪逆無道の存在が。

　そして、ガラテアをも、あんな──あんな目に遭あわせた、憎にくき、憎き──




「おう、起きたか──ガラテア」

「───ッッッ」




　びくんっ、ガラテアの体が、歯向かおうとする意思とは正反対に、打ち震ふるえる。

　恐きよう怖ふで、ではない。もう、理解できている。体の内側、奥底に、刻まれたかのように。

　ゆっくりと、振り返りながら──ガラテアが、上うわ目め遣づかいで微笑ほほえみながら、発したのは。




「……クロノス……親分、様ぁ……♡」




　完全に屈くつ服ぷくした、艶っぽい喜き悦えつの声だった。




　　　　■■■




　夜も更ふけ、クロノスは大きな椅い子すに座り込み、ラン、フィー、ガラテアと、捕とらえた三人娘むすめを眼前に並べていた。別に何も言っていないのに、なぜか全員、跪ひざまずいてきている。

　椅子の右手側にはリアラが、左手側にはアテナが侍はべり──膝ひざの上には、なぜか猫耳を付けているノノが、ごろごろと喉のどを鳴らして寛くつろいでいた。

「ふむ、ノノ。そこ、寝ね辛づらくないか？　どいてくれてもイイんだぞ？」

「にゃーん」

「そっか。まあ、ノノが幸せなら、それが一番さ」

「にゃーん♡」

　実はそこそこ膝にくるが、飼かい猫（？）のワガママを受け入れるのも飼い主の了りよう見けん。喉のど元もとをくすぐり、可愛がってやると、ノノにゃんも喜んでくれていた。

　それはさておき、クロノスは本題に入るべく、眼前の三人へと声をかける。

「さて、仲の良い三人が、こうして再び肩かたを並べられたのは、喜ばしいコトだ。少～しだけ強引になったコトは申し訳ないが、それにも理由があってな。なあ──ガラテア」

　この話は長引かせるつもりはない、とクロノスは、早々に核かく心しんを突ついた。




「ガラテアの立場は、今──《魔ま法ほう大国エンテ》のスパイ、だな？」

「───えっ!?」




　クロノスの言葉に真っ先に反応を示したのは、ガラテアではなく、ランだった。

「な、なに言ってんですかっ。ガラテアさんは《勇国トリアーナ》の、《勇者姫ひめ》に仕える側近ッス……で、ですよっ。《魔法大国》なんて、そんなのっ……」

「残念だが、既すでに情報は得ている。これは虚きよ言げんではない、確かな話だ」

　確信を持って言うクロノスが、まだ納得していない様子のランと、そして戸と惑まどうフィーに、静かな語調で説明する。

「俺様の奴ど隷れいちゃんは、男は売り切り、女の子は手元にが基本──だが更さらに、その女の子達の中に、難度の高い仕事をこなせるカワイ子ちゃん達がいる。家庭教師やメイドなど、希望客の要望に合わせ、他国へ派は遣けんする──名付けて〝デリバリー奴隷〟ってトコか」

　ぴっ、と人差し指を立てながら、クロノスは〝デリバリー奴隷〟の特とく殊しゆ性を語った。

「彼女達には表向きの仕事以外に、裏に任務を託たくしてある。情報収集・諜ちよう報ほう活動を主に、必要に迫せまられれば撹かく乱らんや、破は壊かい工作なども行う。それぞれ素養のある者を選び抜ぬき、特殊な訓練を積んでいるから、体術などにも優れているぞ」

「ノノが育てた。いえーい。……にゃん、にゃん」

「ふはは、速そつ攻こうでニャンコに戻もどったぞ。っと、まあ表向きの仕事だけでも、充じゆう分ぶんな情報を各国から持ち帰ってくれるのだがな。で、そんな彼女達から、情報を得させたトコ──《魔法大国》へ留学していた、ガラテア。キミの名が、スパイとして挙がったのだ」

　クロノスが簡潔に締しめ括くくると、やはり信じられないのか、ランが声を上げる……が。

「そ、そんなの、証しよう拠こはないんでしょっ！　だってガラテアさんが、そんなっ──」

「………いいえ、ランちゃん。彼の言っている事は、本当よ」

「は。……な、っ！」

　素直に肯こう定ていしたガラテアに、ランは──反射的に、摑つかみかかろうとしていた。

「どういうコトッスか!?　まさか今回の《魔法大国エンテ》からの任務も……そんな経けい緯いで!?　《魔法大国》の利益になるから、だから、エリィ様を唆そそのかして、無茶をさせてまで……っ、ガラテアさん、いや、ガラテア！　答えろッス！」

「ま、待ってよお、ランちゃんっ！　お、落ち着いて……が、ガラテアさんっ!?」

　間にいたフィーがランを止めている、その間も、ガラテアは沈ちん黙もくし、言い訳もしない。

　だが、そこで代弁を務めたのは、この話を始めたクロノスだった。

「まあ待て、ラン。ガラテアは、何も《魔法大国》のために動いている、というワケではない。むしろガラテアは──ラン、フィー、そしてエリィを守ろうとしているのだぞ」

「「…………えっ？」」

　暴れていたランと、止めていたフィーが、同時に呆あつ気けにとられる。

　指し摘てきされると更に俯うつむいたガラテアにも向けて、クロノスは穏おだやかに事実を述べた。

「《勇国トリアーナ》は《魔法大国エンテ》の支し援えんがなければ成り立たん、貧しい国だ。そんな《勇国》が《魔法大国》の任務を断れば、不義理として《魔法大国》に侵しん略りやくの口実を与あたえてしまう可能性もある。それで国が滅ほろべば、エリィはもちろん、ランやフィーとて、不幸の道を歩むコトになるだろう。それを避さけるためにガラテアは、あえてスパイの立場を取り、できる限り円えん滑かつに任務を遂すい行こうできる体制を、作っていたのだ」

　そこまでクロノスが述べると、それでも、とランは悔くやしそうに反論する。

「っ、そんなの……ウチらにも、相談してくれればイイじゃないッスか！　スパイだなんだって、そんなコトしなくても、ちゃんと話してくれれば──！」

「それが出来ん理由も、ガラテアにはあった。監かん視しされているんだよ、ガラテアは。《魔法大国》を裏切らないかどうか、な。スパイであると明かさんコトも、忠誠心を証明するための一いつ環かん。そういう国なんだよ、《魔法大国》さんは陰いん謀ぼう大好きだからなァ」

「な、あっ……っ、そんなの……卑ひ怯きようッス……！」

「無論、俺様に捕つかまっている今は、監視の目を逃のがれているがな。まあそもそも、おまえ達を捕まえたのは、そのためなんだが」

　思おも惑わくを明かすと、フィーが何かに気付いたように、クロノスに問いかけてくる。

「じゃ、じゃあっ……クロノス親分さんがガラテアさんを捕まえた時、やけに悪役っぽく振ふる舞まってたっていうのも……監視の目を、欺あざむくために？　そ、そうなんですねっ！」

「いやまあ、九分九厘りんは趣しゆ味みだけども」

「ほ、ほぼ私情ですうーっ!?」

　がーん、とショックを受けるフィーだが、真実なのだから、仕方ない。

　と、そこで、今まで沈黙していたガラテアが、ようやく口を開いた。

「……全て、仰おつしやる通りよ～。けれど、エリィちゃんの武力を頼たより、いいように操作していたのも……事実だわ～。そのために側近になったのも……任務を遂行させるために、意識を向けるよう仕向けるのも。……何も知らないエリィちゃんを、私が、騙だまして──」

「エリィは、分かっているぞ」

「………えっ？」

　はっ、と顔を上げてきたガラテアに、クロノスはただ、己の見解を告げる。

「戦場で見れば、理解できる。単純に強いだけで、地上最強と呼ばれるほどには、なれん。エリィは勘かんが鋭するどく、聡さとい娘だ。〝無痛症しよう〟と〝不感症〟も、賢かしこさとは関係ないしな」

「！　な……なぜそれを、知って……」

「ふはは、やはり当たりか。な？　この通り俺の目に、狂くるいはないだろう？」

　やはり〝無痛症〟と〝不感症〟は事実だったらしく、驚くガラテアと、知らなかったようで戸惑うランとフィー。

　そんな三人に、クロノスは軽く微笑みながら、言った。




「全てだよ。全て分かった上でエリィは、ランやフィー、そして──ガラテア、おまえのために、《勇者姫》として、槍やりを揮ふるっているのだ」

「っ！　……エリィ、ちゃん……」




　再び俯いたガラテアの眼下の床ゆかに、ぽつり、ぽつりと、美しい滴しずくが落ちる。

　ぎゅっ、とランも唇くちびるを結び、フィーも隣となりのガラテアの背を撫なでて慰なぐさめていた。

　そしてクロノスは、更に続ける。彼女達のために、これから為なすべき事を。

「しかしそんな無茶を、永遠に続けるコトなど出来はしない。事実、今この瞬しゆん間かん、おまえ達は俺に捕まっている。地上最強の《勇者姫》とて、相手と状じよう況きよう次第では、敗北する日が来るかもしれん。たとえば《女神の聖具》が相手になる、とかな」

　可能性の話を挙げればキリはないが、それらの可能性も、もうすぐ無意味になる。

「だからこそ──地上最強の《勇者姫》は、明日、初めて敗北してもらう。他の誰だれにでもない、この、俺様にだ。それは当然──彼女を見事、救ってやるためにッ！」

「！　お、親分っ！」「親分さんっ！」「っ……親分様ぁ……！」

　ラン、フィー、ガラテアの視線を、一身に受けながら。

　不敵に笑うクロノスは、決して揺ゆるがぬ自信と信念に従い、ただ叫さけぶ。




「《勇者姫》エリィを──俺様のカワイイ奴隷ちゃんに堕とし──幸せにしてみせるっ！　待っていろよ！　ふはははーっ！」




　地上最強の《勇者姫》を相手として想定しながら、堂々たる宣言。

　……だが、右みぎ隣どなりに侍はべっていたリアラは、少しだけ浮うかない表情をしている。

「……あ、あのっ！　事情は分かりましたし、文句なんてありませんけれど……大前提として、あの地上最強の《勇者姫》さんに、勝てるのでしょうか？　彼女、本当に、とてもお強いですよ……？」

　今日も実際に戦った、リアラの言葉だ。真に迫っているのを感じる。

　だが、クロノスはあっけらかんと、何でもないように笑ってみせた。

「おいおい、何を言うかと思いきや。リアラ、今日までおまえに、バニーガールになってもらったり、透とう明めい化した状態で可愛いイタズラに興じたのが、ただの趣味だと思っているのか？　フッフッフ、おまえの〝紋もん〟には、もはや充分に力が溜たまっているのだ」

「趣味だと思っていましたけれど。……えっ？　え、あの、その言い方だと……えっ」

　どうやらリアラも、とんでもない可能性に思い当たったらしく──クロノスは、ニヤリと笑みを深めながら、言い放つ。




「地上最強の《勇者姫》に勝利する、最大の鍵かぎは──そう！　俺様のカワイイ《姫奴隷》、リアラ、おまえなのだ──！」

「えっ。……え、えええ～～～っ!?」




　クロノスの示す絶対の自信に、当のリアラ本人は、ただ驚おどろくしかないようである。








《第五章》地上最強の《勇者姫》さんが……まさか、クロノスの仲間に!?　捧ささげるわ。ワタシの、身も、心も──この槍も、全て──！









　とうとう迎むかえた、《勇者姫》エリィとの、決戦の時。

　太陽が中天に差しかかる頃ころ、既に待ち構えていたエリィと、荒こう野やで向かい合うのは。

　クロノスと、そして──カワイイ《姫奴隷》ちゃん、リアラのみ。

「？　奴隷商……どういう、コト？　アナタの仲間、他にもいたはず、でしょ？」

　問いかけてくるエリィに、対するクロノスは、不敵に笑って答えた。

「ああ、もちろん、いるぞ。だが《勇者姫》エリィよ──ここにいる俺様のカワイイ奴隷ちゃんは、おまえと一対一で、充分に戦える逸いつ材ざいなのだぞ」

「……そう、意味不明ね。昨日、戦ったケド、そうは感じなかったわ。けれど……アナタの言葉が真実でも、何か策があったとしても、関係ないわ」

《勇ゆう槍そうトリアーナ》を振りかざし、洗練された美しさすら覚えさせる動作で構えた《勇者姫》が、斬きり裂さくような鋭い眼まな差ざしをぶつけてくる。




「悪逆奴ど隷れい商クロノス──アナタさえ倒たおせば、全て終わり。それだけよ」




　この決戦の始まりに、合図などない──言葉の直後、《勇者姫ひめ》の槍の穂ほ先さきが、クロノスに向けて迫ってくる。

　電でん撃げきを浴びせようと、《奴隷聖具》を持った数人がかりでさえも、歯が立たなかった存在だ。剣けんを抜く事も無意味、とクロノスは棒立ちになっている。

　けれどそれは、諦あきらめている訳でも、自殺願望がある訳でもない。

　ただ、クロノスは──自分の《姫奴隷》ちゃんを、信じているだけだ──！




「《勇者姫》エリィさん！　この私が──リアラ＝アインスバッハ＝フェルノート＝アリエスが、相手ですっ！」




　エリィの眼前に、リアラが名乗りを上げながら、立ち塞ふさがる。

　その手には、基本装備たるディルドさえ握にぎられていない。今のリアラは、完全な無防備の状態にある、という事になる。

　けれど、それもまた、思惑あっての事。クロノスは事前に告げていた事こと柄がらを、ここで再び、彼女へ向けて叫ぶ。

「さあリアラ、俺を信じて、〝アレ〟を呼べ──！」

「ええ、クロノス──信じていますともっ！」

　天空へ向け、手を掲かかげたリアラが、声高に呼ばわるのは──！




「《神剣アリエス》よ──《お姫様》たる私のもとへ、おいでなさいっ──！」




　リアラの掲げた手の真上で、太陽に負けぬほどの輝かがやきが迸ほとばしる。

　そこは、確かに何もない空間だった。けれど、確かに今、そこには。




　神聖なる輝きを放つ、刃やいばなき剣──《神剣アリエス》が、現れたのだ──！




《神国のお姫様》たるリアラが、己のみに扱あつかえる神器を手にする。《勇者姫》エリィはこの事態にも、一切の戸と惑まどいさえ見せず、槍を繰くり出してくるが、しかし。

「甘いですっ！　やあああぁっ！」

「！　ッ……なに、それ」

　リアラが《神剣アリエス》で切り払はらうと、今まで何もかも歯が立たなかった《勇者姫》と《勇槍トリアーナ》が、初めて足あし踏ぶみして後ずさりした。

　空間さえも跳ちよう躍やくし、リアラの手に収まった《神剣アリエス》──奇き跡せきとも呼べる事象は、けれど《女神の聖具》にとって、難しい事ではないとクロノスは知っている。

〝神しん託たく〟を受けた《お姫様》が望めば、どのような場所にあり、いかなる時であったとしても、関係ない。必ず、《お姫様》のもとへ、現れる。

　そう、《神剣アリエス》を例として、あえて、あえて言おう──！




〝女神様の想像上のチ○コ〟は、時空さえも超こえるのだ──！




「ちょっと今すぐクロノスを叩たたきたいのですけれど、良いですかねー!?」

「今日は結構ですんで！　それにリアラ、そんな暇ひまはないぞーっ!?」

「う～、分かっていますよおっ！　っ、くっ……《勇者姫》さんっ……！」

　リアラが揮う《神剣アリエス》は、空間をも削けずり取る無む双そうの宝ほう剣けん。充じゆう分ぶんな〝調教〟をクロノスは授けていたし、その力も遺い憾かんなく発揮されている。
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　にもかかわらず、リアラと《神剣アリエス》は、《勇者姫》を弾はじき飛ばすのがやっとだ。




《勇者姫》について──恐おそるべき事実がある。

　彼女の持つ《勇槍トリアーナ》は、《女神の聖具》だ。けれど《女神の聖具》は、その本当の〝使い道〟を知らない限り、〝真の力〟を発揮する事はできない。

《勇者姫》と付き合いの長いガラテアいわく、エリィは性に関する知識には、とんと疎うといらしい。ただでさえ、《女神の聖具》が〝異世界の性具〟であると、ほとんど誰にも知られていないのだ。当然、《勇槍トリアーナ》の〝真の力〟は、使えていない事になる。

　つまり、エリィは──《勇槍トリアーナ》を〝ただの槍〟として扱っていながら、これまであらゆる《奴隷聖具》を凌りよう駕がし、今は《神剣アリエス》と渡わたり合っているのだ。

　無論、数百年以上も存在して形さえ変えない《女神の聖具》の頑がん強きようさがあってこそ、空間をも削り取る《神剣アリエス》と戦えている、とも言えるが。

　それでも結局の所、エリィは、ほとんど地力で戦っているという事になる──これこそが、《勇者姫》の恐るべき事実なのだ。




　その事はクロノスも、あらかじめリアラに伝えてあった。だからこそ取り乱しまではしていないが、事実を目の前にして、驚きを隠かくす事は難しいらしい。

《破は壊かい神》をも圧あつ倒とうしたリアラと《神剣アリエス》を以もつてして、それでも打ち合うのがやっとの、ずば抜ぬけた武力。




　これが、勇者姫──地上最強の《勇者姫》、エリィ＝プラータ＝トリアーナ──！




　そんな絶世の美女を見つめながら、クロノスは思いを馳はせた。

（〝不感症しよう〟と〝無痛症〟のエリィだが、ガラテア達が言うには、彼女は怪け我がをしても、早々に傷が癒いえていくらしい。フィーの回復魔ま術じゆつなしで、だ。これは恐らく〝神託〟を受けたコトによる副効用。ゆえに今まで、重じゆう篤とくな疾しつ患かんもなかったという。そして──）

　地を蹴ければ空を飛ぶように、地を叩けば土ど壌じようを粉ふん砕さいするように。

　人間離ばなれした力を発揮する《勇者姫》の特とく徴ちようにも、〝無痛症〟が関係している。

（エリィには、リミッターがないのだ──痛みがないゆえに、肉体の限界を超ちよう越えつした動きができる。更さらに、傷ついた筋繊せん維いは〝神託〟によって回復し、より鍛きたえられる。エリィのあの美しい細ほそ腕うでも、長くしなやかなおみ足も、目には見えぬ常識外の密度を有しているはずだ。全く、本当に、地上最強の──絶世の美女だな！）

　うん、うん、とクロノスが感かん慨がい深く頷うなずいている、その間に、リアラの剣が閃ひらめき。

「！　今ですっ。たあああああっ！」

「んっ……ッ！」

　リアラの放った会心の袈け裟さ斬ぎりが、《勇槍トリアーナ》の穂先を叩く。

　これまでで最も大きく、弾き飛ばされたエリィを見て、クロノスは合図を叫さけんだ。




「今だッ──アテナ！　〝アレ〟を発動させてくれっ！」

「……はいっ、クロノス様……！」




　誰だれもいないはずの場所から──《奴ど隷れい聖薬》によって〝透とう明めい化〟していたアテナが投とう擲てきしたのは、一つのローター。ただ、その色は、漆しつ黒こくに染まっていて。

「なに？　炎ほのおでも、電撃でも、ワタシには……──えっ？」

　中空を舞まう漆黒のローターから放たれたのは、そもそも、攻こう撃げきではない。

　遮さえぎる物はほとんどない、この白昼に、そこだけ夜の帳とばりが下りるように──〝闇やみの結界〟に閉ざされていく、これこそが〝ダークローター〟の能力だ──！




　　　　■■■




　外界からは断絶された結界の内側で、景色は真っ黒に塗ぬり潰つぶされているにもかかわらず、内部にいる人間だけは鮮せん明めいに確認できる。

　クロノスと、アテナ。《勇者姫》エリィと、彼女と戦っていたリアラ。

　そして、今しがた〝透明化〟を解き、現れた三人。

「──エリィ様ぁ！」「エリィお姉様ぁっ……」「……エリィちゃん～……！」

　ラン、フィー、ガラテア──そう、《勇者姫》エリィの、仲間達である。

「えっ……みん、な？　どうして、ここに……捕つかまって、いたんじゃ」

　突とつ然ぜんの再会に驚おどろくエリィへと、三人が駆かけ寄っていく。

　真っ先に声をかけたのは、エリィを信しん奉ぽうするフィーだった。

「エリィお姉様っ……ごめんなさい、フィー達、何も知らなくてっ……エリィお姉様に、ずっとずっと、無理させて……うう、う、ふえぇ～ん……」

「フィー？　……もしかして、聞いたの？」

　短く問うエリィに、泣きじゃくるフィーではなく、ランが答えた。

「ガラテアさんから聞いたッス。《勇国トリアーナ》のため……ううん、ウチらを不幸にしないために、エリィ様は戦ってくれてた、って。でも……もう、もういいッスよ！　そんな無理しなくても……ウチら、クロノス親分にも、悪いコトなんてされてませんし！」

「ラン……ん？　クロノス……親分？　??」

　エリィが違い和わ感かんに首を傾かしげていると、最後にガラテアが声をかけていた。

「エリィちゃん。……私はアナタに、謝らないといけないわ～……任務を遂すい行こうさせるために、私はエリィちゃんを、都合よく操作しようとして……」

「ガラテア、でも……ワタシがやらないと、《魔ま法ほう大国エンテ》が、何するか……」

「……本当に、気付いていたのね。でも……もう、いいの。私も、スパイなんて、やめるわ～。これからは……エリィちゃんは、エリィちゃん自身のために、生きていいの」

「……で、でもっ。《魔法大国》の、監かん視しの目がっ」

《魔法大国》──そう呼ばれるだけあって、独自の魔法技術は発展が盛んだ。ガラテアが言うには、監視は〝遠見の魔法〟を使っており、どこから見られているか分からない。

　やはりエリィは、全て、分かっていた。分かっていた上で、全てを受け入れ、仲間達のため、戦場にその身を置いていたのだ。

　心根までもが強く美しい、そんなエリィに、クロノスは声をかける。

「安心しろ、エリィ！　それらのコトは、俺が全て何とかしよう！　〝遠見の魔法〟とはいえ距きよ離りにも限界がある。俺のカワイイ奴ど隷れいちゃん達は、優ゆう秀しゆうだからな──くくっ、こうして目を晦くらましている間に、もう監視者の場所を特定しているかもしれんぞ！」

「！　……奴隷商、クロノス……アナタ、一体……」

「おいおい、一々奴隷商などと呼んでいては、まどろっこしいだろう。もっと気軽に呼べ。何せ今から、エリィも──俺様の、カワイイ奴隷ちゃんになるのだからなっ！」

「は。……は、はい？」

　無とさえ言えるエリィの表情に、また、戸惑いの色が浮うかぶ。彼女の仲間達によれば、これは本当に珍めずらしく、クロノスと遭そう遇ぐうするまでは、ほとんど見た事もなかったようだ。

　それはともかく、当然納得していないらしいエリィに、クロノスは説得を試みる。

「《魔法大国エンテ》が、おまえに何を与あたえてくれる？　支し援えんか、国の維い持じか？　それは本当に、エリィが望むモノか？　いいや、違ちがうだろう──そうでは、ないだろう」

「っ。っ……なに、よ。アナタにワタシの、何が分かるって──！」

　仲間達を振ふりほどき、エリィが《勇ゆう槍そうトリアーナ》を振りかざし、向かってくる。

「っ、クロノスっ！」「クロノス様……えっ？」

　反射的にリアラとアテナが、守ってくれようとしたが──クロノスは無防備に、前方へと、つまりエリィへ向けて進み出た。

「危ない！」と、リアラとアテナの声が重なる中、クロノスは。




「エリィ。俺のモノになれ。俺は、おまえに──〝与えて〟やれる」

「───えっ？」




　槍を構えて突とつ進しんしてきたエリィが、目を見開き、足を止める。

　彼女自身、なぜ自分が止まっているのか、分かっていないようだった。ただクロノスは、結果的に差し出してくる形になった《勇槍トリアーナ》の柄えに、手を掛かけて。

「あ……きゃっ」

　エリィの手から、ゆっくりと──《女神の聖具》を、受け取った。

「わ、ワタシ……どう、して？　奴隷しょ……ん。……く、クロノ、ス？」

　地上最強の《勇者姫ひめ》は、戦おうと思えば、徒手であろうと戦えるだろう。クロノスの首くらい、あっさりへし折る事も、可能かもしれない。

　だが、彼女は、それをしない。ただ困こん惑わくの目で、見つめてくる。

　そんなエリィに笑いかけると、彼女は更に戸と惑まどっていたようだが、クロノスは言葉を止めはしない。




「大だい丈じよう夫ぶだ、エリィ──心配するな。俺はな、俺の〝カワイイ奴隷ちゃん〟は、何があろうと絶対に、幸せにする自信がある！　全て俺に任せておけっ。ふははーっ！」




　呵か々か大笑してみせると、ぽかん、と更に呆ぼう然ぜんとしてしまうエリィ。

　だが、背後から語りかけてきたリアラの声は、にこやかに機き嫌げんが良かった。

「うふふ……クロノスってば、いつもいつも無茶苦茶ですけれど……本当にエリィさんを助けるつもりだったのですね。そういうところ……ちょっぴり、恰かつ好こういいですよっ♪」

「うん？　おいおい、リアラ──ちょっぴりじゃなく、超ちようカッコイイです大好きですいつ何時もアナタを想っています、の間ま違ちがいではないか？」

「……ノーコメントです。こ、こほんっ！　でも、とにかく──《勇者姫》さんに、初めて敗北してもらう、なんて偽ぎ悪あく的な事を言わず……素直に救うと、そう言えばいいのに。ふふっ、案外、恥はずかしがり屋さんですよね、クロノスって♪」

　珍しく悪戯いたずらっぽい笑顔を見せてくる、小こ悪あく魔まリアラちゃん、カワイイ。

　だがクロノスは、きょとん、と首を傾げつつ、答えた。

「？　何を言っている──今からエリィには、敗北してもらうぞ？」

「えっ」「えっ」

　意外そうな声を漏もらしたのは、リアラだけでなく、エリィも同じ。

　だがクロノスは、あくまでマイペースに、話を続ける。

「もちろん、単純な戦いではない。エリィよ、おまえは〝不感症〟と〝無痛症〟を患わずらっているな？　〝痛みを感じない〟、そうだろう？」

「え、う、ウン。……でも、今さらだし……別にそんなの、いらな──」

「違うぞ、エリィ。〝痛み〟も、〝快感〟も、全て、エリィのモノなのだ。それらをおまえは、不当に奪うばわれたのだ。だから今、それを俺が──〝与えて〟やる」

「っ！　う、うう。ワタシ……っ。そう言われたら……逆らえないの、なぜ……？」

　エリィの疑問は、さすがにクロノスにも、分かる由よしはない。けれど、彼女が求めるべきもの、彼女に〝与える〟べきものは、理解している。

　受け取った《勇槍トリアーナ》を掲かかげながら、クロノスは笑みを浮かべた。

「フッ、《勇槍トリアーナ》がエリィを選んだのは、俺には運命としか思えん──エリィ、そしてここにいる全員は、コイツを《女神》サマの遺のこした槍と思っているだろう？」

「えっ……く、クロノス親分さん、違うんですか？」

　何も知らないフィーは、素直な疑問を呟つぶやいてくる。《女神の聖具》の正体が〝女神サマが創ったエログッズ〟だと知るリアラやアテナなどは、思いっきり目を逸そらしているが。

　とにかくクロノスは、手にしている勇ゆう猛もうなる長槍の正体を、遠えん慮りよなく口にした。




「《勇槍トリアーナ》の正体は──高周波マッサージ器だ。体の内側から絶大なる快感を引き起こすべく作られた、《女神》サマの好こう奇き心しんが変な方向にぶっ飛んだ結果の力作よ」

「？　高周波？　快感？　……よく、わからない……」




　エリィが性に疎うといのは本当らしく、理解が及およばず首を傾げるしかないようだ。

　代わりに、疑問をぶつけてきたのは、なかなか成長著しいリアラだった。

「あの。……色々と、言いたい事はありますが、とりあえず一つ……槍の穂ほ先さき、鋭するどすぎません？　《女神》様、一体、何に使おうとお考えだったのです？」

「ああ、ほれ、〝体の内側から〟って言ったろ？　《女神》サマ、高周波のコト全く理解してなくてな。簡潔に言うと、ぶっ刺さして、そこから流そうとしてたんだとさ。腕うでなら腕に、って感じでな。で、『いたっ。絶対違うコレいたっ』って気付いてからは──普ふ通つうに肩かたとかに当てて、使うようになったんだとよ。うん、そうだよ。最終的に、マッサージ器の正しい使い方に行き着いちゃっただけだよ」

　クロノスが説明を終えると、リアラは少し俯うつむき気味に、ぽつぽつと言葉を漏らした。

「なるほど。……いえ私は《女神》様の事、世界をお救いになった慈じ悲ひ深い方だと、尊敬していますよ？　でも……いえもう、《神しん剣けんアリエス》の時から、少し思っていましたけれど……いえ、言えませんけれどね？　でも、少し……少し、ですね……」

「アホじゃないかって？」

「言わないで」

　リアラにしては珍しい、ぴしゃりと打つ一言が、複雑な心情を表している気がした。

　だがとにかく、《勇槍トリアーナ》の真実を明かしたクロノスは、そのままエリィへ向けて歩み寄る。

「さて、理解できずとも、聞いただろう、エリィ。今からおまえに、この《勇槍トリアーナ》を使い、〝与えて〟やる──いいな!?」

「う。さ、逆らえない……けど、あの。少し、心の準備、を。あの、ワタシね──」

「問答無用ーーーっ！　敗北してもらうぞ、エリィ！　とはいっても、だ──！」

　意い気き軒けん昂こう、飛び掛かる勢いで、クロノスが叫さけんだのは。




「敗北は敗北でも──俺様の〝快楽調教〟による敗北だがなっ！　フハハハハーッ！」

「……こ、こわい、の……」




　ぷるぷると震ふるえる《勇者姫》は、無骨な鎧よろいを着ていても、か弱い小兎うさぎちゃんのようで。

　クロノスは──逆に、最高の昂ぶりを見せるのだ──！




　　　　■■■




《勇槍トリアーナ》の力を、所有者として〝神しん託たく〟を受けた《お姫様》が知れば、本来の能力が発動するのは、クロノスの思おも惑わく通り。

　今まさに、キン、キィン、と槍やりの穂先から、甲かん高だかい音が聞こえるようになると。

　クロノスは刃はの部分を横向きに、エリィを傷つけぬよう、まずは右みぎ腕うでに当てていく。

「さあエリィ、覚かく悟ごを決めろよ──いくぞ！」

「っ……ま、待って、やっぱりワタシ、まだ、こわ……あっ!?」

　エリィの〝無痛症しよう〟と〝不感症〟は、後天的なものだと、クロノスは見み抜ぬいていた。

　戦せん闘とう時、エリィは何度か、回かい避ひや防ぼう御ぎよを試みていたからだ。もし先天的なものであれば、それらの行動自体を取ろうとせず、より無む謀ぼうに突とつ撃げきしてきていただろう。

　その証しよう拠こに、エリィは今──

「──きゃんっ!?　……えっ、ワタシ……い、今……あっ」

　果たして彼女にとって、いつ以来振ぶりか。〝感じて〟いるのだ。

　……けれど、無理やりに引き起こされた〝それ〟は、長くは続かず。

「えっ。……あっ、なぜ……また、なくなって……いやっ……ま、待ってっ」

　湧わいてきたはずの感覚が、徐じよ々じよに、徐々に、消えているのだろう。追いかけるように、右腕を左手で摑つかみ、かきむしろうとする様は、あまりに物悲しい。

　だが、それは兆候──確信を得たクロノスは、《勇槍トリアーナ》の出力を上げ──！

「いくぞ、いくぞいくぞいくぞォ──！　エリィーーーっ！」

「ふえ──きゃ、きゃあっ、あっ？」

　放たれた高周波が、何とエリィの着ていた漆しつ黒こくの鎧を、粉々に砕くだいてしまう、と。

　常にクールだったエリィが、ほんのり頰ほおを赤らめ、肌はだ着ぎのみとなった体を両りよう腕うでで隠かくし。

「……あ、あの。さすがに、その……恥ずかしい、わ。み、見ちゃ……イヤ、よ？」

『イイヨ、イイヨ！　そういうの、トテモ大事ヨー！』とクロノス、心の中で拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　けれど今、再び体の内側から、感覚は呼び起こされているはずだ。高周波は放たせたまま、槍の石いし突づきを刺して地面に突つき立たせ、クロノスは後方へと飛びのく。

「いくぞ、エリィ！　ここからは、荒あら療りよう治じだ！」

「もう結構、荒療治って、思うケド……？」

「その余よ裕ゆうが続いている内は、まだまださァ！　いくぞ──《魔ま剣けんクロノス》！」

　服の前面をはだけたクロノスが、自身のみぞおちの〝紋もん〟から、漆黒の剣を出現させる。と同時に、取り出したるは、ありったけの《奴ど隷れい聖具》と《奴隷聖薬》。

「俺様の《魔剣クロノス》は、《聖具》の力を吸収できる──それは《女神の聖具》のみならず、《奴隷聖具》と、そして新たに創り出した《奴隷聖薬》もだ。これらの性質を反転させるのも、我が能力の一つ──だが、しかし。だがっ、しかァしッ！」

　クロノスは今、かなりテンションが上がっちゃっている。絶世の美女を調教中なので、仕方ない。まあそれはともかく、これから述べるのは、本当にとんでもない事で。




「《奴隷聖具》と《奴隷聖薬》──二つの力を、掛け合わせられるのよ──！」




《魔剣クロノス》に《奴隷聖薬》を振りかけると、ぶわり、剣けん身しんから闇やみが迸ほとばしる。

　ニッ、と不敵な笑みを深めたクロノスが、己おのが力を解き放った。




「ゆけいっ──《ローター×ローパー》！」

「えっ。……えええっ!?　クロノスのお腹から、た、大量の触しよく手しゆさんがーっ!?」




　初めて見るリアラは驚おどろいているが、正確には、みぞおちの〝紋〟からである。

　クロノスと感覚を共有する触手達が、エリィの手足に巻き付き、拘こう束そくした。「きゃっ」と短い悲鳴を上げた彼女が、恐おそる恐る、自身に巻き付く触手を見つめている。

「な、なに？　ん……ヌメヌメ、する？」

「触ふれられているのを、感じるか？　エリィ」

「あ……う、ウン。感覚、あるわ。何だか……不思議、だけど」

「良し。では、説明しなさい。どう感じているのか、その可愛いお口から、詳しよう細さいにだ」

「えっ、えっ？　ええと、その……」

　突とつ然ぜんの要求に戸惑いながらも、性根が素直なのだろう彼女は、真面目に呟き始める。

「手と足、ぎゅっ、て握にぎられてる、わ。でも、痛くない。ただ、粘ねん液えき……垂れて、滴したたってきて……ヌメヌメ、ってして。くすぐったい？　かしら。んっ。……と、時々、触手が、ぶるぶるって、振しん動どう、して……その部分、熱く、感じて……う、う」

「どうしたエリィ。今、何を思う？　どう感じている？　それも、説明するのだ」

「そ、それは、えっと……その、えっと……ね？」

　拘束されて身動きの取れない状態で、きょろきょろと視線だけを忙せわしなく動かして。

　暫しばらくして、頰を赤らめつつ、ようやくエリィが呟いた一言は。




「……は、恥ずかしい……です」

「イイネ！」

「え、えぇ……？　……あ、あんっ！」




　可愛らしい答えを受け、調子に乗った触手めらが（クロノスの意思で）エリィの体にも、そこかしこに這はい回って行く。全く、けしからん触手共である。全くもう。

　けれどそんなクロノスの触手達に、しなやかで麗うるわしい肢し体たいを蹂じゆう躙りんされているエリィは、その動きが艶つやっぽいという自覚などなく身をくねらせ、ささやかな𠮟しかり声を放つ。




「ん、んんっ！　こ、こらっ。震えては、ダメよ。イイ子、だから……おとなしく、していて？　そう、そう……あっ、だ、ダメ、って、ば……ひゃんっ♡　……あっ」




　振動する触手に引き出された嬌きよう声せいを、エリィは恥はじたのか、顔を逸らして唇くちびるを結ぶ。

　何とも可愛らしく、いたいけな抵てい抗こうだ。けれど、この〝調教〟の本質は我が慢まんする事ではない。もっと声を上げてもらわねばと、クロノスはこっそりと力を発動した。

　息を荒あららげ、耐たえ忍しのぼうとするエリィに、襲おそい掛かかるのは。

「はあ、はあ……ふ、う。少し、落ち着い……きゃあぁっ!?」

　今日一番の黄色い悲鳴、その発生源たるエリィは自分の声にも驚いているようだが、慌あわてて視線を胸元に下ろした。

「えっ、えっ？　あ、れ……今、確かに……気の、せい？」

　しかし、視線の先に何も見当たらず、戸と惑まどっているのだろう。

　勘かん違ちがいと判断したのか、小さく頭を振ふり、ほう、と熱を帯びた溜ため息いきを吐つき。

「やっぱり……気のせい、だわ。感覚、久し振り、だし……体が勘違い、しちゃ──った、あんっ!?　っ、違ちがっ……気のせいじゃ、ないっ」

「──ふははっ、その通りだ！」

　そう、クロノスがこっそりと使っていたのは、これだ。見えない何かがエリィの体を、つついている。これもまた、《奴隷聖具》と《奴隷聖薬》の、掛け合わせ。




「〝透とう明めい化〟したディルド──《インビジブル・ディルド》だ──！」

「んっ!?　やっ、こ、これっ……何かっ、固いの、当たって……るっ!?　んーっ……！」




　不可視の異物が、エリィの体の至る所をつつき回すと、その度に声が跳はねた。しかし根が我が慢まん強い彼女の事だ、その度に、また声を抑おさえようとしている。

　だからこそ、そうはさせないため、クロノスは。

「さあ、これはある種の治ち療りよう行こう為いだ！　視覚では捉とらえられない〝何か〟に、触れられていると分かってこそ、〝感覚〟を取り戻もどしていると言える！　そうだろうエリィ!?」

「……えっ？　あ、そ……そう、かも？　そう、かしら？」

「そうですとも！　だからこそ──目には見えない、固くて大き～～～いナニかが、どこを触れちゃっているのか、先ほどと同じく説明するのだ！」

　これはエリィが〝不感症〟を克こく服ふくするため、彼女に言葉を発するよう働きかけているのだ。そんな、決してやましい気持ちは──そんな、決して、決して。

　ただエリィは、本当に愛おしくなるほど、純じゆん粋すいで、真面目で、健気な、絶世の美女で。

「っ……今、背中を、つついてた……あっ！　の、が……お尻しり、撫なでてる、わ。んっ……胸にも、形、変わるくらい、強く……押しっ、つけられっ、えっ♡　肌着の、あっ、中にま、っで♡　だ、っめ……触手、さんの、ヌルヌルっ……広げ、っちゃ、ダメえっ♡」

　体は振動するローパーに拘束され、這いまわられて蹂躙され、ディルドにまでつつかれて。言葉で解説まで、させられている。




　この〝調教〟を見て、エリィの仲間達はどう思っているのか──ランが発した言葉は。

「あ、あわわっ……え、エリィ様、大だい丈じよう夫ぶかなぁ……さすがにちょっと、心配──」

「……うらやましいわ～……」

「ガラテアさん？」

「……いいなぁ……」

「フィー？　……えっフィー!?」

　まあそれほど、心配はいらないかもしれない。




　ただ、今こうして、エリィに自ら言葉にさせているからこそ、増ぞう幅ふくするものもある。触しよつ感かんだけではなく、自ら発した言葉で、聴ちよう覚かくをも刺し激げきして。

　触れるもの全てが、与あたえる刺激全てが、エリィに足りなかったものを、自覚させて。

　挙あげ句くの果てに、彼自身が──ついにエリィへと、近づいてきて。

「さて、コイツでトドメだ──エリィ、言ったな、俺は。おまえを、俺のモノにすると。今から、その証あかしをつけるぞ」

「んっ、はあっ……あ、証？　あ、う……？」

「そうだ。俺のモノだという、その証を──〝与えて〟やる」

「！　あっ、あっ……は、ぁ……はいっ……」

「むふふ。イイ子だ。では──」

　言いながら、クロノスは屈かがみ込み──エリィの引き締しまったお腹、その下腹部に向け。




「すう───むちゅーーーっ」

「ッ──!?　あっ、ああ、あっ──あ、ああっ──♡」




　一際強く、一際大きく、仰け反った彼女の下腹部には──クロノスの〝カワイイ奴隷ちゃん〟の証である、〝紋〟が刻まれていて。

　クロノスが、ニッ、と笑いながら、問いかけると。




「どうだ──キモチイイだろ」

「えっ。……──!?」




　エリィは一度、信じられないように目を見開いた。

　そのままクロノスを、じっ、と見つめてきていたが──直後。

　その目を、とろん、と蕩とろけさせ、ついに彼女は──〝その一言〟を、口にした。




「ウン───キモチ、イイ♡」




〝不感症しようだった〟エリィが、快感に打ち震ふるえた、その瞬しゆん間かん。

《勇ゆう槍そうトリアーナ》が──太陽が昇のぼるように、眩まばゆい光を放った──！




　　　　■■■




　エリィは今、全てを、理解した。全ての記き憶おくが、繫つながった。

　どういう経けい緯いで、彼が〝そうなった〟のか──奴隷商になったのか、分からない。

　けれど、これは勘違いでもなく、妄もう想そうでもない。

　エリィの直感が、思考が、全細さい胞ぼうが、教えてくれた。

　クロノスという男は──彼は、間ま違ちがいなく。




『どうだ──キモチイイだろ』

『どうだ──うまいだろっ』




　幼い日のエリィに、パンとスープを〝与えて〟くれた少年と、同一人物なのだ──！

「──よし！　これにて〝不感症〟と〝無痛症〟は、完治だ！　俺もさすがに、これ以上はローパーを操りきれん。そろそろ下ろすぞ、エリィ？」

　クロノスから発生していたローパーが、しゅるしゅると、彼の〝紋もん〟へと帰って行く。絶対に、言えはしないが──名残なごり惜おしい、かもしれない。絶対に、言えはしないが。

　とにかく、解放されたエリィは、久方ぶりの〝感覚〟に疲つかれてはいたものの、何事もなく着地し──そして。

「ふうっ。……はっ！」

　真っ暗な〝結界〟の中、突つき立てられていた《勇槍トリアーナ》を瞬しゆん時じに手に取り、準備運動にと振りかざしてから構えた。

　ずっと相棒のように一いつ緒しよだった槍やりが、見た事もない輝かがやきを発している。これもまた、クロノスがエリィに〝与えてくれた〟変化だろうと、そんな事を考えながら。

　エリィはクロノスを、おもむろに、呼んでみた。

「クー。……ね、クー？」

「ん？　エリィ、それは、俺を呼んでいるのか？」

「ウン。クー……と、呼びたいの。……ダメ？」

　光ひかり輝く槍の柄えを抱だきしめ、少し不安になりながら、エリィが尋たずねると。

　クロノスは、即そく座ざに──ニカッと笑いながら、言ってくれた。




「おう、もちろん構わんぞ！　あだ名で呼びたがるとは、カワイイな、エリィ！」

「！　ウンっ……ありがと、クー♡」




　笑い慣れていないエリィが、どうにか唇の端はしを吊つり上げてみせると──ガラテア達が驚おどろいていた。失礼だ。

　さて、それはそれ。エリィはクロノスへと、告げるべき事を口にする。

「クー。ワタシに……〝与えて〟くれて、ありがとう。クーは、ワタシを……奴ど隷れいにする、と言った。アナタのモノに、してくれると。あれは……まだ、有効？」

「おう。有効も有効、生しよう涯がい契けい約やくの予定だぞ」

「ン……分かった。約束よ。それなら……ワタシ」

　もはや、この心に、迷いなどない。誓ちかいの言葉は、ただ一つ。




「捧ささげるわ。ワタシの、身も、心も──この槍も、全て──！」




　雄お叫たけびと共に、光り輝く《勇槍》を軽く揮ふるうと──飛ぶような斬撃が、〝闇やみの結界〟の天てん井じようを斬きり裂さいた。そう出来ると、槍が教えてくれたから、不思議だ。

　斬り裂いた部分から、ぱらぱらと結界が崩くずれ落ちていくと、陽の光も差し込んでくる。

　と、クロノスが更さらに、エリィに何かを渡わたしてくれた。

「エリィ！　おまえの鎧よろいは、砕くだいてしまったからな──だが、そんなコトもあろうかと、我が王国の腕うで利きき職人に、コイツを作らせていた。エリィ専用だ──受け取れ！」

「！　これは……鎧？　……クー、またアナタは、ワタシに……っ」

〝与えて〟くれるのかと、思わず感極まってしまう。

　差し出してくれた鎧を受け取っている間に、リアラ、と呼ばれていた先せん輩ぱいの奴隷が、クロノスに語りかけていた。

「え、あっ……前に言っていた、棟とう梁りようさんに作らせた《勇者姫ひめ》さんへのプレゼントって……この鎧の事だったのですか？　……本当に、贈おくり物ものだったのですね……」

「だから、そう言ったろ？　全く、俺を信じろと、いつも言っているのに」

「いえ信じてはいますけれど、普ふ段だんの言動がですねえ……まあ、今回はちゃんと、良い物だったので……いいですけれど」

「ふっ、そうだろう？　いやあ、あの無骨な鎧とは違ちがうからなあ。着てくれるのが、楽しみだ。むっふっふ」

「はあ。……いえあの、クロノス、ちょっと……ちょっと！」

　話している最中も、エリィは受け取った鎧を、丁てい寧ねいに着込んでいた、が……じっ、と着き替がえを眺ながめてきていたクロノスの、右目をリアラが、左目をアテナが押さえ。

「女性の着替えを、まじまじと見つめては──い・け・ま・せ・んっ！」

「だ、ダメです、クロノス様……きっと、恥はずかしいから……がまん、ですっ。ね？」

「ぬおおおお！　放せェェェ！　見たいのだ、俺はァァァ！　見たいのにィィィ！」

　そんなに見たいのなら、クロノスなら、別に見ても……という気持ちと。

　恥ずかしいのも確かなので、彼の目を隠かくしてくれている女性達への、感謝の気持ち。

　……こんな複雑な感情も、きっと、彼だからこそ、〝与えられる〟もので。

　考え過ぎかしら、などと思いながら、パチリ、鎧の金具を留め、着替えを終える。

「！　わあっ……エリィお姉様、お似合いですぅ……！」

　そう言ってくれるフィーと、同調するように頷うなずく、ランとガラテア。

　自分で用意した無骨な漆しつ黒こくの鎧とは、まるで違う。上質な真鉄は固く、けれど軽く。

　関節の可動を邪じや魔ませぬよう、鉄の代わりにあしらわれたラバーは、多少の矢なら弾はじき飛ばせるのではないか、と思うほど弾だん性せいにも富んでいて。

　露ろ出しゆつ度どは、多いが──下腹部の、彼が〝与えてくれた〟、この〝紋〟が見えるのが、何よりも嬉うれしくて。




「──着替えが見られなかったのは残念だが、似合っているぞ、エリィ」

「！　クー……ウンッ♪」




　彼の褒ほめ言こと葉ば一つで、あっさり喜べてしまう自分が、少しだけ恥ずかしいけれど。

　そんな事を〝感じられる〟のも、やはり、嬉しいのだ。




　そして今、〝闇の結界〟が完全に消しよう滅めつすると共に、クロノスの方から女性の声が。

『──クロっ。見つけたよ、監かん視し者。褒めて、褒めてっ』

「おっ、でかしたノノ！　イイ子だぞ！」

『えへ。でね、場所は……──』

　クロノスは、不思議な力を持っているものだ。遠く離れている誰だれかと、話が出来るらしい。そんな事をぼんやり察したエリィに、彼が目を向けてきて。

「ふむ。──よーし、エリィ！　早速だが、《勇槍トリアーナ》の〝真の力〟、見せてもらうぞ！　《魔ま法ほう大国エンテ》の監視者だが、どうやら──」

「ン──大だい丈じよう夫ぶよ、クー。標的は……あっち、でしょ？」

　エリィが光り輝く《勇槍》の穂ほ先さきで指したのは、遠目に薄うすぼんやりとしか見えない、小高い建物。恐おそらく、塔とうだろう。

　真っ直ぐ全力で馬を走らせても、辿たどり着くまでに一時間強はかかるだろう。けれど、なぜそこに監視者がいると分かったのか、エリィはシンプルに説明した。

「以前のワタシは、見られている、と分かっても……場所までは、分からなかった。けど、今は違う──感覚が、研とぎ澄すまされてる。全て、全て──理解、できる！」

　言葉を終えると同時に、地を踏ふみしめ、槍を振ふるための体勢を作る。

　けれどリアラは、なぜ、と戸と惑まどっているようだ。

「え、エリィさん？　あの、一体何を……いくら何でも、この距きよ離りでは──」

「おいおいリアラ、何を言っている──《女神の聖具》の力が尋じん常じようでないのは、おまえ自身、分かっているだろうに。クックック」

　不敵な笑みを浮うかべるクロノスも、また理解しているようで、言葉を続けていた。

「《勇槍トリアーナ》──その槍は、〝全てを貫つらぬく最強の槍〟。その真実は、〝高周波〟によるものよ。だが、神たる存在の生み出す高周波は、それが鋼であれ、金こん剛ごう石せきであれ、全てを土くれの如ごとく貫く。そう、全てを──それは、距離さえも──！」

　彼の言葉を聞いていると、不思議とエリィも、気分が高こう揚ようしていく。

　更に強く、エリィが地を踏みしめると──クロノスは、更に声高に言い放った。




「《女神》サマいわく『究極の高周波ブレードになっちゃった』〝全てを貫く最強の槍〟！　それが世界の頂点に君臨する、絶対無二の力よ──！」




　　　　■■■




《魔法大国エンテ》の監視者は〝遠見の魔法〟で、塔の上からそれを視みた。

　突とつ然ぜんに現れた〝闇の結界〟に、《勇者姫》と、その標的たる奴隷商クロノスが吞のみ込まれ──長い時を経た後、結界が崩れ、全員が再び姿を現した。

　いや、行方ゆくえ不明だったガラテアや、その仲間達の姿もある。奴隷商クロノスが討とう伐ばつされた様子もなく、《勇者姫》エリィに至っては、鎧が別物に変わっていた。

　……まさか奴隷商に、〝懐かい柔じゆう〟でもされたか？

「ふぅん……疑わしきは罰ばつせよ、ね。愚おろかねガラテア、怪あやしい真似まねはしないよう、あれほど口酸っぱく言っておいたのに。まあ、いいわ……くくっ」

　含ふくみ笑わらいを漏もらしながら、監視者は、口くちの端から愉ゆ快かいな声を漏らす。

「《勇国トリアーナ》は、これでおしまい──全て、奪うばい尽つくされるわね！　《魔法大国エンテ》に、栄光あれ！　おーっほっほっほ！」

　──もう一度だけ、言おう。

《魔法大国エンテ》の監視者は〝遠見の魔法〟で──塔の上から、それを視たのだ。

「────へ？」

　遠く離れた荒あれ果はてた野で、光り輝く《勇ゆう槍そうトリアーナ》を構えていた、地上最強の《勇者姫》エリィが。

　神速、絶ぜつ影えい──影さえ置き去りにする速度で、槍を揮ったかと思いきや。




　光が全てを貫き──塔の上層から下層まで、根こそぎ消し飛ばしてしまった──！




「ひ、や、あ──いっ、いやああああああっ!?」

　塔の頂上にいた監視者は、為なす術すべもなく、堕おちてゆくしかない……ただ最後に、どこからともなく伸のびてきた、無数の荒あら縄なわが巻き付いてきて。

「いやあぁ……ぐえーっ!?」

　締しめ付けられ、そのまま手た繰ぐり寄せられた先で、褐かつ色しよく肌はだの少女が、ぽつりと一言。

「《勇槍トリアーナ》と、地上最強の《勇者姫》……さすがに、無茶苦茶。同情する」

「……そ、それは……どぉもぉ……がくっ」

　監視者が気を失うと、褐色肌の少女は、やれやれ、と溜ため息を吐ついた。




　　　　■■■




《勇槍トリアーナ》を携たずさえたエリィが、天に座する太陽を見つめる。

　監視者の目も消え──これで一ひと先まず、終わったのだろうか。

　ゆっくりと視線を下ろしたエリィが、見つめる先には。

「クロノス様……おつかれさま、でした。今回も、ご無事で……よかったです♪」

「クロっ、ただいまーっ。監視者、捕つかまえてきた。褒めて、褒めてっ♪」

　クロノスを労うアテナと、褒められたがるノノ。

　更には、眩まばゆいほどの美少女、リアラも彼に微笑ほほえみかける。

「クロノス。……ふふっ♪　やり方は、とんでもなくても……最後にはこうして、救ってしまうのが、クロノスですよね。仕方ありません、よねっ♪」

　彼女に笑いかけられる時のクロノスは、何となくだが、照れているようにも見える。




　奴ど隷れい商クロノスと、彼の〝カワイイ奴隷ちゃん〟達──その仲なか睦むつまじい様子を、エリィはといえば、遠巻きに眺めていた。

　そんな自分を、何か察したのか、ラン、フィー、ガラテアも、見つめてくる。

　心配そうに声をかけてきたのは、最も付き合いの長い、ガラテアだった。

「……エリィちゃん、貴女あなたは、いかないの～？」

「……ン……ワタシ、は……」

　行っても、良いのだろうか。一度は敵対し、槍やりを向けた、自分が。

　エリィは、戦場では怖こわいものなしだった──それが今や、どうだろう。

　もしクロノスに、否定されたら。拒きよ否ひされたら。怖くて怖くて、仕方ないのだ。

　怖いものだらけで、二にの足あしを踏む……そんなエリィに、けれどクロノスは。

「おーい、何で遠くから見てるんだ？　俺はおまえも可愛がりたいんだぞ。ほれ、ラン達も連れて、こっち来いよ、エリィ～？」

「あ。……う、ウン！　すぐ行く、クー」

　エリィの恐きよう怖ふなど素知らぬように、気楽な声で呼んでくる。

　そしてエリィが、おずおずと、彼の側に駆かけ寄ると。

「むっふっふ。よくきたな、エライぞ──よぉ～しよしっ！」

「あっ、きゃっ……も、もう、クー。髪かみ、ボサボサになっちゃう。……ふ、ふふっ」

　怖がっていたのが、何だか馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくる。撫なでられて、髪をボサボサにされるのも、気持ちよくて──そう、〝気持ちよくて〟。

（ワタシ……また、〝もらっちゃった〟。なくしていた、感覚も……この鎧よろいも、〝紋もん〟も。きっと、ラン達のコトも。あの日の……パンと、スープも）




　クロノスが、過去にエリィに〝与あたえてくれた〟少年だというのは、理解した。

　けれどエリィは、心に誓ちかう。その事を、彼に告げる事はない、名乗り出ないと。

　昔出会った事なんて、彼だって、きっと忘れているはず。

　名乗り出ないのなんて、自己満足。そんな事は、分かっている。




　だけど、もう、充じゆう分ぶんではないか。彼に、また会えた。また、与えてくれた。

　何より、これからは、彼と──一いつ緒しよに、いられる。

　それだけで、充分だ。彼の傍そばにいて、この命を捧ささげられる、尽くせる、それだけで。

　エリィは、充分すぎるほどに──幸せなのだから。




　そんな事を考えていたエリィを、いまだに撫で続けてくるクロノスが、首を傾かしげる。

「うりゃうりゃ。ん？　どうしたエリィ、何やら笑っているように見えるがー？」

「あうあう。ん、んーん……何でも、ない。何でもないわ、クー。ただ、その……気持ちが、よくって」

「おー、そっか？　そいつは何よりだ。ふはは、今まで〝不感症しよう〟だった分、た～っぷりと、気持ち良くしてやらねばなあ。まだまだ、たくさん〝与えて〟やるぞ！」

「！　ぁ……う、うん……うんっ。……うんっ……！」

　クロノスに、〝与えられる〟たびに、エリィは。

　何だか胸が、一いつ杯ぱいになる。幸せが、溢あふれて、止まらなくなる。

　そうして、目を細めるエリィに──クロノスは、一言。







「──パンとスープだけじゃないから、な？」

「───!!」







　馬鹿馬鹿しい──ああ、本当に、本当に、馬鹿馬鹿しい──




　名乗り出ないと心に誓う、だなんて──全く馬鹿馬鹿しい、意味のない誓いだった。

　だって彼は、忘れてなんて、いなかった。覚えていて、くれていた。

　あの幼い日、たった一いつ瞬しゆんだけ出会った、誰だれにも見向きされない、みすぼらしい少女を。




　まだ《お姫ひめ様さま》でさえなかった、ただの、ただの──〝エリィ〟を。




　彼は、一体いくつ、自分に与えてくれるつもりなのだろう。

　何一つ返せないなんて、そんなのは絶対に、イヤだから。

　せめて、確かな事だけは、伝えたい。

「クー」

　きっと、今から見せるエリィの表情は、ぎこちなくなんてないだろう。

　だってこんなにも、純じゆん粋すいな想いが、自然と溢れてくるのだから。

　振ふり返り、笑いかけてくれるクロノスに、エリィが見せているのは。




「ありがと───大好きっ♡」
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　きっと誰より、幸せを〝感じている〟──本物の、笑顔のはずだ。








《エピローグ》









　クロノスは、《勇者姫》エリィを始めとする御一行パーテイーを堕とし、彼女達を《奴隷王国クロノス》に、改めて招き入れた。

　クロノスの住まう屋や敷しき、その応接間に、今しがた入室したエリィが語りかけてくる。

「クー。お部屋、くれて……ありがと。ワタシだけでなく、ランやフィー、ガラテアの分まで。今はルーアが、皆みんなを、案内してくれてる。本当……感謝しても、したりないわ」

　エリィの表情は、今や随ずい分ぶんと、落ち着いたもので。再び〝不感症〟になった訳ではないだろうが、首を傾げてくる彼女に、試しに問いかけてみる事にする。

「エリィ。──１＋１は？」

「？　にー？」

「Ｏｈ．超ちようぎこちねぇ笑い顔」

　まあ、それはそれでカワイイが、何とかまた、あの笑顔を引き出したいものだ。

　とはいえエリィとも、これからはずっと一緒だし、機会は何度でもあるだろう。

　さて、そんな珍ちん妙みようなやり取りをしている間に、リアラが何やら唸うなっていた。

「んー……クロノスは、エリィさんと面識があったの、ですよね？　エリィさんから、聞きましたけれど。《勇国》についても、随分と詳くわしかったですし……んー」

「うん？　リアラ、どうかしたか？」

　尋たずねてみると、考え込んでいたリアラが顔を上げ、尋ねかけてきた。

「クロノス、もしかしてアナタは──《勇国トリアーナ》の、関係者か何か──」

「いや、全然違ちがうぞ。立ち寄ったコトがあるだけで、住んでたコトさえない」

「えっあっ。そ……そうなの、ですね？　うう？」

　あまりに即そく答とうしすぎたせいか、逆にリアラは、困こん惑わくしてしまったようだ。

　どうもクロノスの素性が気になるようだが、しかしクロノスは、答えるつもりはない。

「なぜなら──ミステリアスなトコもある方が、男は魅み力りよく的だからな！　ふははー！」

「うんうん、クロ、カッコイイ♪　にゃんにゃん」

「ノノ、俺の膝ひざの上、気に入ったのな。カワイイけども」

　クロノスも自分がマイペースだという自負はあるが、ノノはそれ以上かな、と思う。

　まあとにかく、《勇者姫》エリィを堕とし、これにて大団円──とはいかない。

「さて、と──これから先が、大変だな」

「うう……う？　えっ、クロノス……これから、とは？」

　軽く頭を抱かかえていたリアラが、クロノスの漏もらした言葉に反応する。

　対してクロノスは、ノノを膝から下ろしつつ、軽い呆あきれ声を交えて返事した。

「はあ、おいおい、吞のん気きすぎるぞ、リアラ──陽だまりに揺蕩たゆたう妖よう精せいかよ。甘い花の蜜みつでも吸わせてやろうかアーン？」

「いえですから、いちいち褒ほめ……褒められているのですか、コレ!?　……そ、そんな事よりっ。これからって、どういう意味なのですか、ってば！」

　改めて問い直してくるリアラに、クロノスも改めて真面目に答えた。

「《魔ま法ほう大国エンテ》だよ。地上最強の《勇者姫》と、その御一行に依い頼らいしてまで、なんでわざわざ《女神にさえ見放された地》にいる俺を、狙ねらおうとしたのかって話」

「えっ？　それは……クロノスが、《女神》様が禁じている奴隷商だから、討とう伐ばつしようとした、という事では？　どうして所在まで知ったのかは、分かりませんけれど……」

「はは、そんな慈じ善ぜん事業に乗り出すような国くに柄がらじゃないぞ、なかなか陰いん険けんな国だからな、《魔法大国》は。まあ、大方の見当はついているが──エリィ、わかるか？」

　依頼を受けた本人に尋ねてみると、本来のクールさを取り戻もどしたらしい彼女は、頷うなずきながら詳しよう細さいに答えてくる。

「わかる。《魔法大国》から受けた依頼は、〝悪逆奴ど隷れい商クロノスの討伐〟──だけど、ワタシには、別の意図が見えた。きっと、ガラテアも気付いてるわ。奴隷商の討伐という、表向きの目的に隠かくして……もう一人、必ず討伐するよう、告げられたから」

　もう一人──恐おそらく、その人物こそが、《魔法大国エンテ》の、本当の目的。

　その名を、エリィは冷静かつ、簡潔に告げてきた。




「もう一人、その人の名は──アテナ＝ミリガン＝イクリプス──」




　瞬しゆん間かん──がちゃん、とティーカップが床ゆかに落ち、粉々に砕くだけ散った。

　そこにいたのは、皆に紅茶を淹いれていた、まさにアテナその人。

　ただ、その表情は青ざめ、呼吸も荒あらくなってしまっている。

「っ、ぅ、ぁ……は、あっ……はあっ、は、あっ……う、くっ……！」

「！　あ、アテナさん、大だい丈じよう夫ぶで──きゃっ？　く、クロノスっ」

　リアラが駆け寄るより先に、クロノスは椅い子すから飛び起き、アテナを抱だきしめていた。

　自分に近いほど背の高い彼女の、後頭部に手を添そえ、優しく撫でながら声をかける。

「アテナ、大丈夫、大丈夫だ。俺がいる。俺様のカワイイおまえに、手なんぞ出させん。安心しろ、アテナ。今まで通りだ──俺が、守ってやる」

「っ、っ。は、あっ……んっ。はあ、はあ。……クロノス、様……は、はいっ……」

　抱きしめたまま、背中も撫でてやっている内に、息が落ち着いてきた。

　クロノスから少しだけ身を離はなしたアテナだが、けれど手だけは摑つかんだまま。

　もちろん、振りほどくような非道はしないでいると、アテナはリアラに語りかけた。

「リアラちゃん……心配かけて、ごめんね。でも、今回の件は……っ。わたしの、せいみたい。それも……ごめん、なさい──」

「──いいえ、違いますっ！」

「きゃっ？　え……り、リアラちゃん？」

　クロノス顔負けの即答に、目を丸くするアテナ。

　リアラの勢いは止まらず、アテナを実直に慮おもんぱかる。

「私には、事情なんて分かりません……けれど！　アテナさんのせいだなんて、絶対に、ありえませんっ！　謝らないでください、アテナさんっ。クロノスだけでなく、ノノさん達だけでもなく──私だって！　どんな事があろうと、アテナさんの味方です！」

「！　……り、リアラちゃんっ……」

　リアラと手を取り合い、涙なみだ目めになるアテナ。

　やはり二人もまた、絶世の美女。そんな彼女達の美しさに、クロノスは大いに頷いた。

「その通りだ！　アテナに非など、何一つない。言ったろう、《魔法大国》は陰険だと。あの胸むな糞くそ悪い国は──アテナを、追い出しやがったのだ」

「……えっ!?　ではアテナさんは、《魔法大国エンテ》の出身……って、追い出したとは、どういう事ですか!?　アテナさんが、何をしたと……！」

「何もしていないさ、何もな。ただ、アテナは──」

　言葉を発する前に、クロノスは一度、アテナと目を合わせる。すると、彼女はすぐさま、小さく頷いてきた。

「……大丈夫です、クロノス様……わたしの、居場所は……もう、ここに、ありますから。クロノス様が……わたしに、くれました、から」

「──ああ、わかった。ありがとな──アテナ」

　短く礼を述べると、「こちらこそ」と、笑って返してくるアテナ。

　それを確認してから、クロノスは──リアラへと、真実を明かした。




「アテナは、〝神しん託たく〟を受けた《魔法大国エンテ》の──《お姫様》だからだ──！」




　それは紛まぎれもない、純然たる事実。だが、リアラは驚おどろきながら、反論してくる。

「そ、そんなの……よほどおかしな話ですよ！　《お姫ひめ様さま》であるなら、なおさらアテナさんは、丁重に扱あつかわれて当然なのに……な、なぜっ!?」

「アテナが《お姫様》では、都合が悪いと思うヤツがいるんだろ。己の権力が脅おびやかされるから、とかな。だから、陰険なのだ」

「……そんな、そんなのっ……許せません……絶対に、許せませんっ！」

　リアラの怒いかりは、尤もつともだ。クロノスとて、大いに共感する。

　だが、黙だまっているはずがないぞと、クロノスは続けた。

「だからこそ、これから先が大変、と言ったのだ。何せ《魔法大国》の監かん視し者も、ふん縛じばって捕つかまえてるんだからな。定期連れん絡らくが途と絶だえれば、《魔法大国》にも異状は伝わる。放っとけば、《勇国トリアーナ》も危ないだろうし」

《勇国》にも話が及およぶと、《お姫様》たるエリィも、黙っていられないらしく──！

「あー……ウン。ワタシも、できれば、助けてあげたい……かも？　ランと、フィーと、ガラテアの、故郷だし。あ、一応ワタシも、《お姫様》だし」

「お、おう。何か軽いが、エリィ的には割と、どうでもイイのか？」

「義理くらい、果たすけど。でも……ワタシの居場所も、アテナと同じように……クーのところが、イイ。……ダメ、かな？」

「そんなカワイイコト言われて、ダメなんて言えるかい。来いよ、俺の胸に飛び込んで来い。国なんて捨てて、かかってこいっ！」

「そう。………ありがと、クー♪」

　引き出したいと望んだ笑顔、今一いつ瞬しゆん、見えた気がする──！




　さて、とにかくだ。アテナも狙われている現状、捨て置くつもりは一切ない。

　アテナの表情にも、まだ、不安が滲にじんでいる。

〝俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃん〟に、こんな顔をさせるなど、クロノスが許すはずもなく。

「《魔法大国》だなんだ、知ったコトかよ──俺様の、大事な大事なカワイイ奴隷ちゃんに、手を出そうと企たくらむならば。そいつら全員、ブチ堕おとすべき、ただの敵」

「！　……クロノスっ！」

「クロノス、様っ……」

　リアラが顔を上げ、アテナが見つめてくる。

　そんな二人の頭を一撫なでしてから、クロノスはその手で握にぎり拳こぶしを作り。




「来るなら来やがれ、《魔法大国エンテ》──そん時は後こう悔かいするまで、ブチ堕としてやるからなあ！　ふはははははーっ！」




　アテナは必ず、護ってみせると──クロノスは、呵か々か大笑してみせた。




　　　　■■■




　さて、アテナを護るのは当然だが、そのための手段が多くて困る事はない。

　という訳で、クロノスは今、蠟ろう燭そくを燈ともした薄うす暗ぐらい自室に、アテナを呼び付けていた。

「ククク、アテナよ、おまえが《魔法大国エンテ》に狙われている、と判明した今──自衛のために、〝紋もん〟に力を溜ためるべく、調教せねばなあ。覚かく悟ごはイイかあ？」

　我ながら悪役っぽいかなあ、と思わなくもない言葉を投げかけると、当のアテナは。

「あ、あう……なんでも、いいですから……クロノス様に、触ふれたい、です……お世話、ご奉ほう仕し、何でも、します……おねがい、ですから……させて、くださぃ……♡」

「待て。待てだぞアテナー。魅力的な懇こん願がんだが、調教だからねコレ。我が慢まんも大事だぞ」

「う、うぅ～……きゅうん……」

　しょぼん、と落ち込むアテナ、しょげた犬の尻しつ尾ぽの幻げん覚かくが見えるまである。

　しかしクロノスが言った通り、これは〝調教〟なのだ。心を鬼おににして、《奴隷聖薬》を自身に振ふりかけたクロノスが、己の〝紋〟から解き放ったのは。

　ヌメヌメとした、大量の触しよく手しゆ──そう、〝ローパー〟である──！

「さあ、コイツで全身くまなく、たっぷり可愛がってやろう！」

「えっ……きゃ、きゃあっ？　あ、やんっ……んっ♡」

　クロノスの意思で自在に操作でき、感覚までも通じている触手達が、あっという間にアテナを拘こう束そくし、その絶世にして抜ばつ群ぐんの肢し体たいを這はい回る。

「フフフ、かなり気に入ったぞ、コレは。まるで手が一気に増えたようだ──これなら、俺のカワイイ奴隷ちゃんを、一気に可愛がれるというモノよ！　フハハーッ！」

　ヌメヌメとした液体には、ローションの成分を含ふくませておいた。服の内側まで入り込み、縦じゆう横おう無む尽じんに塗ぬり広げられ、アテナの全身は既すでに火ほ照てってしまっている。

　快感を得ていない訳がない。訳がない……が、アテナは。

「ッ♡　……ぅ～。この、触手さんも……クロノス様だとは、分かっています。けれど……わ、わたしは……わたし、は……」

　控ひかえめなアテナが、全身を撫で回されながらも──はっきりと口にした、一言は。
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「クロノス様の手で、直接──撫でて、ほしい、です」

「───!!　…………」




　その言葉を受け、クロノスはローパーを操作し、アテナを拘束したままで。

　熱っぽい眼まな差ざしで、見つめ続けてくる、そんな彼女の紅潮した頰ほおへと。

「アテナ、おまえは本当に、カワイイ子だよ──よしよし」

「っ──！　……っ、っ……っん♡」

　両手で顔中、〝紋〟に沿って目元も、優しく、慈いつくしみ、撫で続けてやると。

　ふるっ、とアテナが身み震ぶるいし、恍こう惚こつに蕩とろけきった表情で、熱い吐と息いきを漏もらしながら。




「───はいっ♡」




　クロノスに向けてきたのは、本当に、何よりも──幸せそうな、笑顔だった。








あとがき






　清純派フェチ作家の、清く正しい奴ど隷れい調教物語の第二巻、発売させて頂いております！

　のっけから業の深い矛む盾じゆんに溢あふれていますが、今日も元気一いつ杯ぱい、初美陽一です。

　こうして読者の皆みな様さまと再会できる喜びに、一巻同様、変なテンションになるのも無理からぬこと。相変わらずで申し訳ないのですが、まずは感謝を伝えさせてください。

　読者の皆様、『最強奴隷商の烙らく印いん魔ま術じゆつと美少女堕おとし』の第二巻を手に取って頂きっ……真に、ありがとうございますーっ！




　さてさて、本作品が愛と夢と希望に満ちているのは、ご承知の通りですが……カワイイ奴隷ちゃんを集めてハーレム王国を創るのは、愛と夢と希望ゆえ、ですよね？

（※解かい釈しやくというのはフェティシズムによって、大きく異なってくる場合がございます）

　第二巻では最強奴隷商クロノスの〝奴隷ハーレム王国〟に入り、更さらにパワーアップした調教をお見せする事が出来ました。

〝女神装備〟という名のコスプレでは、奴隷ちゃん達の新しい魅み力りよくを開かい拓たくしています。

　定番のメイドさん、ナース服、バニーガール……そうだ、初美はカワイイヒロイン達の、色んな姿を見るために生きてきたんだ……！（人生とは一体）




　しかも二巻から登場した《奴隷聖薬》のおかげで、新たなる調教メニューが加わりました。これからは、触しよく手しゆや透とう明めい化など、変化球も使っていけるというワケで……えっ？

　ディルドやローターなど、オトナの玩具おもちやは、変化球じゃないのかって……？

　ハハハハハ。（笑ってごまかす）

　細かい事はイイのです。初美は、初美はッ……カワイイ奴隷ちゃん達を、ありとあらゆる手段で〝美少女堕とし〟したいんじゃーい！（さ、最低だァ！）




　ですがこの新たなる調教、何と《奴隷聖具》×《奴隷聖薬》という形で、組み合わせる事も可能なのです。

　今回登場した《ローター×ローパー》だけでなく、まだ見ぬ様々な組み合わせも可能。その可能性は、無限大。そう、調教とは、調教とは──宇宙なんだ──！

（フェチで熱暴走を起こしているだけなので、生温かく見守ってやってください★）

　フェティシズムは、果てしなく……だからこそ、面白いもの。

　空に煌きらめく星々のように、無数に存在するフェティシズムを、これからも追いかけ続けて参ります。

　どうかこれからも、最強奴隷商クロノスの調教道を、温かい目で見守って頂ければ……これに勝る喜びは、ございません。

（何か綺き麗れいっぽく言っていますが、フェチの欲よく望ぼうで汚よごれきっていますからね！）




　しかしこんな暴走気味のフェティシズムに、kakao様は今回も、最高のイラストで応えてくださいました。一巻の時もそうでしたが、想像をあっさりと飛び越こえるような、可愛らしさと色気に溢れた美び麗れいイラストを描えがいて頂き、いつも驚おどろかされてしまいます。

　今回も、胸を張って言えます……kakao様の描いたヒロインちゃん達のイラストは、初美の全身から血液を奪うばい取っていったぞー!?（生きていけるだろうか）




　新ヒロインたる〝地上最強〟の《勇者姫ひめ》エリィを含ふくむ〝美少女騎き士し団〟も、最強奴隷商クロノスにぶち堕とされ、奴隷ちゃんへの仲間入りを果たしました。

　この娘むすめ達もまた、kakao様の御ご手しゆ腕わんで、可愛らしさを存分に発揮しております。

　ウウッ！　世界が……フェチの世界が、どんどん広がっていくゥ……！（？）




　新ヒロインも加わり、新たなる調教への広がりも見せ、『最強奴隷商の烙印魔術と美少女堕とし』は、どんどん進化して参ります。

　自重という言葉が光の速さで遠ざかってゆく本作品を、どうか今後とも、よろしくお願い申し上げますっ！




　毎回毎回、しつこいほどで申し訳ございませんが、最後にもう一度、読者の皆様へ感謝の言葉を送らせてください。

　第二巻も手に取ってくださり、本当に……ありがとうございますっ！

　自重ゼロで突つっ走ぱしって行く『最強奴隷商の烙印魔術と美少女堕とし』、今後もどうか、ご一いつ緒しよに〝美少女堕とし〟を楽しんで頂ければ、幸いでございますっ。フヒヒ★（不ふ穏おん）





初美陽一





















最さい強きよう奴ど隷れい商しようの烙らく印いん魔ま術じゆつと美び少しよう女じよ堕おとし２








初はつ美み陽よう一いち
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